
.第 1・ 2号住居 lJ「_が位置する本支群の南西端部は,丘陵傾斜度も比較的緩やかで,肖J平整地面の

幅も約 4π を遺存するが,地形の低い南東部の造成面は第 6住居址支群の造成掘 り込みによって ,

段差をもって大きく切り込まれている。第 102号 住居llLは 標高75π付近の丘陵斜面の長さ約15π

にわたり,等高線走向に沿って円弧状に掘 り込んだ共通の削平整地面に並存するが,本住居llLの 方

が床比高約60cれ 高位の段差で南西端に位置している。

本遺構面は地形の高い北西斜面を現存地山生き上で約80cπ 掘 りさげ,その下方に隅丸方形竪穴式

住居址床面を想起させる整然とした水平面を造 りだしているが,壁帯溝とか柱穴痕等は何も認めら

れない。整地面の東南半を第 6支群に切断され,現状では6.5π ×3.2π を遺存 し,こ れだけでは隣

接住居llL等 の前庭的な単なる生活面の可能性もあり,一概に住居址と断定できない。 しかし本遺構

と北東部に隣接する第 1号住居址との間にも,部分的にしか遺存 しないため判然としないが,住居

l■状の掘 り込み面と柱穴痕 7本分が検出されることから,こ の両者を合せて複合立地する住居址の

存在 した可能性が考えられるため,一応第 1号住居址として取 り扱 った。

3.第 2号住居l■ (図 103,図版52)

第 1号住居llLの 南東端を一部切 り込んで,そ の東倶1に 位置する竪穴式住居llLで ある。地形の低い

南東半は,すでに風化による流失および第 6支群によって切断され,現状では約 2分の 1程度の遺

存である。

現存する掘 り込み壁面および床面は,幾つかの切り合い関係を見せるものの,現状では地形の高

い北西部に推定径約 7π になる円弧状遺構と,それを切断する形で南東倶1に 等高線走向に沿 って東

北末に長軸を,も つ,床画径約 7.2π の隅丸長方形または楕円形を呈する二段の遺構面となり,さ ら

に下段の遺構面は東西に約12cmの 比高をもつ段差を有する。各整地面とも現存部はほぼ水平面を保

ち,北西遺構面を 0と すると,西遺構面比高は-36cπ ,東床面比高は-49卸 となる。 このことは建

築された順序は不明ながら,ほぼ同一立地において少 しづつ位置をずらした形で,少 くとも,円 形

竪穴式住居 1棟 ,隅丸方形竪穴式住居 2棟の計 3棟が,順次建て替えられたものと考えられる。そ

のため隅丸方形状を呈する下段の遺構面も,実際には約 2π ばかり東西に位置をずらせた,一辺長

約 4π 前後の 2棟の隅丸方形住居址の複合跡かも知れない。

地形の高い北西部遺構面は円弧状に,現存地山生き土面で最高0.5π の深さに掘 り込んでいるが。

壁面は約60度の勾配をもつ法面を呈し,床面の現存最大幅も約 0.7π と僅かである。壁帯溝や柱穴

痕等の遺構 も認められず,その形状からやっと原形は円形竪穴住居llLで あったろうと推察できる程

度である。

下段南東部遺構面は,東西に比高約12cπ の段差をもつ二段の整地面を有 し,図示 したように部分

的に残る壁帯溝と柱穴痕40本分を検出した。柱穴痕は不規lllに 密着 していて,径や深さもまちまち

であり,数次にわたる複合立地の住居llL柱 穴痕と推察されるものの,そ の組み合せ関係とか構造に

ついては明らかにできなかった。

4.柱穴群および第 3～ 6号住居址 (図 104,図版31.52)
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第 2号住居tlL北東端部よりも地形が一段高い標高約76π付近から,ほぼ等高線走向に沿 って東北

東の第 2ピ ットにかけての約22π の間には,丘陵斜面を掘 り込んで造成した幅狭の棚田状整地面と

帯状に連らなる柱穴痕約90本分が密集遺存 していた。 この整地面は現状では深いところで現地表面

から約90cmも埋没していたが,本遺跡の中でも最も急傾斜面に立地しているためか,丘陵表土層の

風化流動も著 しく,全体的に地形の低い南東に下傾を示し,整地面遺構幅も 1～ 2π程度であった。

したがって柱穴群の性格につ|ヽ ても,土砂流を防 ぐ防護柵あるいはじがらみの杭列とか,住居群を

外敵等から守る防禦柵,ま たは複合立地する住居址に伴なう柱穴痕など幾つかの可能性は考えられ

るものの,その詳細を明らかにすることはできなかった。

しかし,本遺構面の上下斜面に存在する住居址支群との関係や,本遺構の掘り込み壁面に数か所

におよぶ切り合いと造成面にも段差が認められること,柱穴痕の分布状況に場所によって濃炎があ

ること,丘陵斜面の傾斜度がやや緩やかとなる本支群両端部には夫々竪穴式住居址が現存 し,さ ら

に本造成面中間部の柱穴群内に第 1ピ ットが検出されることなどから,当 該地にも住居が営なまれ

ていたと推察される。現状からは4El々 の住居llLの 配置や形状について明らかにできないが,現存す

る柱穴痕の分布や掘 り込み壁面などの形状から,図示 したように第 3～ 6号住居t■を想定したが,

かなり建て替え等による切り合いや複合が行なわれているものと思われる。

なお本遺構面の西半部,第 3・ 4号住居址とした掘 り込み壁面上端部から整地面にかけての約 3

π× 6π の範囲に,丘陵上方斜面から流入埋積 した形状で,多量の弥生式上器片が灰黒色有機上と

ともに土器溜 り状を呈 して二次埋積 していた。 |の土器溜 り出上の上器片総重量は約73珍であるが

周辺部遺構面および本遺構面の南東斜面にも多量の土器片が遊離発見され,本土器溜 りを含めての

総出土量は約 345町 におよんだ。各遺構面の風化流動が著 しいうえにいずれも二次堆積のため,各

遺構と直接的な伴出関係とはいえないが,ほぼ同一形式の上器片で占められ,ま た上方斜面に位置

する住居址支群との関連からも,さ して年代的にも隔りのない土器片と考えられる。ここでは参考

までに土器溜り出上の土器片について概述 し,その他の遊離土器片については,後章出土遺物の項

で一括 して取 り扱 うこととした。

土器溜 り出土の上器片 (図 105～ 108,図 版85)

出土重量は先述もしたごとく約73町である。識別可能の口縁部片を基準とした器形別破片数は,

壺形土器l14(45.6%),甕 形土器105(42。 0%),高 不形土器25(10。 0%), 器台形土器 6(2.4

%)で ある。

壷形土器  (1～ 4)大形の長首壺□縁部片である。□縁部を大きく外反させ端部を上下に拡張

して内傾する端面に数条の回線文と,そ の上に棒状浮文や円形浮文を施したものが多く,頸部外表

にも数条の凹線文を続らせている。 (5～ 14)は頸部から□縁部にかけて外反するやや小形の壺口

縁部である。外反角度は個体によって差があるが,日 縁部を上下に拡張して端面に数条の回線来を

続らせたものが大部分を占めるが,なかには凹線文を施文した後に横なでにより凹線文が判然とし

ないものも見受けられる。頸 くびれ部に貼りつけ突帯を続らせ爪形文を施したもの (5～ 6‐),構

状施文具による刺突文 (ll～ 15)と か,へ ら状工具による刻文l171を 続らすもの,数条の回線文が棒

るもの (12013)な どもある。概して器胴部最大径がかなり上位にある器形と思われる:(17～ ?1)

―-217-一
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はほぼ直回する日縁部に数条の凹線を続ら

せた壺形土器であるが,類型か ら推 して

(63～ 70)に 示 した低脚のつ くものと思わ

れる。 (22・ 23)は 口縁部が拡張されない

無施文の壺口縁部片である。総 じて壺形土

器は口縁部から頸部にかけては内外面とも

なで調整,器胴部外表は縦方向へら磨き,

同内面にへら肖Jり 調整が施されているもの

が多いが,頸部から器胴上半にかけてへら

磨きの上に縦方向mll毛 目,頸部内面に指頭

圧痕を残すものもかなり検出される。

甕形土器 1241口 縁部を折 り返 しておさめ

た無施文で,本土器溜り中 l点 のみの検出

である。 (25・ 26)く の字形に外反する口

縁部の口縁端の拡張は認められない。1251「J

縁部のやや下方に相対 して小円孔各 1が穿

たれている。1271口 縁部は内傾 したままでお

さめられ,端面に 2条 と口縁部外表に 4条

の凹線文が綻る。深鉢形の器形と推察され

る。 (28～ 35)甕形土器回縁部のなかで最

も多い器形である。 くの字形に外反する国

縁端部を上下に拡張 して,内傾する端面に

数条の回線文を続らせている。日縁部径12

cmか ら25cπ 大 ぐらいまで大小各 種 存 在 す

る。 (28～ 48)壺形土器または甕形土器器

底部片である。すべて平底であるがなかに

は底面が凸レンズ状にふ くらむものや,逆

に凹レンズ状にくばんでいるものもある。

総 じて口縁部は内外面とも横なで,器胴外

表は縦方向へら磨き,同 内面の下半部は縦

方向へら削り,上半部は横方向へら削り調

整が施されている。

高 l・●形土器 外部が椀形に丸味をもった深いつ くりで,日 縁部外表に数条の凹線文が 続 る も の

(50～ 52),外 部に稜をもち口縁部がやや内傾 して立ちあがり,El縁部外表に数条の凹線文が続る

もの (53・ 54),前者とほぼ同巧ながら凹線文の上から横なでが施され;理線文が消滅して半J然 と

せず,端面がやや拡張されて回線文をもつもの (49・ 55～57),外 部外表に稜をもたず皿状に拡が

o             20Cm
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―-221-一



可

って端部がやや水平に拡張され,端面に回線文をもつものは9),外部口縁部がやや外反するがその

ままおさめられ,外部外表に 2条の凹線文が続るものi591の 5形式が検出されるが,日 縁部が稜をも

って立ちあがるものが圧倒的に多数を占める。脚部の高脚のものが多 く,外部との接合部は粘土円

板の貼 り付けで仕あげている。―脚柱部に鋭いへら先状工具による数条単位の沈線文を数段続らせ ,

脚裾部に三角形透 しを続らせるものが多いが,三角形透 し子Lの貫通するものは少な く,多 くは半透

しとなっている。 (63～ 68)は 脚付壺形土器の脚台部片と思われる。三角形透 しや小円子Lを続らせ

るものが多いが,基本的には高不形上器の脚台部片と思われる。三角形透 しや小円子しを続らせるも

のが多いが,基本的には高ネ形土器の脚部と同巧のつ くりである。□縁部および脚裾端部は内外面

ともなで調整,外部内面および器表はいずれもていねいなへら磨き,脚柱部内面へら削り調整が施

されているが,脚柱部内面の上半部に整形時の絞 り込みによる縦額が顕著に遺存するものが多い。

器台形土器 計 6個体分の検出である。いずれも細身のすっきりしたう くりで器壁 も薄 く淡黄褐

色を呈する。外反する口縁部は端部を上下に拡張 して端面に数条の凹線文が続る。 (72073)に は

その上から竹管文が施されている。器胴部は破片が少な く詳細はわからないが1731を 例にとると,長

方形透 し子Lが二段に続り,そ の上下と中間には凹線文が施されている。器胴を続る凹線文は 1条づ

つ独立したものと螺旋状に焼るものの 2種類が存在する。脚部は基本的には高不脚裾とほぼ同巧の

つ くりである。脚端部はやや拡張されて端面が凹線状にくぼむものが多 く,脚裾外表に数条の凹線

文が続る。1741の 脚裾を続る三角形透 し子Lは貫通するものとしないものがある。器表外面全体と同内

面上半部は横なで,内面下半部はへら削り調整が施されている。

5。 第 1ピ ット,(図109,図版51)

柱穴群のほぼ中間部,現存する造成面の地形の低い倶1の 南東肩部に,等高線走向にほぼ直交 して

掘り込まれた,隅丸長方形の貯蔵穴状 ピットである。南東部は床面も含めてすでに流失 しているた

め全容は明ら'かでないが,現状での掘 り込み壁面上端幅173cm,床面幅 137卸 ,現存床面長 167cm,

最もよく遺存する北西小日壁面高44cm,長軸中心線方位北34度西を測る。床面は現存する限りでは

ほぼ水平な面を保ち,溝や柱穴痕等の遺構は何 も認められない素掘 りの上墳である。床面の北小口

隅に壺形土器口縁部と器底部片が密着出上したが,本遺構の遺存状況等から伴出関係は明確でなく

またその他の遊離土器片とも同一形式のものであるので後に一括して記述することにした。

6.第 2ビ ット (図 110,図版52)

本住居址支群の北東端部に所在する第 7号住居址 とほぼ同一整地面上で切 り合 って,そ の南西部

に位置す る二段掘 り込み状を呈す る楕円形プ ランの ピッ トである。複合す る住居址 との切 り合いや

その後の整地面の風化流動等により,遺構上半部の形状が定かでないため,本遺構も当初から計画

された二段掘り込みのピットか,同一立地に複合する二つの遺構であるのかは現状からは明確でな

い。

外倶1と なる大きい方のピットは,等高線走向にほぼ沿った北60度東に長軸線をおいて楕円形プラ

ンに掘り込まれ,現存地山生き土上面での掘り込み壁面上端長径222cπ ,同短径181cれ , 床 面 長 径

―…222-一
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210cπ ,同短径136cm,最 もよく遺存する北東債1壁高80cπ を測る。内供1の ピットは外縁 ピットの床面

を等高線走向に直交する形で,北 35度西に長軸中心線をおいて掘 り込まれているが,隅丸長方形状

プランを示 し,地形の低い南東部にさらにのびていた可能性も示 している。現状での掘 り込み壁面

上端長128cm,同 幅145cπ ,床面長107cπ ,同幅123cπ ,北東小口壁面高10cmを 測る。切り合い関係を

みせる第 7号住居l■を 0と すると,外縁 ピットー17cπ ,内縁 ピッ ト中心-36cmと なる。

いずれも床面はほぼ平 らな面を保ち,溝や柱穴等その他の遺構は何 も認められず素掘 りの土墳で

ある。なお本遺構内は灰黒色有機上とともにかなりの弥生式土器片が遊離混在 していたが,現状で

は直接的な伴出関係は明確にできないため,後章に一括 して記述する。

7.第 7～ 8号住居址 (図 110,図 版52)

本住居llL支 群の北東端部にあたり,東へ向けて下降して延びる丘陵尾根支脈の狽1斜面に, 3棟 の

隅丸方形竪穴式住居llLが ,互いに段差をもって切り合いながら複合立地 している。 これらの住居址

は掘 り込み壁面および床面の形状から3棟を確認できるものの,その配置状況やスペー ス か らみ

て,常時 1棟 しか存在 し得ない。 したがってほぼ同二立地において少 しづつ位置を地形の低い南狽1

にずらせながら,順次建て替えが行なわれたものと推察され,ま た先述の第 2ピ ットは,物理的に

第 9号住居址とのみ併存が可能である。

地形の高い北斜面部に位置する第 9号住居址は,等高線走向に沿 って一辺を置 く形に掘 り込 ま

れ,現状でそれが確認できる現存地山生き上上面での掘 り込み壁面上端幅4.5m,床面幅4.2π ,壁

l  l

d
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面高0。 41π を測るが,南西部を第 8号住居■,南東部を岩田第 9号墳周浬によって大きく切られ ,

等高線に直交する現存床面幅は約 0。 7π を遺存するのみである。床面は現存する部分についてはほ

ぼ水平な面を保ち,壁帯溝と柱穴痕 2本分を検出したがその他の詳細については不詳である。

第 8号住居亀Lは 第 9号住居址の南西部を大きく段差をもって切り込み,ほぼそれと平行 して位置

するが,直 ぐ南債1を 第 7号住居llLに よってこれまた段差をもって掘 り込まれ,現存床面幅は0.45れ

のみである。現状での掘 り込み壁面上端幅2.92π ,床面幅2.8π ,壁面高0.16π を測る。床面 は現

存する限りではほぼ水平な面を保ち,溝遺構や柱穴などの施設は何も認められなかった。

第 8号住居址の南半部をそれとほぼ平行 して,約 70cmの 段差で大きく掘 り込んだ,同巧同大の隅

丸方形の遺構である。床面南半部はすでに風化流失し,さ らに西半部は第 2ピ ットによって切られ

て詳細は不明である。地形の低 くなる南半部に柱穴痕 5本を検出したが,直接本遺構に伴 うものか

どうかは明確ではない。第 7・ 8号住居llLに ついては,いずれも二辺が 3π 以下であり,直接それ

に伴 うと考えられる柱穴とか溝遺構も検出されない素掘 り土躾であるところから,あ るいは住居llL

ではなくて,貯蔵庫的な性格を有する遺構の可能性もある。

第 7節 第 6住居tlL支 群

1.第 6住居址支群の概要 (図 lll,図版53)

前述の第 5支群第 2号住居tlL床
‐
面'の南東部から南西へ,丘陵斜面を等高線走向に沿って約22π に

わたり円弧状に掘り込み,その下方の棚田状造成面に約 3棟の住居llLが 複合立地するが,さ らに南

側斜面にかけて約40%の間には,ほぼ等間隔の段差をもちながら 1棟単位程度の小造成面が放射状

に連なり,計 10棟 ほどめ住居址支群を構成している。谷懐状急斜 lliに 位置する住居l■支 群 の多 く

は,棚 田状に削平整地された帯状の幅員の狭いほぼ同一平面に,住居址が直列状に連なって営まれ

ているのに較べて,本支群の場合は丘陵斜面隆起部の側斜面にかけて,やや緩傾斜地に立地するた

めか,各住居l■単位で独立した形状の造成面が段差をもって営まれ,同様立地の第 3支群と類似し

た配置状況を示す。本支群の広がりの範囲は約10π ×40π ,両端部の比高は約 9πである。

本支群の立地部は丘陵表土層の風化流失が著しく,各遺構面とも地形の低いttllの 南東部では,す

でに床面も含めて流失し,全体的に各遺構面上あ埋積被土も浅い。したがって土器片等の遺物類の

遺存についても,掘 り込み造成規模の大きい第 6～ 8号住居址付近では,土器溜 りをはじめかなり

の量を検出したものの,その他の部分ではきわめて少量であった。

2.第 1号住居址 (図 l12,図 版53)

本支群の南西端部にあたる標高約70.5π の緩斜面に位置する,隅丸方形の竪穴式住居llLで ある。

等高線走向にやや斜傾 して北20度東に一辺を置いて掘 り込まれているが,当 該地の風化流動が著 し

くて,壁面の上半部および地形の低い南東部では床面も含めてすでに流朱 し,現状ではやっとその

痕跡をとどめる程度の遺存である。

現状での掘 り込み壁面上端幅5.53π ,床面幅4.6π ,壁面高は最もよく遺存する西壁面で0.8れ ,
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等高線に直交する床面の最大遺存部

幅 2.3れを測る。現存部床面はほぼ

水平な面を保ち,壁面に沿 う壁帯溝

と南西隅部に柱穴痕 1本 を 検 出 し

た。壁面の掘 り込みはその後の流土

の影響のためか,深さ約80cmも 掘 り

込まれている割には勾配約58度 の法

面状を呈 し,壁帯溝も幅23cm～ 52cm

深さ 6 cm～ 8 cmと 一定せず,原況を

かなり損なわれているようである。

柱穴痕は 1本分のみしか確認できな

かったが,本住居址の規模や形状か

ら四隅各 1本の 4本柱で構成される

住居址であったろうと推察される。

なお本住居址から第11支群の所在

する南西方向約 7π の間に,住居 llL

造成面を思わせる掘 り込み痕跡 2か

所が検出されたが,そのほとんどが

流失 していて,削平整地面はもとよ

り,柱穴痕とか溝遺構等 も認められ

なかった。そのためここではさらに

2棟 の住居址の存在 した可能性のあ

ることを指摘するに とどめる。

3.第 2号住居址 (図 112,図版53)

第 1号住居量の北方約 5π ,丘陵

地形からみて比高約 1.2πの斜め上

方にあたる標高約71.5π の丘陵斜・面

を,等高線走向に沿 って長さ 10.52

πの直線状に掘 り込み,そ の下方を

削平整地した長方形プランの棚田状

造成面である。当該地は丘陵斜面が

尾根小支脈状に隆起 した稜線の肩部

にあたり,傾斜度は緩 く小テラス状

を呈 しているが,それだけに表土層

の風化流失が著 しく整地面も地形の
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第 111図  用木山遺跡第 6住居 l■支群出土状況図
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低い南東部ではすでにかなり流失 して

いるものと思われる。

現状での掘り込み産面の方位は北30

度東, 掘 り込み壁面長10。 52π , 同整

地面長9。 97m,現存整地面最大遺存部

幅3.35π ,壁面最大遺存部高 0。 67れ を

測る。壁面の掘 り込み角度は現状では

35度～37度 の法面状を呈し,上半部は

かなり流失 しているようである。

整地面は現存する限 りではほぼ水平

な面を保ち,図示 したように遺存壁面

に沿 う溝遺構と柱穴痕22を 検出した。

溝遺構は壁面全体には遺存せず地形の

高い側の中央部約 4π では検出されな

いが,現存部幅16cπ～45cm,深 さ 3卸

～ 4 cmと 遺存状況も悪いため,欠失部

における溝遺構がもと存在 したかどう

かは不明である。柱穴痕についても配

置状況は整然とせず,その組み合せ関

係とか構造については明らかにできな

かった。本整地面が高台的な隆起部突

端部の小テラス面に立地すること,整

地面内に竪穴住居址を想起させるよう

な掘 り込み面は認められず,柱穴痕が

すべて同一整地面上に検出され,現存

壁面に沿 ってやや不整然ながら直線的

な配列が見られることなどから,竪穴

式あるいは高床式であったかは別とし

て ,当 該整地面全域を利用しての ,長方

形プランをもった長屋状の建て物が存

在 したのではと推察れる程度である。

4.第 3号住居址 (図 l13)

第 2号住居址整地面の丘陵斜面掘 り

込み壁のほぼ中央部から,地形の高い

北西へ約 5π離れた標高72.5π を起点

ヽ
/
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に

第 112図  第 6支群第 1・ 2号住居llL実 測図
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第113図 第 6支 群 第 305号 住 居 址 実 測 図

として北北東べ, 等高線走向ならびに第 2号住居址壁面とほぼ平行する, 長さ104π の直線状に掘

り込まれた溝遺構と,その下方にあたる南東の約10π ×4π の整地面に柱穴痕34お よびピット状遺

構 2を検出した。

この溝遺構は現状で掘 り込みが確認できる現存地山生き土面での平均幅約70cm,深さ10cm～ 16cπ
,

４
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断面が上向きの拠物線状を呈するが,通常みられる地形の高い債1へ の丘陵斜面への掘 り込み壁面状

の遺構は認められない。 しかし,溝両端部が地形の低い南東部へともに鍵形に折れ曲がり,ま た溝

遺構よりも地形の高い北面部は平均勾配が約20度 の傾斜面であるのに対 して,溝南東側はほぼ平坦

な整地面状を呈することから,先の柱穴痕の存在とともに,明 らかに生活面として意識的に造成さ

れたことを示 している。当該地は丘陵表土層の風化流失が著しくて遺構面もきわめて浅 く,整地面

は等高線走向に沿 う南北面ではほぼ水平な面を保つももの,それに直交する東西面は全体に地形の

低い南東へやや下傾をみせ,南東半ではすでに整地面も含めてかなり流失されているものと推察さ

れる。

整地面上に検出された柱穴痕の配置も図示 したように不整然であり,その組み合せ関係や,住居

址の構造等について明らかにできなかった。溝遺構北東半部では地形の高い北西部にも約10本分程

度の遺構も部分的にではあるが 2か所検出されるなど,当 整地面を中心に数回にわたる住居址の整

地替えを伴 う建て替えが繰 り返されたことが推察される。 したがって,現状では住居tlLの 規模や形

状は不明ながら,と りあえず第 3号住居址として統括 して取 り扱 うこととした。

5.第 1ビ ット (図 l14)

第 3号住居址整地面の北西隅に位置する不整長方形の素掘 り土壊である。等高線に直交するほぼ

司
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第114図 第 6支 群 第 1ビ ッ ト実 測 図
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第115図 第 6支 群 第 4号 住 居 llL実 測 図

東西に長軸中心線を置いて掘られているが,遺構部はすでに風化流失等により全体に浅 くなり,地

形の低い東半部では床面も含めて消滅していて判然としない。また現存部床面も地形の低い東へ下

傾し, 2段掘 り込み状の浅いくぼみがみられる。現状掘 り込み上端幅1.83π ,床面最大幅1.6π ,床

面現存部長2.18π ,深 さは最もよく遺存する西小口で0。 32π を測る。同短径 0。 78π ,底面長径0.55

π,同短径 0。 4π ,深さ0.28π である。

6.第 4号住居址 (図 115)

第 2号住居llL掘 り込み壁の南西隅から西へ約 8π ,第 3号住居址の南西部に隣接する標高73.5π

にある遺構面である。現状では風化流失等が著 しく,等高線走向に沿 う長さ約 6π の円弧状掘 り込

み面 と,その南東に図示したように不整然に散在する柱穴痕 6を検出できるのみである。掘 り込み

の深さは現存地山生き土面で42cmを 測るが勾配42度の法面状を呈 し,柱穴遺存部 も等高線に沿 う面

はほぼ水平面を保つものの,それと直交する面は地形の低い南東へ約12度 の勾配で下傾を示す。 し

たがって遺存度が低 く詳細は不明であるが,少 くとも8π ×4π程度の整地痕跡と柱穴痕が存在す

ることから,規模や形状は明らかにできないまでも,当 該地に住居址が営なまれていた可能性が強

いため,一応第 4号住居llLと して取 り扱った。

7.第 5号住居址 (図 113,図 版54)

第 3号住居tlLの 北西約 5π ,第 5号住居llLの 南西部に隣接する標高約74π に位置する遺構面であ

る。図示 したように等高線走向に沿った長さ約 4π の掘 り込み跡と,そ の南東部に柱穴痕 3本分が

検出されるが,丘陵表土層の風化流動が著 しくて,現状では丘陵の自然地形に近い状態を呈 しやっ

0            3rn
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とその痕跡をとどめる程度の遺存である。 しかし周辺部にさらに 2か所の掘 り込み壁面の痕跡や「 |

柱穴遺存部が少なくとも約 4π × 2π 以上の削平整地が施されていることなどから,規模や形状は

不明なまでも住居tlLの 存在 した可能性があるため,一応第 5号住居llLと して取 り扱った。   ■
|

8。 第6～ 8住居l■ (図 116,図版54)

第 3住居tlLの 北上方にあたる丘陵斜面を,第 5住居址支群第 102号 住居址の南東部床面を段差

をもって切断し,さ らに等高線走向に沿って南西方向に全長約22π にわたって円弧状に大きく掘 り

込み,そ の下方を肖J平整地した約20π × 5π の棚田状造成面が存在する。

この造成面は丘陵表土層の風化上によって, 深いところでは約1。 3π も二次埋没していたが, 地

形の高い債1の北西斜面では現存地山生き上で約90cπ も掘 り込まれ,その南東部にあたるllJ平 整地面

は,大別 して図示したように三段の階段状の切り合いをみせている。各整地面とも掘 り込み壁は法

面状に斜傾して,壁帯溝等の排水施設も伴わず,地形の低い債1の南東部は,下段の整地面に切られ

るか風化流失等によりすでに消滅して全貌を知ることはでなきいが,現存部はほぼ水平面を保ち,

全域で約90本分の柱穴痕を検出した。柱穴痕の配置は不規員Jで あり,なかには重複するものや,掘

り込み壁面と切り合 うものなど,数次にわたる建て替えが複合 して行われたことを示すものの,現

状からはその組み合せ関係や住居量の構造を推定することは困難である。本整地面のスペースから

3棟程度は併存可能と考えられること,現況で段差をもった 3整地面が遺存することなどから,現

存する各整地面を単位として,南から順次第 6号,第 7号,第 8号住居量として概述することにす

る。                 .

第 6号住居量は地形の高い北側整地面をさらに比高約20cπ の段差で掘 り込んで,地形の低い南東

部をblj平 整地 した造成面である。現状での掘 り込み壁面は推定径6.14π の円弧状に長さ約4.5π と ,

整地面の広りが約 5π ×3π を遺存 し,柱穴痕37本分が現存整地面全体に密集して検出された。な

かでも整地面の南東中央部付近には重複 して切り合 う柱穴痕が集中し,ほ ぼ同一立地において径 6

%前後の円形竪穴式住居址が,数回にわたって建て替えられたものと推定されるが,そ の実態は明

らかにできなかった。

第 7号住居址とした整地面は,第 6号住居址の北東端部から等高線走向に沿って北北東へ,第 8

号住居址整地面の南東部を比高約20cmの 段差で,カ ーブの緩い円弧状に約ll.5π の長さ掘り込み;

その南東部に約ll π×2.8π の肖J平整地面を遺存 している。 この整地面には一部掘 り込み法面も加

えて計32本分の柱穴痕が検出されたが,そ の大部分は第 6号住居llLに 近い南西半に集中している
=

柱穴痕の配置状況は図示したように不規則で,そ の組み合せ関係や構造は明確でない。強いて柱穴

の配列を推察すると,掘 り込み壁面から第 8号住居址整地面の一部にかけて,径約 3π の円形に続

る配rllと ,第 6号住居址整地面から本整地面南西部にかけて ,幅約1.8π の間隔でほぼ平行する
=長

さ約 6π で直線状に連らなる柱穴群 2夕Jが認められる。このことから前後関係等は不明なまでも:‐

ほぼ同一立地に何回かの整地替えをして複合する,円 形あるいは長方形プランの住居址が存在|●た|

らしいことが推定される。 しかし現状からはその実際については知ることができない。   ■|‐■

第 8号住居址とした整地面は,丘陵斜面を大きく掘り込んだ造成面から,さ らに比高約40昴1111衆
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差で掘 り込まれているが,場所によ

っては,かなりの切り合いが見受け

られ,何国かの整地替えがされたこ

とを示している。

現状で最もよく遺存する整地面で

は,当初の掘 り込み壁面から南東へ

約60cm離 れて,深さ38cπ の段差でそ

れと平行 して約 6π掘 り込み,地形

の低い南東部を削平整地している。

しかしこの整地面は,南東半部は第

6・ 7号住居llLに よって階段状に切

断され,現状では約 6%× 2π の幅

員の狭い棚田状を呈 し,図示 したよ

うな不規則な配置状況を示す柱穴痕

23本分を検出したのみである。 した

がって現況からは,住居址の規模と

か形状を明らかにすることはできな

いが,整地面および柱穴痕の存在か

ら,当 該地において何回かの切り合

う整地替えと,住居の建て替えが行

なわれたことが推察できる程度であ

る。

なお第 6～ 8号住居tlLと した整地

面は,丘陵斜面への掘 り込みが深 く

堆積被土も多いせいもあって,二次

埋積 した遊離土器片等の出土量も多

く計約 250影を採取 したが,なかで

も地形の高い第 8号住居 tlL整 地面で

は,丘陵上方斜面から流入埋積した

形状で,掘 り込み壁面に接して長さ

約 3π ,幅約1.5π ,厚 さ約0。 7π程

の上器溜り状を呈 していた。これら

の土器片はいずれも,ほぼ同一時期

の同一形式のものに限定されている

ため,こ こでは土器溜り出上の遺物

について概述する。
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第 116図  第 6支群第 6～ 8号住居 lllL実 測図
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土器溜 り出上の土器 (図 l17・ l18,図版86)

いずれも遊離堆積 した断片的な小破片であるが計21りの出上である。器形の識別可能な口縁部片

を対象に各器形ごとの破片数を調べた結果は,壺形土器片35(46.1%),甕形土器片27(35.5%),

高不形土器14(18.4%)と なる。

壺形土器 頸部から□縁部にかけてやや外反して広がり,頸部および口縁部外表に断面三角形の

突帯を貼 り付けたもの (1～ 6),頸 部から回縁部にかけて大きく外反 して広がり,口縁端部を拡

張 して端面に数条の明瞭な凹線を続らすもの (10～ 15)と 凹線をもたないかまたは浅 くおぼろなも

の (16～ 21),回 縁端部を折 り返 して丸 くおさめているものЮ),頸部からEIl縁 部にかけて直口する

もの (22～ 24)な どがある。

鬱)の 口縁端は内外に拡張され, 幅1.5π の平滑な端面に櫛描き波状文が続る。 141断 面三角形を呈

する貼 り付け突帯 3条が続るが,突帯稜部にへら状工具による刻文が施されている。18)口 縁部がや

や拡張され,端面に 2条の凹線文と口縁部内面にへら先状工具による 3条 l単位の斜傾沈線文が続

っている。 (10:ll)頸 部 くびれ部に指圧凹線が続り,l121貼 りつけ突帯上に爪形文を施 している。

(16～ 18)の 口縁端面は指頭圧横なでによる凹線文状の くばみであり,(19～ 21)の El縁端面は凹

線文を施 した後横なでにより凹線文が浅 くおぼろとなっている。 1221直 立する頸部上端部を外方に水

平に折 り曲げ,さ らに直口する国縁部を貼 りつけた壺形土器口縁部である。 したがって頸部上端は

鍔状の段を有 し,口縁部外表 2条 と鍔状部端面に 1条の凹線文と,頸部全体に指頭圧回線を続らせ

ている。 (23024)は いわゆる直口壺形土器口縁部で,俄Эに 6条,90に 5条の回線文を続らせてい

るが,第 5支群出上の類例からみて,脚台のつ く器胴の張った形式のものと推察される。

壺形土器□縁部の整形仕あげは,器表が荒れていて不明のものも多いが,IIIし て内外面とも横な

で調整が施されている。
'な

かに器表外面に届J毛 目痕を残すもの (3010016等),同 内面に指頭圧

痕8)や,へ ら削り痕 (11～ 13等 )を残すものが見受られる。

甕形土器 いずれも口縁部を くの字形に外反させているが,日縁端部をそのまま拡張せずにおさ

め無施文のもの1331,日 縁端をやや拡張 して端面に回線文状の浅い くぼみを 1条 もつもの (28～ 32),

口縁端部を上下に拡張 して端面に 3条～ 4条の明瞭な回線文が続るもの (34～ 38)がある。概 して

前二者は器壁 も薄 く比較的小形のつ くり,後者は器胴最大径がかなり上位にあるやや肩の張った作

りで,大形のものも含まれる。侶Dの頸 くびれ部に小円孔が穿たれ,冊口縁端面に凹線文の上から円

形浮文が 3個対で施され注目された。

甕形土器の整形仕あげは,日縁部は内外面とも横なで,器胴部外面は上半部横方向,下半部縦方

向のへら磨き,同 内面はへら削り調整が施されているが,内面上半部はへら削り後,指頭圧痕や横

なでを残すものや,内外面上半部に屁1毛 目調整痕を残すものも見受けられる。

甕形土器ではないが,総鉢形土器,俄③深鉢または椀形土器,1271丸味をもつ椀形土器口縁部片も数

少ないが検出されている。 1251は Ll縁部をやや外反させて端部を丸味をもっておさめ無施文,1器表は

指頭圧整形後横なで,内面は横方向へら磨き調整である。 1261□ 縁部は器胴部からやや内傾し■事■

でそのままおさめ頸部はない。日縁端外縁にへら状施文具による小さな刻文を続らせ,器表 t古縦1方

向mll毛 目,内面はへら削り調整である。1271口 縁端は丸味をもってそのままおさめ無施文■琴蒸今爾
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は横方向へら磨き,内面は横なで調整である。ハイボールグラス状に脚が付 く可能性もある。

高杯形土器 外部外表に稜をもち口縁部が直立に近い角度で立ちあがり,日 縁部外表に 3～ 6条

の明瞭な凹線文が続るもの (36041～ 46等),杯 部外表に稜をもち口縁部が外傾して立ちあがり,

日縁部外表の回線文が施文の後横なでによって 7肖 されておぼろとなったもの僣9,外部口縁部が皿状

に広がり,日 縁端部が拡張されて端面に回線文をもつもの1471と もたないものに0,ま た端面が拡張さ

れずそのまま丸 くおさめられたもの60,外部が丸味をもった椀状を呈 し,日縁部外表に 3～ 5条の

回線文をもつもの (50～ 52)な ど細分されるが,口 縁部が直立に近 く立ちあがり凹線文を施された

ものが圧Fll的 多数を占める。

脚部は端部がやや拡張されて端面に凹線状のくぼみをもつものが多 く,脚裾部に小円子Lま たは三

角透 しを施 している。 しかし三角形透 しは大半のものが貫孔されているのに対 してて,小円孔の方

は貫通 しないものの方が多数を占めている。また1571脚 部片は台付壺形土器等に伴うものと推察され

る。

高不形土器の整形仕あげは,杯部 El縁部および脚裾端部は内外面とも横なで,外部内面および器

表面はていねいなへら磨き,脚 内面はへら肖Jり 調整が施されている。

第 8節 第 7住 居 最 支 群

1.第 7住居址支群の概要 (図 119,図版55)

第 5支群掘 り込み壁面から南東へ水平距離で約12π ,比高約 5π 降った標高71π付近の谷懐状急

斜面を, 現存地山生き土面で深さ約2.8π も大きく掘 り込んだ造成面と, 大量の上器片を包合する

土器溜り状の堆積層が発見されたが,こ れを起点として等高線走向に沿う北東に,大 きな円弧状を

描 く長さ約45π の棚田状造成面と,互いに複合 して切 り合いながら直列状に連らなる13棟 の住居址

が検出された。 さらに本造成面北東半部の地形の高い側の北西斜面の,水平距離約 5π ,比高約 3

πの標高約72π地点にも,本造成面とほぼ平行する長さ約17π の小棚田状造成面が設けられ,同様

に 2棟の住居址が発見された。 この 2造成面を合せた約15棟を第 7住居址支群とした。

この造成面は丘陵斜面の掘 り込みが深いせいもあってか,発掘に着手する前の立木伐採と清掃の

段階で,比高 0.5π～ 0。 7π ほどの人工的作為を思わせる段差をみせ,後述の第 9011支群ととも

に先の惣図遺跡第 2地点の発掘調査の経験から,こ うした遺構の存在を予想できる地形を呈 してい

た。本造成面は全長約45mと 長い割には全体がほぼ水平位を保ち,整然と肖J平整地されているが,

地形の低い南東斜面部は埋めだし整地部となる関係や,その後の丘陵表土層の風化流失の影響等に

より,各住居址遺構面とも床面を含めてすでにかなり消滅 している部分が見受けられる。 したがっ

て現存整地面幅は最もよく遺存する第 1号住居址床面部で約 6π ,最 も狭い第10号住居 l■ と第12号

住居址の中間部では約1.5π であった。 また造成面掘 り込みの深さについては, 第 1号住居址所在

部では約2.7π と深いが, 丘陵地形が低 くなる東部になるにつれて壁面高は浅 くなり, 東端部の第

13号住居tlL付 近では約 0.4π程度となっいる。

なお本住居llL支 群造成面東端部から,地形の低い南東部ヘー段降った地点よりさらに連続する形

一-236-―

よ



状で,東方の丘陵尾根

支脈側斜面にかけて ,

長さ約30π の棚田状削

平整地面を造成 して ,

約10棟の住居址支群が

存在 し,一見本住居址

支群と同一住居址支群

を構成するように見え

る。 しかしこれを Fn―l一

支群と見なすと全長が

約80π にもおよび, し

かも途中に段差がある

ことなどから,一応切

り離 して第 8住居llL支

群とした。

本住居址支群の発掘

調査に伴い,第 1号住

居址を中心として,計

570り におよぶ 大量の

上器片と,石鏃 226本

をはじめ,石庖丁27,

蛤匁石斧12な ど,総数

300点に近い石器類を

発見 した。 しかしこれ

らの遺物のほとんどは

後に遊離流入 した形状

での二次的堆積物であ

り,住居址床面等に密

着出上 したものについ

ても,各住居址の切 り

合いや整地替え等によ

る混 Fn‐3も 予想され,直

接各遺構と伴出関係が

明らかなものは極めて

少ない。また土器溜り

状の堆積層は先の第 1

衛
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∵
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第119図  用木山遺跡第7住居址支群串土状況図
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号住居上のほか,第 2号住居址の立地部が本丘陵斜面の谷筋にあたり,雨水等の流路となって遺構

面も大きく損壊 されていたが,その周辺部にも流入埋積 した形状での小規模な土器溜 りが検出され

た。

また当該地においては弥生時代以降の遺構として,第 3号住居址の南西端部の現存地山生き土面

より約30cmば かり上位の二次堆積土層内に,鍛冶炉を思わせる小焼土面が検出され,そ の付近に輔

の火口片 2個 と,鎌倉時代土師質灯明皿および時代不明の鉄製鋤鍬が遊離発見され注目された。さ

らに第 5号住居llL立 地部に複合 して,横穴式石室を内部主体とする岩田第13号墳が発見されたが,

岩田第13号墳については,本発掘調査概報第 6集 に「岩田古墳群」として,稿を改めて報告 してい

るのでここでは害」愛 した。

2.第 1号住居l■ (図 121,図 版55)

本住居址支群の南西端部に位置する円形の竪穴式住居量である。地形の高い北東倶1の 谷懐状急斜

面を等高線走向に沿 って円弧状に, 現存丘陵地山の生き土層だけでも深さ2.8π も掘 り込み, 地形

の低い南東倶1を 削平整地 した大規模な宅地造成面に建築されている。この宅地造成の掘り込みは,

現存住居址床面までの間に幅約25clll程 度の棚状平坦面を 3段計け,各壁面とも勾配約50度～54度 の

比較的整然とした法面状を呈 している。各棚状平坦面とも現状ではかなりの斜傾をみせているが ,

各段中心部までの比高は上方から約0.8π ,1.Oπ ,0.7%, 0。 22π を測り, 最下段部は竪穴式住居

址の掘 り込み壁面として も,造成法面の崩落を防 ぐうえで土本的にも理にかなった形状をみせ注目

された。

住居址床面が確認できる現存整地面は,地形の低い狽1の 南東部をその後の風化流失等によってか

なり消失 し,外方では勾配約45度の急傾斜面となっているが,現状で等高線走 rnlに 沿って長軸をも

つ長径8.27π , それに直交する現存部幅5。 7π のほぼ水平な面を保つ楕円形プランを呈 し, 約 3分

の 2程度の遺存と思われる。住居l■ および宅地造成面内は,多量の弥生式上器片や石器類を包合す

る灰黒色有機上で二次埋没 し,特に造成掘 り込み法面から床面にかけての上器溜り状堆積および,

住居tlL床 面上は火災に遭 ったためか,一面を灰および木炭層で覆われていた (図版55)。

宅地造成面および住居llL床 面を調査 した結果, 図示 したように中央部に径100cπ ×74cm, 深さ24

cmと ,径 112cπ ×80cπ , 深さ54cmの 2つ の楕円形プランを呈するピット状遺構が, 端部を切 り合 っ

た形で連らなって検出されたのをはじめ,整地面全域に密集 して広がる柱穴痕56本分と,造成時掘

り込み壁面のやや内倶1に 壁帯溝状に続る 2条の溝遺構を検出した。各柱穴痕の配置状況も現状では

きわめて雑然としていて,なかには同一柱穴内でさらに重復 していたり,径や深さもまちまちまち

で,その組み合せ関係や構造について明らかにすることはできなかった。溝遺構や柱穴痕およびピ

ッ ト状遺構の配置や形状などから,ほぼ同一立地で何回かの整地替えを伴う建て替えが繰り返され

た,大形の円形堅穴式住居址と推定できる程度である。参考までに現状で最もよく遺存する溝状遺

構を基準として, 本住居量の床面規模を推察すると,長径7.3π , 短径約 6π の楕円形床プランと

なり,床面積は約39イである。

本住居llLの 掘 り込み壁面の形状とか深さなどについては現状からでは不詳である。宅地造求の||
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きわめて近接していて,住居班Lの屋根軒先部と法面との関係なり構造を知りたかったが,現状では

明らかにできなかった。本遺跡の発掘調査中にも少 し激 しい夕立が降れば,各遺構面である現在丘

陵地山生き上面に,深さ30c7■ 以上もある流水による掘 り溝があちこちに生 じて,私たちを悩ました

が,当時の人々にとってもこうした雨水等の排水は重要であったはずである。 しかし,当該地が風

化浸触されやすい花闇岩質で形成されているため,丘陵表上層がすでに大きく風化流動していて ,

こうした施設はすでに消滅 しているのかも知れないが,金山を崇1土調査 したにもかかわらず,本住

居tlL支 群をはじめ,ど こにもそれに耐え得るだけの上塁とか溝などの排水施設らしい遺構は,つい

に検出することができなかった。

なお本住居址および宅地造成面は,主として下半部を弥生式上器片や石器類等の遺物と,灰や炭

化物等を多量に包合する灰黒色有機上,上半部を当丘陵地山風化上によって埋没していたが,なか

でも掘 り込み壁面から住居址床面にかけての約3。 5π × 2π ,厚さ約1.2π の多量の上器片による土

器溜りが検出され注目された (図版56)。 この上器溜り状土器片は,いずれも断片的な遊離片で,本

造成面の利用が廃棄された後に, 上方斜面から流入 した形状で堆積 しており, 出土総重量は約250

珍におよぶが, 周辺の埋積土中に混在する土器片を加えると実に500り に近い量となる。 ほとんど

が時期幅の限定された同一時代の土器片であるため,本稿では比較的住居tlL床 面に近い部分に堆積

していた土器片を選び概述することにする。

さらに本住居llL床 面を中心に多量のサヌカイ ト製石器類および半製品や破損品,サ ヌカイ ト剥離

小片が発見され注目された。これらの石製品はかなり遊離流動 していて,すべてが本住居址に伴う

とは確言できないが,例えば石鏃約180本 , 石庖丁約20点をはじめ, 石庖丁状破損品および未製品

約50点 ,同石鏃14点,サ ヌカイ ト剥片約 6影を発見採取 した。このことから,本住居址内において

サヌカイ ト製打製石器の製作および折損品の再製が行なわれていたことが推察できるのである。

土器溜 り出土の上器 (図 122～ 124,図版87～ 91)

上器溜り部に限定 した出土重量は約250町 である。 なかには完形に近いものが上圧等によってそ

の場所で一括破砕された形状を呈するものや,第 1号住居址と直接伴出関係を示すと思われるもの

も若千は認められたが,ほ とんどのものが断片的な遊離破片である。いずれも時代幅の差がほとん

ど認められないほぼ同一形式の土器片で占められている。器形の識別できる国縁部片を選びその破

片数を調べた結果は,壺形土器片302(24.9%),甕 形土器片713(58.3%),高 不形土器片197(16.1

%),器 f形土器片10(0。 7%)で あった。

壺形土器 頸部から口縁部にかけて大きく外反 して広がり,日縁端部を上下に拡張 して端面に 3

～ 5条の凹線文と,頸部に数条の凹線文を続らせた形式のものが圧倒的多数を占める。なかには類

例は少ないが,□ 縁端面の凹線文の上に棒状浮文(1)や 円形浮文総を貼付けたり,口縁部内面に竹管

文(Jや 櫛描き波状文l141,へ ら先状施文具による斜傾格子刻文(7)を 続らすものもある。頸部の回線来

についても施文具を用いて沈線状に明瞭に引いたもの (1012),指圧による緩やかなもの (211

4等)の 2形態がある。また□縁部が大きく外反していても□縁端が拡張されないで無施文のもつ

総)も ある。先の第 4・ 5支群の壺形土器頸部外面に多く見受けた貼り付け突帯を有する711は 1本■

器溜りでは検出されなかった。                            ■‐‐||■ ||
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本土器溜 り出土の壺形土器の内で,(1)は施文の多い派手な土器である。上下に大きく拡張された

端面外表に 6条の明瞭な凹線文を続らせた上から, 2本で対 となる棒状浮文を対角線上に 4個所貼

りつけ,日縁部内面に竹管文 3続と,小 円孔列 1続およびその下方に断面三角形の貼 り付け突帯 l

条を続らせている。頸部から器胴上半にかけての外表は縦方向Ell毛 目調整の上から,頸部に連続 9

条の凹線文と,器胴上半部に櫛状施文具による斜傾束」突文 3条を続らせている。 (15・ 16)は 直立

する長首□縁部に鍔状の張 り出しを施したものである。l151の 現存部は無施文であるが,ほ0は張 りだ

し端面に 3条,日縁部 2条,頸部現存 6条の回線文が続る。 (31～ 39)は 壺形土器または甕形土器

底部片である。いずれも平底で甕形土器底面には焼成後貫孔されたものがい くつか見られる。

壺形土器の整形仕あげについては,いずれも断片的な破片であるうえに器表の磨耗 しているもの

が多 くて明確ではないが,概 して頸部から口縁部にかけては内外面とも横なで,器胴外面はへら磨

き,同 内面はへら肖じり調整である。頸部外面に刷毛目調整が施されているものも数Fllあ るが,いず

れも凹線文の施文に先行 している。

甕形土器 □縁部が くの字形に外反 し,回 縁端部を上下に大きく拡張され,内傾する端面に数条

の回線文が続るものが多数を占める。惨D頸 くびれ部に指頭圧痕文を施 した貼 りつけ突端 l条が続る

が類例は少ない。□縁部の拡張がさほどなく,端面の凹線文も横なでによって消されおぼろとなっ

たもの99,あ るいは無施文のもの (26027)も かなり見受けられるが,こ れらは器壁 も薄 く比較的

小形である。

甕形土器の整形仕あげは,口縁部は内外面とも横なで,器胴部外面の上半部は横方向,同下半部

は縦方向へら磨き,内 部はやや荒いへら削り調整されているものが多い。なかには器胴の内面上半

部に刷毛目調整が施されているものや,指頭圧痕およびなで調整を残すものもある。

器台形土器  (28・ 29)は 同一個体の可能性が強い。器壁 も比較的に薄 く均整のとれたスマー ト

なつくりである。日縁部を上下に拡張 して内傾する端面に 5条の浅い回線文を施 した上に,上下 2

段の竹管文を続らせている。頸部10条,器胴部 8条,裾部12条の凹線文を続らせ,そ の間帯 2段に

は円孔透 しを続らせている。脚端部は拡張 して接地面を大きくし,端面に 2条の回線文が続る。

整形仕あげは口縁部と脚端部は内外面とも横なで,器表外面は縦方向漏1毛 目調整の後に施文と横

なで,内 面へらlllり 調整である。

00は 大形高杯または高不状器台片である,脚柱上半部のみの破片で詳細は不明であるが,基本的

には高不形土器とほぼ同巧のつ くりである。

高 l・T形土器 外部外表に稜をもち,日縁部が直立また はやや内傾して,外面に 4～ 6条のLJJ線文

が続る例が最 も多いが,凹線文が明瞭なもの (41～ 45)と ,施文の後横なでによって浅 くおぼろと

なったもの僣ηがある。また口縁部がIlll状 に広がり,日縁端面を水平に近 く拡張 したもの1401や ,杯部

が丸味をもって塊状を呈するもの1461も ある。脚部は脚柱部外面にへら先状施文具で細い沈線文を数

条単位で何段か続らせたものがあるが,いずれも 1条づつの施文のため間隔や接合部が一定 しない

場合が目立つ。脚裾部には三角形透 し,(48等 )や小円孔 (54055),半竹管文1501な どを続らせて

いるが,三角形透 しのみがどうにか貫通 している程度で,その他は半透 じとなっている。なかには

傷動のように三角形透 しが退化 して沈線文となったものも見受けられる。脚端部はやや拡張され,外
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第124図  第 7支群第 1号住居址土器溜 り出土の土器実測図13)

傾する端面に指頭圧なでによる凹線文状のくぼみをもつものが多い。

高琢形土器の整形仕あげは,いずれもほぼ同巧の手法が用いられ,日縁部および脚端部は内外面

とも横なで,杯部内面と器表外面は,ていねいなへら磨き,脚部内面はやや荒いへら削り調整であ

る。脚柱部内面の上端部に縦方向の絞 り目痕と,杯下底面となる円板状粘土板の貼りつけ痕を残す

ものが多 く見受けられる。

3.第 2号住居址 (図 125,図版57)

第 1号住居址の北側に隣接して,第 1号住居llL床 面よりも約 70 cπ高い標高 68.5π 付近に位置す

る,竪穴式住居址と推定される遺構である。現状では地形の高い北西倶1の丘陵斜面にだけ,等高線

走向に沿 う円弧状の長さ約 7π ,深さ約0.3π と,その南東約2.5π に平行する隅丸方形状の長さ約

5。 7π , 深さ約 0.2π の掘 り込み壁面を残 し, 周辺部に柱穴痕 8本分が散見できる程度の遺存であ

る。掘 り込み壁面東端部は第 3号住居址により切断されているうえに,当該地は丘陵斜面の谷筋部

にあたり,雨水等の流路となって原況は大きく損なわれ,谷溝状に切られていたり,整地面もかな‐

り斜傾していて住居llLと しての確認もできない程である。しかし,本住居址支群造成面の形状や|
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第125図 第 7支 群 第 2号 住 居 址 実 測 図

隣接する第 103号 住居址等との関連から,こ こに住居址が存在 していた可能性が強 く,一応第 2

号住居llLと して取 り扱 った。

本遺構面は弥生式土器片等を包合する当丘陵表土層の風化流土により,深さ約90mばかり二次埋

積していたが,本遺構の地形の低い南倶1約 3π の傾斜面に流れ堆積 した形状で,約 3π ×2π程度

の小規模な土器溜り (図版57)と ,第 3号住居llL掘 り込み壁面南西端部の上方約30cπ の二次埋積層

内に,鍛治炉を思わせる中央区がやや くばんだ約40cπ ×30cπ の長方形焼土面と,そ の付近から輔火

口片 2,鎌倉時代灯明皿 l,鉄製鋤鍬先 lな どが遊離発見された (図 129・ 130,図版570104)。 鋤

鍬の場合は単独遊離のため,ま た上方斜面に横穴式石室を内部主体とする岩田第 9号墳が立地 し,

すでに人破損壊 しているなど,本焼土面との関係や年代については明らかにできないが,灯明皿は
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焼土面の下方に石庖丁とともに敷き込まれた形状で検出され,下方丘陵斜面から鉄鐸塊が散見され

たり,当丘陵にタタラがあったと伝説が遺存することなどから,現況からは確実なことは不明なま

でも,鎌倉時代以降にこうした遺構が存在 したことを推察できる程度である。

土器溜 り出上の上器 (図 126～ 128)

本土器溜り出上の上器片は総重量約40.5町 である。いずれもすでに断片的な破片となっていて全

形のわかるものは皆無である。第 1号住居址土器溜り出上の上器片と同様,さ して時期幅の認めら

れないほぼ同一編年形式の上器片で占められ,各器種lllの 特徴や整形仕あげの手法もほぼ同巧であ

る。 したがって本稿では記述の重複を避け,特徴のあるものについてのみ概要を記すことにする。

その他については本書 241頁～ 245頁 の第 1号住居址土器の項を参照されたい。なお本土器溜り出

上の土器片について器形の識別できる口縁部片の数は, 壺形土器片91(28.1%), 甕形土器片167

(51.5%), 高外形土器片54(16.7%), 器台形土器片12(3.7%)で あった。

甕形土器 くの字形に外反する国縁端部を上下に拡張 して,端面に数条の回線文を続らせるもの

が圧倒的に多いが,な かには拡張 した端面が無施文のもの (6.10)や ,端面の拡張がさほどな く凹

線文も浅 くおぼろなもの (13～ 17),無線文のものほ動などもある。(1)器 胴の肩部外表にへら先状施

文具による斜傾刻文 2条が続り,憾 )は 頸 くびれ部外表に爪形圧痕文を施 した貼 りつけ突帯 1条が続

る。

壷形土器 頸部か ら口縁部にかけて大きく外反 して広がる口縁端部を上下に拡張して,端面と頸

部外表に数条の凹線文を続 らせたものが多数を占めるが,同形のものでも端面が横なでされて無施

文のもの (37～ 39),頸部か ら□縁部へあまり外反せず外傾 して立ちあがり,端面を平坦におさめ

て頸部外表に断面三角形を呈する貼 りつけ突端数条を続 らせたもの (28・ 34)な どもある。

90は 器胴が属球形状の壺形土器と推察され,頸部外表にへ ら先状施文具による斜傾刻文 1、条が続

る。1251頸 から口縁部は外傾して広がる口縁端面に 3条の凹線文が続る。器台形土器口縁部の可能性

もある。99外反する口縁端部の拡張はさほどな く,日 縁端面に浅い 3条の回線文と,日 縁部外縁に

へ ら先状施文具による刻文 1条が続 り,頸 くびれ部外表に断面三角形を呈する貼 りつけ突帯が現存

2条続 らされている。1331外 反する頸部上端の外表に稜をもち,日縁部は直立 して立ちあがりその外

表に浅い 4条の回線文が施されている。頸部上端に小円孔 5個 がほぼ等配分で続る形に貫孔されて

いる。僣0頸部がやや外傾して立ちあがる小形直口壺形土器器胴部片と思われる。器胴肩部外表に櫛

状施文具による斜傾束J突文 l条が続 らされている。(65～ 76)は甕形土器または壺形土器底部片で ,

いずれも平底である。

器台形土器 計12個 体分を検出したがほぼ同一形態のものである。脚端部が拡張され,端面に 2

条～ 4条の凹線文が続るものと横なでによる浅い凹面状を呈するものとがある。器胴外表は数条単

位で連続する凹線文帯と,そ の間帯にmll毛 目または三角形透 し等が交互に 3～ 4段配されている場

合が多いが,三角形透 しはほとんどが内面まで貫通 していない。1451を Jliに とると脚裾端面は横なで

による浅い凹面,脚裾部2.7釧 幅に 4条の回線文帯→2.4cm幅 の間帯に24個一巡の三角形透 し→ 3c筋

幅に 5条の回線文帯→ 4.4 cπ 幅のFHI帯下段に鋸歯文帯と上段に 8個一巡の三角形透 し→ 4卸幅に 5‐

条の回線文帯が続 らされているが,その上部は破損 していて不詳である。     ‐ |   ■
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高杯形土器 外部外表に稜をもち口縁部が直立またはやや内傾して立ちあがるものが多いが,日

縁部外表に 3～ 5条の明瞭な回線文が続るもの (47～ 49)と ,凹線文を施文の後横なでによって消

されたもの (55056)が ある。また数的には少ないが外部外表に稜をもたず皿状に丸味をもって広

がり,回 縁端部がやや拡張されて平坦面となり,端面が平滑なもの (50051)と なでによる 1～ 2

条の浅い凹線文状となるもの (46055)な どもある。1461は □縁部推定径が41.2cπ と大形である。類

Jllは 第 4・ 6支群土器溜りでも見 られ, 第 1号住居址土器溜 り出上の脚部片 (第124図-30)な ど

と同巧のものと思われる。それに較べて1561は □縁径 も15.5cmと 比較的に小さく,外部は椀状に丸味

をもって,日 縁部外表に 6条の浅い回線文が続る。

脚部は端部がやや拡張されて,端面に 2～ 3条の凹線文またはなでによる凹面状を呈するもの,

脚柱部外表に数条単位の沈線文と脚裾部に三角形透 しを施 したものが多い。三角形透 しは器台の場

合と同様貫通 していない。

鍛治炉周辺の遺物 (図 129・ 130,図版104)

鍛治炉状焼土面の下に敷き込まれた形状で出上 した,打製石庖丁 1,土師質灯明皿 1と その近 く

で遊離発見の端火口を思わせる円筒状上器片 2,そ れに焼土面から約 2π離れた埋積土中遊離発見

の鉄製鍬先 1の計 5点である。灯明皿の出土状況から,こ の焼土面遺構は直接本集落llLに 関係ない

が,参考までに概述 してお く。

打製石庖丁は泥板岩が熱変成を受けた石材で製作されている。不整然な長方形を呈 し粗雑なつ く

りであるが,小 口部の一端に扶りを有する。匁部の使用痕等については風化が著 しく不明である。

長さ9。 2cm,最 大部幅 5 cπ ,同器厚l.45cπを測る。上師質灯明皿は完形を保ち,日 縁径8.5cπ ,底部

径 5。 3cπ ,器高1.75cπ を測る。 El縁部はやや外反 し底部はへら切りである。 底部を除 く他は内外面

ともなで調整されている。

輔火□を思わせる土師質円筒状土器片は,と もに胎土に

5硼大の砂礫を多 く含み赤褐色を呈 している。(Jは 横断面

が円形を呈する円筒状で先端面は半球状に丸味をもつ。現

存長10cπ ,直径9.5cπ ,中 央部孔径2.Ocm× 3.Ocπ を測 り,先

端部から約 6。 7cπ は直接強い二次的火力を受けて, 灰黒色

に変色するとともに部分的にガラス状の窯班が見受けられ

る。唸)は 横断面が外形,中央通風孔とも楕円形を呈する。

現存長6.5cπ ,径 10.6cπ ×12.5cπ ,孔径3.5c為 ×4。 9cπ を測る。

風化が著 しくて器表も荒れているが,二次的火力を受けて

いないところから,端送風筒の中間部片と推察される。

鉄製鍬先は鍛造によるつ くりで均整のとれたU字形を呈

する。全長24.7cπ,最大幅21 cπ ,重量1300gの大形品であ

る。双先部に使用による損傷部が見られるが,銹化が著 し

くて本質部の挿入部分の溝の構造等細部については不詳で

ある。

|

0          10cm

第129図  第 7支群鍛治炉周辺

出上の遺物 (1)
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4.第 3号住居址 (図 131,図 版58)

第 2号住居址の整地面東半部を比高約35cmの 段差で切って,等高線走向に沿って北東へ隅丸方形

状に掘 り込まれた長さ約10.3π の遺構面である。地形の低い倶1の 南東部を第 405号 住居址によっ

て大きく切 り込まれ,現状では地形の高い狽1の丘陵斜面に直接掘 り込まれた北西部壁面一辺と,長

さ 9π ,幅 0.8π ～2.lπ の削平整地面を遺存する程度である。

現存部整地面はほぼ水平な面を保つが,壁帯溝とか柱穴痕等の遺構は何 も検出されず,掘 り込み

壁面 も35度～50度程度の法面状斜傾面を呈 し,深さ約35cm～ 40cmと あまリシャープではない。 した

がって一見 したところ,こ の整地面は第 4号住居量を建築するための宅地造成面状を呈 しているが

第 4号住居址は本整地面東掘 り込み壁を切 ってさらに北東へ延びており,ま た第 4号住居址掘 り込



み壁法面から壁帯溝部にかけて複合する形状で,約 4.5%の 間に 7本の柱穴痕が直列状に連らなち

て検出されることなどから,現況では詳細は不明なまでも,大形の隅丸方形竪穴式住居址か,|ま た

は本整地面を利用 した 1間 ×数間程度の,長方形プランをもった長屋状の掘立柱建て物が存在 した

可能性が強い。

5.第 4号住居l■ (図 131,図版58)

第 3号住居址床面の南東部を比高約25cπ ～50cπ の段差で大きく掘 り込んだ,隅丸方形竪穴式住居

址状の遺構である。遺構東半部には第 5号住居llLが 複合立地 し,南東半部は第 6～ 8号住居址の 3

棟が,階段状に切り合いながら本住居llL床 面を切断 しているため,現状では図示 したように,地形

の高い北西部だけに現存掘 り込み上端長ll.9π ,同幅約2.3π を遺存するのみである。第 3号住居tlL

から第10号住居llLの 範囲にかけて,計 8棟の住居址が互いに切 り合いながら密集立地 しているが ,

遺構の配置状況やスペースからみて,物理的にはその範囲内に同時に 2棟までしか併存できない。

したがって他の住居址は少 しづつ位置をずらせながら,整地替えを伴う建て直 しを順次繰 り返 した

ものと考えられる。

本住居址床面は南東部を第 6～ 8号住居址により大きく切断され,中 間部を第 5号住居址により

約 5 cπ の段差で掘りさげられているが,現存部はほぼ水平な面を保ち,壁面に沿 う平均幅約13cπ ,

深さ 3 cal～ 5 cmの 浅い壁帯溝と,重複する第 5号住居l■床面と,合せて計18本分の柱穴痕を検出し

た。しかし柱穴痕については配置状況も不整然のうえ,第 3・ 5号住居llLと の複合や,南東半部の

切断による消滅等もあって ,そ の組み合せ関係や構造については明らかにすることができなかった。

6.第 5号住居址 (図 131,図 版55058)

第 4号住居址の東半部を切 り込んで複合立地する,小形の隅丸方形竪穴式住居llLで ある。第 4号

住居量の地形の高い北西部壁面をさらに北西へ約 70 cm, 同床面を約 5 cmtJJり 込んで整地している

が,地形の低い南東倶1は第 6号住居址によってすでに約30cπ の段差で切 り込まれ,現状では約 3分

の 2程度の遺存である。また本住居址等が埋没後同一立地に重複 してその上層部に,岩 岡第13号墳

の横穴式石室が構築され,本住居址掘 り込み壁面の一部も損壊 されていたが,現存地山生き土層で

の壁面の深さは,最 もよく遺存する北西部で約90cπ ,掘 り込み角度は50度～54度である。現存掘り

込み上端部一辺長3.3m,床面長3.05π ,等高線に直交する現存床面幅約2.2π を測る。

現存部床面はほぼ水平な面を保ち,壁面に沿 う幅12cm～ 15cm,深 さ約 4 cπ の浅い隅丸方形状の壁

帯溝と,図示 したような配置状況を示す柱穴痕 7本分を検出した。柱穴痕については切り合い複合

する第 3・ 4号住居l■ との関連もあり,本住居tlLに 直接伴う柱穴の組み合せについても明確にでき

なかった。各柱穴とも比較的浅 く,基本的には 4隅 各 1本の 4本柱で構成された隅丸方形竪穴式住

居址と推察されるが確証はない。

7.第 6。 7号住居l■ (図 131,図版55・ 58)

第 4e5号 住居址整地面の地形の低い倶1の南東部を,等高線走向に沿 って長さ約1lπ ,比高約30

―-253-一
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cπ の段差で直線状に掘り込み,下方を削平整地 した細長の棚田状造成面が存在する。造成面の南東

部はその後の風化流失や第 8号住居址の掘 り込みで大きく損なわれ,現状では長さ約10ηし,幅 1.35

πを遺存する。現存部はほぼ水平な面を保ち,東半の約 3分の 2の範囲に幅25cπ ～35cη ,平均の深

さ 6 cπ 程度の隅丸方形状の浅い溝遺構が続 っている。 したがって本造成面は溝遺構に囲まれた東半

の約7.4π と, 西半約 3π の部分に 2区分され, 宅地造成面と住居址の関係のように見えるが,両

者間に比高 も認められず,と もに柱穴痕を有することなどから,両者の先後関係は不明ながら位置

を南西に約 3π ずらせて建て替えが行なわれた 2棟の複合住居llLと 推察される。西狽1部分を第 6号

住居址,東債1部分を第 7号住居址とした。

第 6号住居址は現状では北西隅部を僅かに遺存するのみで,現存整地面は約 3角 × lπ である。

現存壁面の角度は約55度で深さ30cπ を測る。壁帯溝は認められず柱穴痕 4本分を検出したが,複合

する第 7号住居址整地面の柱穴痕と併せ考えても,その配置や組合せ関係は明らかでない。

第 7号住居址は隅丸方形状に北西部のみに壁帯溝状の溝遺構を遺存 し,現存整地面7.4π ×1.Oπ

の範囲内に柱穴痕10本分を検出するが,整地IElの 南東部をすでに大きく消失 しているため詳細は不

明である。丘陵傾斜度や当整地面の形状等から考えて, 1辺 7π を越える隅丸方形の住居llLと する

よりも,第 6号住居llLと ともに,幅狭の棚田状整地面に 1間 ×数間程度の,細長い長方形プランを

もった長屋状建て物を想定した方がより妥当と思われる。

8.第 3号住居址 (図 131,図 版55058)

第 7号住居址整地面の南東部をそれと平行 して約5。 2π にわたり,約 30cmの 段差で掘 り込み下方を

lll平 した整地面であるが,地形の低い狽1の 南東半はすでに風化流失等により大きく斜傾していて ,

現状では長さ5.05π ,幅 0.65π の細長い棚田状平坦面を呈 している。整地面の現存部はほぼ水平な

面を保つが壁帯溝は伴わず,不整然な配置の柱穴痕 3本を検出するのみで詳細は不明である。おそ

らく第 607号 住居址等と同巧の住居llLで あったであろうと推察できる程度の遺存である。

9.第 9号住居址 (図 132,図版55・ 58)

第 4号住居llLの 北東部の大形宅地造成面に位地する,円形竪穴式住居llL状 の遺構である。南西部

を第 4号住居llLお よび岩田第13号墳 と複合 し,南東部は第 7号住居址によって切断され,現状では

北隅部を中心に約 4分の 1円程度を遺存するのみである。大形宅地造成面から約15cm掘 り込まれ ,

現存整地面は約2.2π ×1.3π を測るがほぼ水平な面を保つ。現状では壁帯溝は伴わず不整然な配置

を示す柱穴痕 5本分を検出したが,住居の構造については明らかにできなかった。掘り込み壁面の

現状は円形プランを示すものの,第 304号 住居址のように,大形隅丸方形状の掘 り込みプランと

なる可能性もあり詳細は不明である。

10.第 10号住居l■ (図 132,図 版55・ 58)

第 9号住居 llLに よってその西端部を切断されているが,等高線走向に沿 って東方へ約 8π の,や

や不定形な棚田状削平整地面である。地形の低い狽1の南半部 はすでに風化流失等によって,原況は
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かなり損なわれ斜傾面となっているが,現存整地面は約7.8π ×1.65π を測りほぼ水平な面を保ち,

丘陵斜面の掘り込み壁面に沿って西流する長さ約6.3π , 幅18cm～ 35cπ , 深さ4卸～12cπ の溝遺構

1条,複合する第 9号住居量床面を含めて計12本分の柱穴痕,それに整地面東端部にやや不整楕円

形プランのピット状遺構 1嬢を検出した。丘陵斜面の掘り込み壁面の形状も不整然で,現存地山生
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き上での掘 り込みの深さも場所によって60cm～ 110cπ , 掘 り込み角度も40度～60度 と差が大きく,

いわゆる竪穴式住居l■ が存在 したとは考えられない。また柱穴の配置も不整然であるうえ,整地面

の南半部を消失 しているため,建て物の構造を明確にすることはできないが,掘 り込み壁面に沿 っ

てほぼ平行 して直列状に柱穴が集まっていることから推 して,長方形プランで 1間 ×数間程度の長

屋状をした掘立柱の住居llLが 存在 していた可能性が強い。

11.第 1ビ ット (図 132,図版55・ 58)

第10号住居llL整 地面の東端部に掘 り込まれた,楕円形プランの小規模なピット状遺構である。底

面がほぼ水平な素掘 り土壊で当丘陵風化土で埋没 し,付帯施設や伴出遺物は何 も認められない。現

状で掘 り込み上端がわかる第10号住居址整地面での長径108cm,同 短径78cm, 底面長径89cπ , 同短

径 66cπ ,深 さ32cm,長軸中心線方位は磁北と一致する。          .

12,第 11号住居址 (図 133,図 版58058)

第10号住居址の地形の低い側の整地面南東部を比高約40cmの 段差で切 り込み,さ らに等高線走向

に沿って東方へ約13動 ,現存丘陵斜面の地山生き土面を深さ約 lπ 掘 り込んで ,そ の下方を肖J平 した

棚日状整地面が存在する。この整地面東南半部は第13号住居址によって切断されているうえに,東

端部と地形の低い南倶1は風化流失によって原況をかなり損なわれて判然とせず,現状では長さ約13

m,幅員約1.777bの 細長い平坦面となっている。現存部整地面はほぼ水平な面を保つものの,丘陵斜

面の掘 り込み壁面は勾配約30度～40度 のやや不整然な法面状を呈 し,整地面のほぼ中央部に第12号

住居址 l棟が掘 り込まれているほかは,溝や柱穴痕等の遺構は何 も存在 しない。したがってこの整

地面はいわゆる住居址としての整地面ではなくて,第12号住居址を建築するための宅地造成面,あ

るいは他の目的をもった生活面として整地された可能性が強いが,整地面規模もかなり大きく,風

化流失等によって原況がかなり損なわれて全貌が半」然としないことなどから,竪穴式住居址はとも

か く,掘立柱の長屋状建て物の存在までも否定できないため一応第ll号住居tlLと して取 り扱 った。

13.第 12号住居址 (図 133,図版55058)

第11号住居址とした棚田状削平整地面のほぼ中央部に掘 り込まれた,隅丸方形の竪穴式住居址で

ある。地形の低い倶1の 南半部はすでに風化流失されて床面も含めてかなり消滅 して,現状では約 2

分の 1程度の遺存である。本住居址は第11号住居址の地形の高い北倶1造成法面を一部切り込んで ,

最大遺存壁面高約30印で掘 り込まれているが,現状ではほぼ掘 り込みの上端部がわかる第11号住居

llL整 地面での東西長3.6777t,同 床面長3.47π ,平均壁面高約16cπ を測る。現存部床面はほぼ水平な

面を保ち,南北床面長は約 2π を遺存するが,掘 り込み壁面に沿う幅13cm～ 17cm,深 さ約 4 cπ ～ 6

cπ の浅い壁帯溝 と,柱穴痕 2本分を検出したのみで,そ の他焼土面等の遺構は何 も認められなかっ

た。 2本の住穴痕についても北西隅部柱穴は重複 して 2度使用された形跡があって69cf4と 深いのに

対 して,中央部に位置する柱穴は29cmと 比較的浅 く,直接本住居量に伴うものかどうかも明らかで

ない。 床面の一辺の長さが約3.5π の比較的小規模な竪穴式住居llLで , 常識的には 4隅各 l本の 4

一-257-



本柱か,ま たは中央主軸線上 2本 の柱で構成されるものと推察されるが,そ うした地点に柱穴を検
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出できず本住居llLの 屋根構造をり]確 にすることができなかった。

14 第13号住居址 (図 133,図 版55・ 58)

第ll号住居l■ とした整地面の南東半部,第 12号住居址現存部南東端か ら等高線走向に沿 って東方

へ約 6π を,比高約50cmの 段差で直線的に掘 り込み,その下方を削平 した幅の狭い棚田状整地面で

ある。地形の低い南倶1は すでに風化流失等によって勾配約30度 の急斜面となり,整地面の現存部は

長さ5。 3π ,同幅約 1%程度の遺存であるが, 掘 り込み壁面は勾配約50度 の法面状を呈 し, 現存整

地面はほぼ水平な面を保つ。この整地面には壁帯溝は伴わず,図示 したような配置の柱穴痕11本分

を検出した。 柱穴痕の配置状況は整然とはしていないが, 壁面に沿 ってほぼ平行に長さ約3.5π の

間に,ほぼ等間隔で直線的に並ぶ 4本 の柱穴が検出されるなどから, 1間 ×数間程度の長方形プラ

ンをもつ長屋状の掘立柱の建て/1mが 存在 したものと思われる。

15.第 14号住居址 (図 134,図 版58)                     .  ‐
.

第10・ 12号 住居l■_が立地する宅地造成面から,地形の高い北方へ水平距離で約 6π ,比高約 3π

上位にあたる標高約71π の丘陵斜面を,等高線走向に沿って長さ約16π の直線状に掘 り込み,その

下方を削平 した棚田状整地面が造成されているが,そ の後の風化流土等の影響を受けてか,現状で

は整地面全体がかなり地形の低い南侵1に下傾を示 し,そ の外方は約15度～20度の傾斜面となってい

た。したがって現存部整地面の広さは等高線走向に沿う東西長約15π ,幅員は0。 7π ～3.4π と一定

しない帯状の平坦面となり,ほ ぼ中央部に小形隅丸方形竪穴式住居l■ (第 13号住居址)1棟 と,掘

り込み壁面に沿う溝遺構および柱穴痕20本分が遺存 していた。

溝遺構は掘 り込み壁面に沿 って,整地面に流入する水を排水する形状に長さ約14.5π にわたって

設けられ,現存幅15cm～ 27cm,深 さ 4 cm～ 6 cπ を測る。柱穴痕は図示 したように不整然な配置状況

を示 し,整地面の南半部をすでに風化流失 していることもあって,建て物の規模や構造を明確にす

ることはできない。しかし,整地面東半部に整地替えを思わせる比高約13cmの 段差をもつ掘 り込み

跡や, 6π 間に 6本 とか, 2.7π 間に 4本の直線状に並ぶ柱穴や, 掘 り込み外方に 4本の柱穴痕が

検出されることなどから,こ の整地面を利用しての数回にわたる建て替えが実施された,長方形プ

ランをもった掘立柱建て物が存在 していたものと推察され,第 14号住居址として取 り扱 った。

16.第 15号住居l■ (図 134,図 版58)

第14号住居址とした整地面のほぼ中央部に掘 り込まれた ,隅丸方形竪穴式住居ljL状 の遺構である。

整地面から約20cmの 深さ掘 り込まれているが,地形の低い南半部はすでに床面も含めて流失し,現

状では約 2分の 1程度の遺存である。 現状で掘 り込み上端のわかる整地面での東西幅2.3m, 同床

面幅2.18π ,南北床面遺存幅約1.2π を測る。 現存部床面はほぼ水平な面を保ち, 壁面に沿う幅12

cm,深さ 5 cπ の壁帯溝と柱穴痕 3を検出したが,柱穴痕はいずれも第14号住居址に伴うものと思わ

れる。なお本遺構床面上からは多数の炭化した ドングリが発見され (図版580120), 遺構の規模

や形状から住居lLと するよりも,貯蔵庫的な建て物と考えた方がより妥当であるかも知れない。
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第 9節 第 8住居 tlL支群

1。 第8住居llL支群の概要 (図 135,図版59)

第 7住居址支群の東端部に位置する第13号住

居llLに 接 して,地形の低い南倶1斜面を比高約 1

πの段差で掘り込み,東方の丘陵尾根支脈南倶1

斜面にかけて,等高線走向に沿う長さ約31.5π

の棚国状宅地造成面をつ くりだし,住居l■_11棟

とピット2墳が複合立地して一支群を形成 して

いる。この宅地造成面も地形の低い南半部は風

化流失等によりすでにかなり損傷され,崖状の

急斜面と なって いるが, 現存部は 最大遺存幅

6.5π と広 く比較的に安定した 整地面である。

各遺構の配置状況や造成面の広さ等から,本造

成面上には最大値 7棟までの同時併存が可能で

ある。

本支群住居tlLの うち完存するものは皆無であ

る。いずれも地形の低い倶1の南半部を複合する

住居llLに 切られるか,すでに床面 も含めて流失

しているなど保存度が悪 く,規模や構造の詳細

不明のものが多い。本支群住居址は小規模の隅

丸方形竪穴式住居址 6棟のほかは,すべて平地

式または高床式の長方形プランの建造物と思わ

れる。なかでも本支群のほぼ中央部に位置する

第 4号住居址は,2.5π ×2.3π の正方形に近い

プランで大形柱穴 4本 が検出され,住居量とい

うより櫓状の構築物が想起され,ま た東端部の

第 6号住居址では,約 9.5%の FElに 7本 の柱穴

痕がほぼ等間隔で直列状に並び,規模の大きい

長方形プランの建造物の存在が想定され注目さ

れた。

本造成面の丘陵斜面への掘 り込みは,現存地

山生き上層で深さ約50m～70mを測 り,各遺構

面は当丘陵表土層の風化上で平均約 120 cπ ,深

いところでは約 180mも 二次堆積 していたが,

第135図 用木山遺跡第 8支群遺構配置状況図
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第 4号住居llLか ら第 3号住居址へかけての床面上と,第 6号住居llL東 端部付近に床面より約20cmば

かり浮いた形状の上器溜り2か所のほかには,出土遺物はあまり検出されなかった。なお本支群の

ほぼ中央部に位置する第 506号 住居llL床 面の上方約30cπ の埋積土中に,南東に開口する横穴式石

室床面を置く岩田第12号墳が,本造成面の掘 り込み壁の一部を切つて複合立地 しているが,古墳に

ついてはすでに本発掘調査概報第 6集に,「岩田古墳群」として一括報告 しているのでここでは害J

愛した。

1。 第1号住居址 (図 136,図版59)

第 7支群第13号住居止整地面の地形の低い南側から東方へ,等高線走向に沿って長さ約13π にわ

たり比高約 lπ の段差で 丘陵斜面を掘 り込み, その下方を削平 した 棚田状の幅の狭い 整地面であ

る。本整地面周辺は丘陵表土層の風化流失等が著 しく,整地面の東西両端部および地形の低い倶1の

南半部は大きく原況を損なわれ,現状では東西長約 8π ,南北の幅員は約1.2π ～1.5π を遺存する

程度である。

本整地面の丘陵斜面の掘り込みは勾配約47度～54度 の法面状を呈 し,現存整地面は等高線走向に

沿う東西はほぼ水平を保つものの,それに直交する南北は地形の低い南倶1へ かなりの下傾を示す。

整地面上には図示 したように柱穴痕 2本分を検出したのみで,溝遺構等その他の施設は何 も発見さ

れなかった。 したがって現状からでは住居量が存在 したかどうかも半」然としないが,周辺部整地面

との関連から,規模や構造は明らかでないまでも住居址の存在 した可能性が強 く,一応第 1号住居

址として取 り扱った。

3.第 2号住居l」L(図 136,図版59)

第 1号住居llL整 地面の地形の低い南斜面を比高約70cπ の段差で掘り込み,下方をllj平 した整地面

である。東に隣接する第 3号住居llL等 とともに同一造成面に立地 し,その西端部に位置するが,第

3号住居llL整 地面と較べて約20cm高 位に整地面を置いている。当該地もその後の丘陵表土層の風化

流動が著 しく,整地面の南半はすでに大きく損なわれ,ま た東倶1で は第 3号住居址によって切断さ

れている可能性もあり,現状では等高線走向に沿 う東西長約3.6π ,それに直交する南北幅約0。 6π

を遺存する程度である。

現存部整地面はほぼ水平な面を保ち,図示 したように掘 り込み壁面に沿 う溝遺構と柱穴痕 3本分

を検出した。 しかし柱穴痕の配列は溝遺構と平行せず,む しろ隣接する第 3号住居llL整 地面にかけ

ての約 3π の間に,直列状 4本の配列が見受けられるなど,そ の先後関係は明らかでないが第 3号

住居址との切 り合いをみせている。 したがって 本整地面に直接伴 う住居址の規模や 構造について

は,全 くといってよいほど明らかでない。溝遺構の幅が平均20cm,深 さ約 6 cπ ～ 8 cmと 比較的 しっ

かりとしており,そ の形状から本整地面への流水を排水する目的で設けられていると推察されるこ

とや,整地面内に竪穴式住居址を想起させるような掘り込みも認められないことから, 1間 ×数 FF5

程度の長屋状掘立柱建て物の存在を推察できるのみである。
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一

―

″

脚

＝

―

ヽ

ルー

ヽ
ゴ H3

ヽ
/

4ヽ2
35X26
、-43

QoX29

ヽ

´
・

ゴヽ

ナルー

F―

〆ヽ

ト
ル

ヽ
才

ヤ
´

-36

トー

ダ、

３ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

Ｆ
＝
――
詳
――
――
――
計
＝
―Ｉ
Ｌ

ヤ́

‰

哺潤|“

す
-38

③移t＼
28X26

ヽL

29X32

32X31

2号 住:居 址 実 測 図第136図 第 8支 群 第 1

―-263-―



ぺ
V

◎
"X25-25

31X28
-74

◎34X33

32X31

29X23

3嘲
~ペ

◎彎

た

澪./

第137図 第 8支群第 3号住居址・第 1ビ ット実測図

◎27X23
-32

ト
02響

◎22瀬 7
-63

「リ

02響

〉ヽ
ｍ３

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

０

Ｆ
＝
＝
――
汗
――
―Ｉ
Ｌ
汗
＝
――
胆

一-264-



4。 第3号住居llL(図137,図版59)

第 2号住居llL整 地面の東半部を約20cπ の段差で掘り込んだ部分から,東方に位置する第 6号住居

辻にかけての約25π の間は,ほ ぼ水平位を保つ共通の整地面となり,第 3～ ll号住居址と第 1・ 2

ピットの11遺構が互いに切 り合い複合立地 している。この整地面は丘陵尾根支脈の等高線走向に沿

って大きく外彎 し,その形状や柱穴痕の配置状況か ら,その境界は判然としないが東西に 2分 され

た形状を呈 し,その西半部を第 3号住居址とした。

第 3号住居址整地面の現存部は比較的に整然とした平坦面を呈 しているが,地形の低い南側は崖

状の急傾斜面となり,南西端部に位置する第 1ピ ットの遺存状況からも,すでにかなり流失消滅 し

ていることが予想され,ま た東半部では第 4・ 5号住居址等と重複するため本遺構の範囲も判然と

しない。柱穴の配置状況等か ら本遺構範囲を第 5号住居址西端部までと仮定すると,現存整地面範

囲は東西長11.5π ,南北幅 2.6π となる。整地面の掘 り込み壁面は,直接丘陵地山に掘 り込んだ西

半部では勾配約80度,深さ約80cmの 急角度の壁面となり,第 4号住居址と重複する東半部では,丘

陵斜面現存地山生き上で約70cπ 掘 りさげ整地 した第 4号住居址整地面南半を,さ らに約40cπ の段差

で切 り込んでいるため,通算約 110 cπ の深さの階段状の段差をもった 2段掘 り方状を呈 している。

整地面上には掘 り込み壁面に沿 ってほぼ東西に幅25cπ ～40cπ ,深さ 5 cm～10mの 溝遺構 l条 と,

不整然な配置を示す柱穴痕23を検出した。柱穴については第 2・ 405号 住居llL等 との重複や,整

地面の南半をすでに消失 しているため,現状か らでは組み合せ関係や構造を知ることはできなかっ

た。後述の第 6号住居llLと の関連等から,数回の建て替えが行われた,長方形プランの掘立柱建て

物が存在 したのではと推察できる程度である。

なお本遺構東半部の第 4号住居址や第 2ピ ットと複合する約 4π × 4.5π の範囲に,弥生式上器

片が土器溜りとなって現存整地面に密着出土 した (図版60)。 これ らの土器片はいずれも柱穴痕や

ピット上を覆 う形となり,各遺構が廃絶された直後の短期間のうちに一括投棄された形状を呈 し注

目された。 これを第 8支群第 1土器溜りとした。

0           1m

第138図 第 8支群第 1土器溜 り出土状況実測図

θ
の
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第 1土器溜 り出上の土器 (図 138～ 141図版92～ 95)

本土器溜り出上の上器片は総重量約70珍 におよぶ。器形

数を調べた結果は, 壺形土器片91(41.4%), 甕形上器ナ

%),器 台形土器片 3(1.3%),小 形手づ くね土器 5(2

等については,今までに述べてきた第 4～ 7支群出上の土

に色調がやや明るい黄褐色を呈するものが多 く,施文の特

弥生時代中期末か ら後期初頭初にかけての所産と思われる

壷形土器 (1～ 16),頸部から口縁部にかけて長首形に

拡張 して,日縁端部と頸部外表に数条の凹線文を続 らすも

は口縁端部の凹線文の上に竹管文や円形スタンプを施 して

上位にある大形壺形土器である。 日縁端面に 4条 と頸部外

状施文具による斜傾刺突文 1条を続 らせている。整形仕あ

で,器胴部外表上半は縦方向刷毛目,同下半はやや斜位へ |

惨)の頸部内面は横方向刷毛日,15)の頸部外表は凹線文を施

部についての整形仕あげ調整に個体差が見受けられる。18)

に上段 5条,下段現存20条 の螺旋状沈線文が上下 2段に分

条の凹線文と端面上縁部に 1列 の竹管文が続る。l151回 縁端

竹管文が続り,頸部外表は断面三角形を呈する17条の凹線

タガ状の突帯 4条を続 らせ, さらに口縁部内面と頸部外表

施文を有する。またに0は 口縁端面に 7条の凹線文を続 らせ

へら先状施文具による沈線で竹管文をつないでいる。壺形

に回線文をもたず (9～11),さ らに小形のものではEl縁 |

甕形土器 (17～ 20),甕形土器は壺形土器にくらべて断

器壁の磨耗も著 しくて実測図示できるものが少なかったが
|

大きく上下に拡張 し,日縁端面に 3～ 7条の回線文を続 らヽ

のみ口縁部を折り返 しておさめているものが発見され注目

底で,底部に焼成後小円孔を穿たれたもの 2 4Elを 検出した
`

外面は縦方向へら磨き,同 内面はへら削り調整が施されて |

高鉢形土器 (21～ 35),外部外表に稜をもち,日 縁部が:

第 1～ 7支群にかけての外部□縁が直立,ま た やや 内傾 t

た。日縁部外面の凹線文も退化して施文の後横なでにより:

を伴わずやや外反 して広がるもの (21024)が あるが,と

は浅い 2～ 3条の凹線文を有する。脚部は脚柱部外表に櫛 )

を何段か続 らせているもの (24026),小円子しや三角形透

通するものの 三角透 しは裏面にまでは達せず, 00の ようは

る。脚端部はやや拡張されているが端面に回線文を有するそ



第139図 第 8支群第 1土器溜 り出上の土器実測図(動

0                      21

13ね｀

―-267-一



― ―
― ―

―

だ  4ゝ

-爾

第140図 第 8支群第 1土器溜 り出土の土器実測図(2)



り璧ェE卜
″́

ヽ 52

【`〔ili:言::77:3

15cm
α

第141図 第 8支群第 1土器溜 り出土の土器実測図13)

・-269-―



による凹面状を呈 している。また0場 は脚裾部に円孔 4を有する弥生後期末の上器片であるが,一点

だけの混在であり,後に流入 したものと思われる。脚部内面のへら削りのほかはいずれも丁寧なへ

ら磨きが施され,杯部と脚部は円板状の粘土板を貼 りつけてつないでいる。

台付壷形土器 (36～ 40)。 1861口 縁部はくの字形に外反 して上下に大きく拡張された端面に 3条の

凹線文をもち, 甕形土器□縁部に類似する。 器胴最大径が ほぼ 中央部にある属平な鉢形を呈する

が, 器形から推して台がつ くものと思われる。 器胴肩部外表に櫛状施文具による刺突文 1条が続

る。1371器 胴最大径がかなり上位にある肩の張った壺に脚台がつ く。器胴部肩外表に櫛状施文具によ

る刺突文 3条 と,脚 と壺のくびれ部に 6条の平行沈線文,脚裾部にかけて内面に貫通 しない三角形

透 しが続 り,脚端部は拡張されて 2条の凹線文をもつ。壺部と脚部は円板状粘土板でつながれ,基
本的には高杯形土器と同巧手法である。 (38039)は oつ とほぼ同形式の脚台片,縫0は ほぼ直立 して

立ちあがり特異な形状を呈するが,あ るいは器台形土器脚部片であるかも知れない。

手づくね小形土器 (51～ 53),手づ くねの小形土器底部片である。いずれも指圧整形痕となで調

整痕を顕著に残す。 1531は 浅鉢状の完形で器高2.7cπ , 日縁部径6.7cπ ,底部径4.5cmを 測 り平底であ

る。

5.第 1ピ ット (図 137,図版59)

第 3号住居llL整 地面の南西端部に位置する素掘りの上壊墓状小形 ピットである。地形の低い倶1の

南半部はすでに底面も含めて流失 して,現状では約 2分の 1程度の遺存である。等高線走向に直交

する北12度東に長軸中心線を置いて小判形に掘 り込まれ,現存掘り込み上端幅84cπ ,底面幅67cπ ,

現存底面長71cm,最 もよく遺存する北小口壁面高20cmを 測る。底面も全体が地形の低い南倶1に かな

り下傾し詳細は明らかでない。当丘陵内には本遺構と類似する土墳がほかにも幾つか検出され,そ
の多 くは若千の須恵器鉢等を伴出するところから,古墳時代後期の土墳墓と半J明 し,稿を改めて本

発掘調査概報第 6集に「岩田土墳墓群」として報告 したが,本遺構の場合は伴出遺物を伴わず時代

を明確にすることができなかったため,と りあえずここに取 りあげ記述 した。

6.第 4号住居址 (図 142,図版59・ 60)

第 3号住居量整地面の東半部に複合 して地形の高い北側に,第 3号住居llL整 地面により比高約40

鋼の段差で切断された棚田状の小整地面が遺存する。本整地面の現存地山層での掘 り込みは,上方

から深さ約90cπ までは勾配約50度 の法面状,下方約35cπ は勾配約80度の壁面となり,現存部整地面

はほぼ水平な面を保つが,東端部でも約 8 cmの 段差で切られているため,現状では東西長約4.6π ,

南北幅約 1.3π の遺存である。この整地面上には第 3号住居址整地面にかけて,先述の土器溜 りが

一面に広がっていたが,その下に壁面に沿 った鍵形に幅30cπ ×45cπ ,深 さ10cm～ 15cπ の横lFr面 形が

逆台形状を示すしっかりとした排水溝と,第 3号住居llL整 地面上にかけて柱穴中心間距離 2.2π～

2.6πで,ほ ぼ正方形に近い配置を示す大形柱穴痕 4本, その中央部に隅丸長方形を呈するピット

状遺構 1を 発見 した。

各柱穴を現存部整地面を基準として計測すると,A上端径53cπ ×57cm,底面径30卸 ×30cπ ,深さ
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80cm,B上端径60cm× 81cπ ,底面径44cπ ×49cπ ,深さ72cπ ,c上端径71cm× 76cπ ,底面径48cm× 70

cm,深さ32cπ ,D上端径59cm× 73cm,底面径37cπ ×50cπ ,深さ42cmを 測る。柱穴の深さは整地面に

段差があるため一定でないが,底面の絶対高は図示 したとおりほぼ等 しく,B柱穴中央部に柱穴痕

と思われる径約30cmの 圧痕が認められることなどから,本柱穴は第 3号住居l■ の整地面造成に先行

する径30cπ 前後の大形の 4本柱で構成された,高床式倉庫あるいは望楼等の特殊な建て物と推察さ

れる。なお本遺構と類似する遺構としては,当 山陽団地造成地内において岡山県教育委員会が発掘

調査を担当した, 門前池遺跡第 2地点から 1例発見され 報告されている (新東晃一他 「門前池遺

跡」岡山県埋蔵文化財発掘調査報告(9),岡 山県教育委員会 1975年 )。

7.第 2ビ ット(図142,図版60)

第 4号住居llLの 4本柱に囲まれたほぼ中央部に,等高線走向に直交 して掘 り込まれた隅丸長方形

の整然とした素掘 り上墳である。位置的には第 4号住居llLに 伴 う施設物の形状を呈するが,北小口

掘り込み壁面は第 4号住居址整地面を切断した第 3号住居llL掘 り込み面と合致させ,第 3号住居 llL

整地面の溝遺構を切 っていることなどから,第 3・ 4号住居J■ より後出で,土器溜り堆積に先行す

る間の遺構と推定される。

現状で掘り込みの確認できる第 3号住居llL整 地面での上端部長 185 cπ ,同幅 105 cπ , 底面長 170

cm,同 幅95cm,深 さは第 4号住居址整地面を切る北小口壁面で 122 cm,第 3号住居址整地面からの

平均深80cπ ,長軸中心線方位は北 8度西である。土墳底面は水平面を保ち各掘 り込み壁面ともほぼ

垂直に近 く整然としているが,そ の他の遺構は何も検出されなかった。

3.第 5号住居址 (図 143,図版59)

本住居量支群造成面のほぼ中央部,第 3・ 6号両住居址と複合立地する隅丸方形竪穴式住居llLで

ある。掘 り込み壁の上層部は後の造成時にblj平 されたためか,現整地面との比高は約 3 cmと 極めて

浅 く,ま た地形の低い側の南半部はすでに床面も含めて大きく流失 して,現状では平面プランで約

3分の 1を 遺存する程度である。現在掘 り込み上端がわかる第 6号住居量等の整地面での上端部東

西幅 3.25%,同床面幅 3.15%を測り,最 もよく遺存する北壁面の方位は北70度東を示す。床面は

全体に地形の低い南へやや下傾するが,原況は水平面に整地されていたと推定され,浅い壁帯溝と

柱穴痕 9本分を検出した。壁帯溝は東壁部で一部切り合い複合する形状を残 し,柱穴痕の配置も隣

接住居址との複合や,本住居量自体の若千の位置をずらせての建て替えも予想されるなど,本住居

llLに 伴 う柱穴の組み合せ関係や構造について明らかにすることができなかった。

9.第 6号住居llL(図143,図版60)

本住居llL支 群造成面の東半部は, 一度llj平 整地した造成面を さらに南へ約 0。 75π位置をずらせ

て,約20cπ の段差で整地替えした形状を呈 し,地形の低い側の南部は第 7～ 11号住居址で切 られて

いるが,第 5号住居tlL東 半にかけての東西約llπ ,南北約 3.8π の範囲は安定 した平坦面となり,

掘り込み壁面に沿う溝遺構 1条 と柱穴痕35本分を検出した。
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柱穴痕の配置状況は困示 したごとく必ずしも整然とはしていないが,掘 り込み壁面に沿 った東西

方向に,ほぼ等間隔で直線的に並ぶ各 7本の柱穴al1 3列 が検出された 。これ らの柱穴allは平行 して

いなくて東端部に開 く斜行を示 し長さも北列から9π , 8π ,10π と一定でないが,北 と南の両側

夕1は径約40cπ ～50cmと やや大形で,中 FEl列 は径約26cπ ×30cmと 小形のもので占められている。各柱
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穴列を夫 々独立 した建て物l■ とすると位置的にみて,ほ ぼ同一立地で 2～ 3回 の建て替えが行なわ

れた長方形プランの建て物となり,仮 にこの 3列 の柱穴 rl」 を 1棟 の建て物とすると,柱穴中心間距

離で北平列 9π ,南平列10π ,西小口幅 2π ,東小日幅 3.5πの不整長方形プランをもった 2間 ×

6間の長屋状建て物となる。いずれにしても平地式か高床式かは明らかでないが,当 整地面をVll用

しての l FE5× 6間 または 2間 ×6間程度の,比較的人形の長方形プランの建て物が営なまれていた

ことを物語り,先 に第 4号住居址とした 4本柱建て物とともに,本用木山集落llLの 住居址支群の中

で,持別な意義と支群構成を示す場所として注目された。

なお本住居llL整 地面東端部の地形の高い側の掘 り込み壁面近 くに,当 建て物が廃棄された直後に

上方斜面から流入埋積 した状態の小規模な土器溜り (第 2土器溜り)を はじめ,本住居址と複合す

る第 7～ ll号住居llL遺 構面か らもかなりの弥生式上器片が検出された。いずれも遊離埋積の遺物で

あるため,こ こで一括 して概述する。

第 6号住居址周辺の土器 (図 144・ 145)

第 2土器溜り出上の上器片は約40珍である。第 6号住居菫L周 辺部出土の上器片と合せて,器形の

識別可能の口縁部片を分類 して器形別破片数を調べた結果は壺形土器片32(31.4%),甕形土器片

38(37.3%),高外形土器片11(10.8%),器台形土器片 3(ユ.9%),手づ くね土器18(17.6%)

となり,手づ くね土器が多いことが注目された。実浜」図中 (1～ 34)は土器溜り出土,(35～ 52)

は第 6号住居量周辺部出土である。総体的に整形仕あげの特徴は,前述の第 1土器溜り出上のもの

と類似するのでここでは省略する。

壺形土器 (1～ 2,41～44),大形のものは存在 しない。整形等にかなりの個体差が多い。(1)頸

部から口縁部にかけてやや外反 して立ちあがり,日 縁部を若千拡張 して端面に指頭圧による凹線状

のくぼみを 1条 もつ。12)口 縁端部は上下に大きく拡張され,端面に明瞭な 4条の凹線文と頸部に 1

条の指頭圧回線文が続る。縫⊃やや外反 して立ちあがる口縁部は直口に近 く,El縁端は玉縁状に丸 く

おさめられている。僣a外傾して開 く口縁端の拡張と施文はなく,頸部外表に断面三角形の突帯現存

3条が続る。にЭ口縁部は大きく外反 して開き,端部は下方に垂れているが拡張や施文はない。僣』直

立する頸部上端に鍔状の張り出し口縁をつけ,端面に 2条の回線文と頸部外面に螺線状現存 5条の

回線文が統る。

甕形土器 (3～10,50～52),い ずれも□縁部が大きくくの字形に外反 しているが,日縁部の拡

張のあまりないもの (305),El縁 部が上下に拡張されて端面に明瞭な 3条～ 7条の回線文が続

るもの (9010050),同 端面の凹線文が施文の後横なでによって消されて浅 くおぼろになったも

の (608052)等 がある。任Dは 口縁部が外反する鉢形土器であるが,器壁 も荒れて詳細はよくわ

からない。 (17～ 24)は壺形土器および甕形土器底部片である。いずれも平底である。1221の 底面に

広葉樹の木の葉圧痕が遺存じ注目された。

高郷形土器 (12～ 16,35～40)外部外表に稜をもち口縁部がやや外傾して立ちあがるもの (120

35)と やや外反 して端面が拡張されて数条の理線文をもつものl131が あるが,と もに口縁外表は横な

でされて凹線文は認められない。また外部が椀状に丸味をもち,日 縁部外表に 5条の回線文が続る

ものもある。1351は 口縁部推定径約54c纂 と大形である。脚部は脚端部が拡張されて端面に回線文をも

/
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第144図 第 8支群第 2土器溜り出土の土器実測図(J

つもの (16・ 37・ 40)と ,指頭圧横なでにより凹面状を呈するもの (14015038・ 39)がある。脚

裾部の三角形透 しは退化して,下端部のみが三角形状を呈するが,内面まで貫通するものは認めら

れなく (14037),縦方向沈線文状 となっているものもあるl151。 また脚裾部を続る小円孔は内面ま

で貫通するもの1381と しないもの1391が あるが,貫通 しないものの方が多い。

手づくね土器 (45～ 48028～ 34)壷形 (28047),鉢形 (29・ 45046),椀形 (31032)な どの

多鶉
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器形に大別されるが,いずれも器高 4.5 cm～ 10cπ ,日 縁径 5 cm～ 8 cm程度の,器壁の厚い小形品で

形態的にはそれぞれ個体差がみられる。大半のものが指頭圧整形の後なで調整が施され,指頭圧痕

を顕著に残すものが多いが,外面に届1毛 目1471や 叩き目1451,内 面にへ ら肖Jり 痕が認められるものもあ

る。

10.第 7号住居llL(図146,図版59)

第 6号住居量整地面の南西端部,第 5号住居址の南東半を切 って複合立地する小形の隅丸方形竪

穴式住居址である。掘 り込み上半部は第 6号住居址整地面でしか確認できず,地形の低いullの 南半

部は第 8号住居址によって,比高約30cπ の段差で切断されているため,現状では約 3分の 1程度の

遺存である。
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現状で掘り込み上端のわかる第 6号住居址整地面を基準としての現存部計測値は,完存する東西

掘り込み上端幅 2.2π ,同床面幅 1.95π ,現存床面南北幅 0。 7π掘 り込み壁面最大遺存高 0.18π

を測る。現存部床面は全体的に地形の低い南にやや下傾して,南北両端部で比高約 4動 を測るが,

原況は水平面を保 っていたと推察される。床面上には柱穴 2本が検出されたが,第 6号住居址に伴

う可能性が強 く,そのほか壁帯溝等の付帯施設も何も検出されなかった。床面一辺長 2π程度の遺

構では,あ るいは住居llLで はな くて貯蔵穴等の遺構の可能性もあるが,現状では詳細が明らかでな

く,第 506号 住居量等との関連から,と りあえず第 7号住居 ll「_と して取 り扱った。

11.第 8号住居址 (図 146,図版59)

第 7号住居址南半部を床面比高約 30 cπ の段差で 掘 り込まれた 隅丸方形竪穴式住居llLと 思われる

が,現状では地形の低い南と西倶1を床面も合めてすでに大きく流失して,床面の北東隅部を 3.lπ

× 1。 Oπ程度遺存するのみで詳細は不明である。現存部床面は等高線に沿う東西方向ではほぼ水平

位を保つものの,地形の低 くなる南側へはかなりの下傾を示 し両端部比高は約10cπ を測る。床面上

には壁帯溝をはじめ柱穴痕も検 l「Jさ れず,現状からでは本遺構面が竪穴住居址であるのか,あ るい

は長方形プランの掘立柱建て物に伴う等の整地面であるのかの識別も判然としない実状である。

12.第 9号住居址 (図143,図版59)

第 8号住居llLの す ぐ東隣りに接 して,掘 り込み壁面距離約50印 に掘 り込まれた遺構である。す ぐ

南側約45cmに 第10号住居址が重複 して,床面比高約20cmの 段差で掘 り込まれているため,現状では

地形の高い側の北端部にだけ僅かに痕跡をとどめる程度の遺存で詳細は判然としないが,そ の形状

から第10号住居llLと ほぼ同巧同大の遺構と推察される。

現状で掘り込み上端が確認できる第 6号住居址整地面上でみると,掘 り込み壁面プランは推定径

3.6π程度の円FIt状を呈 し,壁面高は最大遺存部で18cπ , 床面幅同42cmを 測る。 床面は地形の低い

南側へ大きく下傾して,両端比高約23cmを 測 り,溝遺構とか柱穴痕等の施設は何物も認められず詳

細については不明である。

13.第 10号住居址 (図 143,図版59)

第 9号住居tlLの 南倶1を比高約20cπ の段差で大きく切り込んだ竪穴遺構である。地形の高い償1の北

半部に円形とも隅丸方形ともとれる形状で掘り込まれているが,地形の低い南半部はすでに床面も

含めて大きく流失 して崖面状を呈 し,現状では約 2分の 1程度の遺存である。現存部掘 り込み壁面

上端の東西幅 3.2π ,同床面幅3。 05π ,南北床面遺存幅約 1.2aを 測る。現存部床面はほぼ水平な

面を保つが,壁帯溝とか柱穴痕等の遺構は何も伴わず構造については明らかにできなかった。 しか

し本遺構面のほぼ全域に,屋根材が焼け落ちた形状を思わせる灰および炭イヒ木材が検出され,本遺

構面上に屋根を組んだ建て物が存在 したことは確実なため,第 10号住居址として取 り扱 った。

14.第 11号住居址 (図 143,図版59)

/
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第 6号住居llL整 地面の南東端部,第 9・ 10号住居LLの 東側に隣接 して位置する隅丸方形竪穴式住

居llLで ある。地形の低い南半部はすでに床面も合めて大きく流失して崖面状の急斜面となり,現状

では地形の高い北半部のみ約 3分の 1程度の遺存であるが,東端部で一部切り合う掘 り込み跡が見

受けられることから,前後 2回以上にわたるほぼ同一立地での整地替えを伴う建て替えが行われた

ものと推察される。現状で掘 り込み上端がわかる第 6号住居址整地面を基準としての計測値は,掘

り込み上端部東西幅 4.6π ,最大遺存部壁面高0.42π を測る。

現存部床面はほぼ水平な面を保ち,掘 り込み壁面に沿う浅い壁帯溝と,一部流失床面部を合めて

計 4本分の柱穴痕が検出された。しかし柱穴痕の中には,本住居址と複合立地する第 6号住居址に

伴うと思われる柱穴痕も存在 し,本住居址の柱穴の配置や構造については明確にすることはできな

かった。

第10節 第 9住居tlL支群

1.第 9住居址支群の概要 (図147,図版61)

第 7住居址支群の南東部に隣接 して,それとほぼ平行する扇形の棚田状に肖J平整地した,大形の

宅地造成面に立地する住居址支群である。本支群を含む第 5支群から第10支群にかけては,丘陵谷

斜面を連続 した階段状に造成 して住居址群が最も密集 しており,ま た位置的にも本集落址の中心的

な立地を占めている。

本支群宅地造成は,第 7支群造成面の丘陵斜面掘り込み線から南東へ水平距離で約1l π,比高約

5π 降った標高約66.5π の谷懐状急斜面を,等高線走向に沿 って長さ約40π の円弧状に,現存丘陵

地山生き土層だけでも深さ約 2.5π と大きく掘 り込み,その下方を棚田状の平坦面に肖J平整地 して

いる。整地面の地形の低い債1の南東部は,すでにその後の風化や流土によってかなり消滅して,現

状での整地面規模等高線走向に沿う東西長約28π ,それに直交する南北最大遺存幅約 9%を測る。

発掘調査の結果,先後関係は判然としないが約10棟 の住居LLが互いに切り合い複合して帯状に連

らなり,ま とまりのある住居llL支群を形成 していた。各住居址とも完存するものはなく,遺存状態

もあまり良好でないため詳細については明確ではないが,整地面の規模や面積から推察 して,同時

併存可能棟数は 4～ 5棟 と思われる。宅地造成の掘 り込みが最 も深 くて広い西端部に,径 8π 級の

大形の円形竪穴式住居址 l棟 と,その東側に径または 1辺 4。 2π程度の,やや小規模な円形または

隅丸方形竪穴式住居llL 3～ 4棟で構成されていたものと考えられる。本造成面が谷筋のそれも丘陵

頂から比高約30π の低位にあって,造成規模が大きい割には,整地面上にそれに見合うだけの排水

施設は検出されなかった。丘陵斜面で段状に支群が構成され,それぞれで排水溝を敷設すれば,直

接的には 流水量は それほどでもなかったのか, それとも掘 り込みの上層部に施設されていたもの

が,その後の風化流動等によってすでに消滅 したのか明らかにできなかった。また個々の住居jlLに

ついては,第 2号住居址床面上にサヌカイ ト製の打製石庖丁 7本が揃えて置かれていたこと,第 9

号住居址床面に多量のサヌカイ ト砕片が検出され,打製石器製作が行なわれたことを示しているこ

と,第 7号住居址が火災に遭 って焼け落ちた形状を呈 していることなどが注目された。   |■
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本宅地造成面は丘

陵斜面の谷筋部に位

置するうえに,掘 り

込みの規模も大きい

こともあって埋積被

土 も深 く,多いとこ

ろでは深さ 3れ を越

え,平均でも約 2π

程度 も埋 没 してい

た。これ らの二次堆

積土はほとんどが弥

生式上器片等の遺物

を多量に包合する灰

黒色有機上で占めら

れ,発見された遊離

土器片 の総重量 は

757砕 ,石鏃227本 ,

石庖丁44本 ,石斧27

本 等 を含む石器類

333点 と, 本遺跡の

各住居tlL支 群単位で

の最大量を示してい

る。これ らの遺物の

ほとんどは,上方の

丘陵斜面に立地する

各住居llL群 の遺構面

等の,そ の後の風化

流動等に伴 って押 し

流されて二次堆積 し

たものと考えられ ,

天地もかなり混同さ

れているため,後章

の出土遺物の項で一

括 して取 り扱うこと

とした。参考までに

本住居址支群造成面
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掘 り方内において発見された土器片について,器形の識別できる口縁部片を選別 して器形別破片数

を調べた結果は,壺形土器片589(24.9%),甕形土器片1:363(57.6%),高杯形土器片389(16.5

%),器 台形土器片24(1.0%)の他, 回転台形土器と呼ばれるもの 2片 , 分銅形土製品llが検出

され,中 でも分銅形土製品の多いことが注目された。
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2.第 1号住居址 (図■48,図版62)

本支群造成面の東端部に位置する住居址である。当該地は丘陵原地形も標高約63.5π と低 く, し

たがって造成のための掘り込み壁面も約60cπ と浅いためか,整地面も全体がかなり地形の低い南東

へ下傾し,現状では造成面の北東隅に推定径約 4.2πの円形竪穴式住居址状の掘 り込み壁と,床面

の一部約1.2π ×1.5π程度を扇形に遺存するのみで,西および南倶1は 約10cm～ 20cmの 段差で夫々大

きく切り込まれ詳細は不明である。 本遺構面から西方の第 2号住居llL整 地面にかけて, 径約2.7π

の円形に続る柱穴痕 5本が認められるところか ら,や っと本住居址の存在と構造の一端を推察でき

る程度である。

なお本住居址の南東部を約20cπ の段差で切 り込んだ整地面は, 現状では 約 6π ×2.8π のやや不

整形な長方形平坦面となり,柱穴痕 4本分を検出するものの,整地面はかなり荒れ,約 1.5π ×4.6

π大の花闇岩盤が露呈 しているなど判然としない。第 1号住居址と切 り合い整地替えを伴う建て替

えが行なわれた住居ll「_の存在や,本住居址支群に伴う何 らかの生活面としての必要から設けられた

整地面等幾つかの可能性は考えられるものの,現況からはその実際について知ることができなかっ

た。

3.第 2号住居址 (図 150・ 151,図 版62)

本住居址支群造成面の東半部を占める整地面である。図示 したごとく多 くの遺構面と複雑に切り

合いその実際は判然としない。本整地面の東と西に位置する第 1号住居llLお よび第 5号住居llLの 整

地面を,それぞれ比高約10cπ 程度の段差で切 り降して肖J平整地 しているが,地形の低い側の南半部

は第 30406号 住居址等によって切断され,現状では等高線走向に沿う東西長は12π とほぼ完存

するものの,それに直交する南北幅は最大遺存部で約 4.5π ,第 4号住居上に切 られた最小遺存部

幅は約 1.4πを測る。

現存部整地面はほぼ水平な面を保ち,地形の高い北側の掘 り込み壁面に沿う西半部に長さ約 6π

の溝遺構と,複合する隣接遺構面を含めて約60本の柱穴痕を検出した。
‐
柱穴痕の大半は本整地面の

西半部に集中し,その配置状況も不整然であるうえに第 4・ 5号住居llL等 との複合もあって,柱穴

の組み合せとか構造について明らかにできなかった。第 3・ 4号住居址等の現存する竪穴式住居址

のほかにも,すでに整地替え等によって消滅 した竪穴式住居址の存在 も予想され,当 初はこうした

住居址を建築するための単なる宅地造成面と理解 していたが,本整地面の形状や柱穴痕の出土状況

から,建て物の規模や形状は明らかでないまでも,本整地面を不」用 した竪穴を伴わない建て物が営

なまれた可能性も強 く,と りあえず第 2号住居址として独立 して取 り扱 った。

なおこの整地面の東端に近い部分に,約 lπ ×1.7π大の長楕円形をした滑 らかな花閥岩盤が露

呈 しているが,その北東部に接 した整地面上にサヌカイ ト製の打製石庖丁 7本が,上下 2段に重ね

てきれいに並べて置かれた状態で検出された (図版61)。 各石庖丁とも天部に顕著な磨滅痕をもち ,

次期の収獲に備えての格納が想起され注目された。

石庖丁 (図 149,図版111)

発見 した 7本の石庖丁はいずれも平部表裏面とも大剥離面を多 く残 し,背部は敲打製形の後すり

■
，

■

を

一-282-



o                 10cm
i   !   |

第149図  第 9支群第 2号住居址床面出土の一括石庖丁実測図
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第151図  第 9支群第 2～ 6号住居址断面図

最大器厚 1.3 cπ ,14)長 さ13.5cm,幅 5。 O cm,最大器厚

1.3cπ , 裕)長 さ12.8cm,幅 4.5 cπ ,最大器厚 1.2 cm,

を浜」る。

による角取 りを施 し,匁部は細かい敲打

の繰 り返 しでつけられている。(1～ 4)

は長方形短冊形を塁するが,(1・ 3)

の双部が直線的なのに対 して,(2・ 4)

の匁部はやや内彎を示 し,(4)は小田部に

打ち欠きによる扶りを有する。151は 背お

よび匁部とも外彎 して長楕円形を塁 し,

(607)は 匁部がやや内彎 して三日月

形を呈 している。これ ら7本の石庖丁が

1セ ットとして発見され,確実に同時性

を有することからみて,小 日部の紐かけ

用の快りも退化 して,あ まり形状にこだ

わらないで,石庖丁としての機能を果せ

ばよいというように変化 してきているこ

とを示 している。

(J長 さ 15。 89 cm,幅 5。 4鋼 ,最大器厚

1.2 cπ ,(2H是 さ14.Ocπ , 1冨 5。 4 cπ , コ最大

暑尋薦11.2 cm,(3)長 さ14。 l cπ , 1冨 5。 2 cm,

1.2 cπ ,(鋤長さ16.Ocπ ,幅 5。 3 cπ ,最大器厚

(7)現存長10。 2cm,幅 5。 O cm,最 大器厚 0。 9 cπ

4.第 3号住居址 (図 150・ 151,図 版62)

第 2号住居 l」L整地面を切 って複合立地する第 4号住居jlLの ,南東隅部にあたる約 4分 の 1を比高

約30cmの 段差で掘 り込んだ隅丸方形竪穴式住居址である。地形の低い側の南端部はすでに床面も含

めて流失 し約80%程度を遺存 している。第 2号住居址整地面から深さ約52cm掘 り込まれ,現状での

掘 り込み上端東西幅4.25π ,同床面幅3.85π ,それに直交する南北の現存床面幅 2.9π を潰」る。掘

り込み壁面は約60度の角度で法面状を呈するが比較的整然と掘 り込まれ,現存部床面は水平な面を

保つ。現存床面上には図示 したように北西隅に柱穴痕 3本を遺存するのみで,そのほか壁帯溝とか

焼土面等の施設は何 も認められない。発見 した柱穴痕はいずれも第 4号住居llLと 重複する場所に位

置し,直接本住居址に伴 うものかどうかも半」然とせず,柱穴の組み合せや屋根の構造について明ら

かにできなかった。

5.第 4号住居址 (図 149・ 130,図版62)

第 2号住居l■整地面の西端部に掘 り込まれた隅丸方形竪穴式住居址である。住居量の南東隅部約

4分 の 1ほ どを第 3号住居量に切 られ,地形の低い倶1の南半部では壁面上半部がすでにかなり1風化
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流失 して浅 くなっているが,床面はほぼ水平な面を保ちほぼその大要を知ることができる。現存部

掘 り込み壁面上端の東西幅4.35π ,同南北幅 4.3π ,床面東西幅3.75π ,同南北幅 4。 Oπ ,最 もよ

く遺存する北壁面高33cm,最 も低い南壁面高 6 cmを測る。壁面は約60度の角度で比較的整然として

いる。

床面上には図示 したように柱穴痕15本が遺存するほかは,南西隅に47cπ ×57cm× 15cm大 の薦平な

花同岩害Jり 石 1個が浮いた形状で 発見されたのみで, 壁帯溝とか 焼土面等の施設は 何も認められ

ない。柱穴痕の配置も不整然のうえ第 2・ 3号住居lll_と の複合関係もあって,その組み合せや構造

については明らかでない。本住居址の規模や形状か ら常識的には 4隅各 1本の 4本柱の構造と思わ

れるが,対応すべき場所に柱穴痕が見当らず,かえって径 3.2π の円形に続る配列が見 られ,円形

の住居址の存在を想起させるなど,本住居址に先行する整地替えを伴 う幾つかの住居tlLが ,複合立

地 していたことを物語るようである。

6.第 5号住居llL(図 1500151,図 版62)

第 2号住居址整地面の西側に,それより約10cm高 い整地面が遺存する。東倶1を 第 2号住居llL,南

側を第 6号住居llL整 地面によって大きく切 り込まれ,東西長 1.5π ,南北幅 3.5π程度を遺存する

のみである。現存整地面はほぼ水平面を保ち,柱穴痕約10本分が遺存するうえに,複合する第 2号

住居llL整 地面上にも,上部を削平されて浅 くなったと思われる柱穴痕が幾つか見 られることなどか

ら,現状では規模や形態は明らかでないまでも,第 2・ 6号住居址に先行するかなりの規模の整地

面と推察され,長方形プランの建て物が営なまれた可能性が強いと考えられる。

7.第 6号住居llL(図150・ 151,図 版62)

第 5号住居llL整 地面の南半部を比高約25cπ の段差で掘 り込んだ長方形の整地面である。東部を第

4号住居量によって切 られ, また 地形の低い倶1の 南はかなり流失 していて, 現状では東西長 3.75

π,南北幅約 2.2πの遺存である。整地面現存部は地形の低い南倶1に やや下傾するもののほぼ水平

な面を保ち,図示 したように東西に直線的に走る長さ3.7π の溝遺構 1条 と,柱穴痕 7本分を検出

した。現状では規模や形状は明らかでないが,本整地面を使用 した建て物が存在することはほぼ確

実であり第 6号住居址とした。

3.第 7号住居址 (図 132～154,図 版63)

本住居址支群造成面が丘陵斜面の谷筋にあたる部分,すなわち第 5号住居址と第 9号住居址に挟

まれた中間部で,本宅地造成時の丘陵斜面掘 り込み壁面を,さ らに地形の高い北側に大きく掘 り込

んだ形で位置する円形の竪穴式住居址である。 したがって本住居址北半部の掘 り込み壁面は造成時

の掘 り込みと共通 した形となり,現存丘陵斜面生き土層だけでも深さ約 2.6π と深 く大きく掘 りさ

げられ,屋根の軒先は直接この掘 り込み壁面に接する形となり注目された。

本住居tlL床 面北半部のほぼ全面は,本住居址が火災に遭 って焼け落ちた状態を示す炭化木材と灰

で覆われていたが,南半部ではそれ らを切る形で鍵形を呈する溝遺構と,柱穴痕多数を伴 う整地面
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第152図 第 9支群第 7号住居址床面の炭化木材出土状況

が検出され,本住居llLが 焼失 した後に位置を南へ約 2.5π ばかり移動 して,整地替えをした第 8号

住居址が複合立地 している。 したがって本住居tlLは 原形の約 3分の 2程度を遺存するが,第 7・ 8

号両住居IIL間 の床面比高はほとんど認められず,その大要を知ることができた。

本住居址の掘 り込み壁面は先述もしたように,造成時の掘 り込みと重なって全体としては深さ約

2。 6π , 平均角度約55度 の法面状を呈 しているが,床面から約38cmの 高さまでは75度の急角度で比

較的整然とした壁面となり,その上方約30cmほ どは約43度の法面で,その上端部に幅約30卸 の棚状

平坦部が一段設けられている。このことか ら本住居址の屋根軒先はこの棚状部付近に設けられたと

考えられ,壁面高は60cπ 前後であったろうと推察される。炭化木材および灰層を取 り除いた後の床

面は水平な面を保ち,図示 したように掘 り込み壁面に沿 って続る壁帯溝と,その中程に同心岡状に

約 4分 の 1周程度遺存する溝遺構,床面のほぼ中央部に大形柱穴程度の径56卸 ×65cm,深 さ25cmの

ピ ット状遺構 1と 柱穴痕15本分を検出した。この同心円状の溝遺構は二重の排水施設との可能性も

あるが,柱穴痕の配置状況等と併せ考えて,ほ ぼ同一立地において 1～ 2日程度の拡張を伴う建て

替えが行われているものと推察される。本住居l■_の屋根構造は,中央ピットを東西から挟む形の中

心柱 2本 と,それを径約 3π の円形に取 り囲む 6～ 7本の柱で構成されていたものと考えられる。

なお本住居llLの 規模は床面径で 3.8π を測る。

9.第 8号住居址 (図1530154,図 版63)

第 7号住居llL床 面の南半部を切 って,南西方に位置する第 9号住居址北東半部と一部で切り合う

形状の削平整地面である。この整地面は第 7号住居llLお よび第 9号住居llL床 面とほとんど段差もな

く,共通の平坦面としての形状を呈 しているが,北東部は第 506号 住居址に切断され,さ らに地

-287・一



|ヽ
、

25◎

た

◎2響

'32X32    31X30

040シ
σ 培

雖76彎♀

ヽ

4m

第153図 第 9支 群 第 7～ 9号 住 居 址 実 測 図

形の低い倶1の 南東部はすでにかなり流失しているなど,その遺構範囲も判然としない。

本整地面か ら南西の第 9号住居llL床 面にかけては,現状ではほぼ水平な共通面となり,図示 した

ように約 100本分におよぶ柱穴痕が密集して検出され,何回かの整地替えを伴う建て直 しが繰 り返
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第154図 第 9支 群 第 7～ 9号[住 居 l■ 断 面 図

されたことを示 している。第 9号住居址現存遺構面の北東外方にあたる本整地面約 6抗 × 6.5π の

範囲内にも,第 7号住居址床面の南東部を鍵形に切 って施設された,総延長約 4.8π の溝遺構をは

じめ,竪穴式住居t■床面の中央ピット状の径65m× 95cれ ,深さ60cmと ,径 74cπ ×92cm,深 さ59cπ の

2遺構,柱穴痕約20本分,それに径 105 cm× 130 cm大 の楕円形状を呈する焼土面が検出され,少 く

とも2～ 3回 におよぶ複合立地する建て物が存在 していたものと推察される。しかし各柱穴痕の配

置状況はきわめて不整然で,その組み合せ関係や構造等を明らかにできなかった。鍵形溝遺構の南

東部から第 9号住居址床面にかけて,溝遺構および宅地造成の掘 り込み壁面に平行する約 8.5%の

間に,やや大形の柱穴痕 5本がほぼ等間隔で直線的に並ぶ配列が見受けられ,あ るいは円形竪穴式

住居址だけではなくて,長方形プランの長屋状建て物も存在 した可能性のあることを指適できる程

度である。

10.・ 第9号住居llL(図 153・ 154,図版64)

本住居llL支 群宅地造成面の南西端部に位置する大形の円形竪穴式住居量である。宅地造成時の丘

陵斜面の掘 り込みは,本住居址壁面と合せたように円弧状を呈 し,地形の高い倶1の 北西部壁面では

現存する丘陵地山生き土層だけでも,勾配約50度の法面状に深さ約 2.5mも 掘 り込まれ,地形の低

くなる南東部になるにつれて漸次浅 くなっているが,床面がすでに流失している南東端部では壁面

も消滅 している。そしてまた本住居llLの 北東に複合立地する第 8号住居址債1で は,すでに肖J平整地

されているためか,掘 り込み壁面は全 く遺存せず,比高や段差の認められない共通の平坦面となっ

ている。

床面の現存部は地形の低い側の南東端部が流失して若千の下傾をみせるものの,全体としてはほ

ぼ水平な面を保ち,掘 り込み壁面に沿う壁帯溝と,その内倶1約40mに 同心円状に続る溝状遺構の言
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2本が,掘 り込み壁面の遺存する西半部にそれぞれ 2分の 1周 程度遺存するほか,床面中央部に径

l15cm× 131 cm, 深さ12cπ の浅いピット状遺構 1と 柱穴痕約75本分が密集して発見された。これら

の柱穴痕の中には隣接する第 8号住居址と重複するものもかなりあると思われるが,中央部のピッ

ト状遺構を中心に,溝遺構との間に幅約 lπ ～ 1.2πの帯状で円形に続 り,そ の組み合せ関係や構

造は明確ではないが,ほぼ同一立地において何回かの建て替えなり改築が行なわれたことを示 して

いる。現存する 2本の溝遺構については,同一建物内における二重の排水施設とか,宅地造成面と

住居址内との内外に施設された排水溝等の可能性もあるが,前後 2回 にわって拡張された 2棟分の

壁帯溝と仮定すると,内狽1の溝遺構では床面推定径 6.5π ,同床面積33.3だ となり,外側の溝遺構

では床面推定径 8.Oπ,同床面積50.2だとなる。

本住居量の掘 り込み壁面高については,丘陵斜面に大きく掘 り込まれた宅地造成時の法面に,段
状部とか掘り込み角度の変化面が見受けられず,現状では確認することができなかった。 しかしい

ずれにしてもこの掘 り込み壁面に近接 して溝遺構が続 っていることから推察 して,屋根の軒先部は

直接この掘 り込み法面の中間部に密接することになり,雨水等の排水施設をどのように処理 したの

か興味がもたれたが,現状では全 くその痕跡をとどめず不明であった。

なお本住居址支群の埋積土中に,多量の弥生時代の遺物類が遊離包含されていたことは先述もし

たが,その大半は丘陵斜面への掘 り込みが深 く,削平整地面幅の広い第 7号住居址以西に集中して

いた。なかでも本第 9号住居址床面およびそれに近い埋土中からは,サ ヌカイ ト製の打製石器類を

はじめ,約 7確 におよぶサヌカイ ト象J離砕片や,サ ヌカイ ト製打製石器の折損品とか未製品が検出

され注目された。本住居量床面が何回かにわたって整地替えが施されているらしくて,特定の地点

に集中するという形では確認できなかったが,本住居址内においてこうしたサヌカイ ト製打製石器

の製作や,折損品の再製作業が行なわれたことを物語るものと思われる。

第11節 第10住居址支群

1。 第10住居址支群の概要 (図 155,図 版65)

第 9住居l■支群宅地造成面の地形の低い棋1の 南東部に連続して,半同心円形に 2段の棚田状削平

整地面が階段状に造成され, 2段を合せて一つのまとまりをもった住居量支群を形成 している。

上段の造成面は,第 9支群造成面南東端から深さ約 2.7π掘 り降されているが,中間部に幅約 1

π～ 1.2πの棚状平坦面をもつ 2段掘 り込みとなり,平坦面の上半は平均勾配約55度～60度,壁面

高約 lπ ,下半は平均勾配約60度～75度,壁面高約 1.7π の法面状 となり,第 9支群との造成面比

高約 2.8π ,現存掘 り込み壁面上端径約34π,整地面外縁径約32.5π ,現存整地面幅 4.5π～ 5π

を測り,帯状の半円径プランを呈 している。下段の造成面は上段造成面の南東部と共通の中心点か

ら半円形プランで,比高約 1.7π の段差でさらに掘 り降した形状を呈 し,掘 り込み角度は平均約60

度,掘 り込み上端部径約17π ,造成面径約16.5π の半円形を呈 している。上下各造成面とも現存部

はほぼ水平な面を保つが,地形の低い狽1の南東部は崖状の急斜面となり,石井谷と呼ばれる幅の狭

い谷水田の谷頭に設けられた,小規模な農業灌漑用貯水池に面 している。本造成面下段と貯水池水
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第155図  用木山遺跡第10住 居址支群遺構配置状況図

面との比高は約 4π で,貯水池築造工事の際に丘陵斜面が大きく切 り込まれた形状を呈 しており,

地区の人々の話によれば,当該池の改修工事の際に多 くの土器片が出上 したとの言い伝えがあるこ

となどから,本集落址も下方の谷頭部にかけてさらに広がっていたと推察されるが,現状では本造

成面発掘区域までしか調査することができなかった。

また本支群造成面は当丘陵斜面の谷筋部に位置するためか,造成面の中央部は上下段とも幅約10

πにわたって,雨水等の流れによって押 し切られた形状で撹乱され,そ の部分の遺構面はすでに消

滅 していて検出することができなかった。したがって本支群造成面上に現存する遺構は,上段の東

半部に住居址 3棟 とピット状遺構 2,同西半部に住居址 5棟が互いに切 り合い複合 して検出され ,

下段では西端部のみに径 6π 級の円形竪穴式住居量 1棟が遺存 していた。造成面の規模から推察す

ると物理的には上段に 5～ 6棟,下段に 2～ 3棟が同時併存可能であるが,現状ではその実態を知

ることはできない。

本造成面は谷筋に位置しているうえに掘 り込みも大規模で,丘陵斜面の流土によって平均約 2π

の深さに二次埋積しているが,発掘調査にかかる前の現存表土層にも,第 9支群とともに円弧形の

階段状にその輪椰をとどめ,あ らかじめこうした住居llL支群の存在する可能性を予知することがで

きた。造成面内の埋積土は幾段かの層序を示 し,最下層は暗灰黒色有機質土層,上層になるにつれ

て灰黒色度が薄れ,当丘陵を形成する花間岩風化土の黄褐色に近い土層となり,各層とも多量の弥

生式土器片をはじめ石器類を遊離包合していた。このことは下層ほど当時の生活面である灰炭や有

κ

一…291-一



機物を多 く含む土層で埋没し,上層になるほど遺構面下の風化流失土や,斜面上方の流土によって

順次堆積 したことを示 し,谷筋にあたる中央部では遺構面と同様に流れによる層序の乱れを見せて

いた。

各層ごとの遺物については編年的な差異はあまり見 られず,当 集落量全体が比較的に限定された

期間に営なまれたことを示すとともに,天地も混同されているため層序的に分類することもあまり

意味をもたないため,こ こでは一括して取 り扱い後章の出土遺物の項で概述することとした。参考

までに本支群造成面出上の上器片の総重量は521.5珍,石器は石鏃 156,石庖丁 21,石斧 17な ど計

222点である。 土器片について器形が識別できる国縁部片を選んで器形別破片数を数えた結果は,

壺形土器片297(17.0%),甕 形土器片1217(69。 6%)高外形土器片218(12.4%),器 台形土器片

10(1.0%)で あり,そのほかに分銅形土製品 5点が発見され注目された。

なお本支群の発掘調査中に,丘陵斜面の掘 り込み壁上縁部と切 り合う古墳時代の土装墓 2基を発

見 したが,こ れについてはすでに本発掘調査概報第 6集に,「岩田土墳墓群」として報告 している

のでここでは割愛 した。

2.第 1号住居址 (図 156,図版66)

本支群造成面の東半部は,谷筋にあたる中央部を流水等により乱され,ま た東部南半は比高約50

cmの 段差で切断されているうえに,中間部に第 203号 住居址,その東に第 132ピ ットが複合立

地 しているなど,現状では等高線走向に沿う東西長約18π , それに直交する南北最大遺存幅約 3.2

πの,細長 くて不定形な棚田状平坦面となっている。この整地面には掘 り込み壁面に沿う溝遺構も

伴わず,先述の住居址やピット等の遺構配置から,単なる宅地造成面であるかも知れない。しかし

本整地面の東半部には不整然な配置ながら,図示したように柱穴痕11本が発見され, さらに南東部

にも遺存度は低いが約50cmの 段差で円BIt状 に掘 り込まれた,も う一段の削平整地面と柱穴痕 3本が

検出され,柱穴痕内に分銅形土製品や高杯片が混入 しているなど,現状では柱穴の組み合せ関係を

はじめ規模や構造は明らかでないが,こ れ らの整地面を使 って複合立地する建て物が存在 した可能

性が強 く,一応第 1号住居量として取 り扱 った。

3.第 1ビ ット(図 156・ 157,図版66)

本支群宅地造成面北東隅部に丘陵斜面を掘 り込んだ壁面に接 して,第 1号住居址とした整地面を

切って位置する隅丸長方形ピットである。 したがって本遺構の北と東の壁面は,本支群宅地造成面

の掘 り込み壁面と共通壁面となり,西および南壁面は第 1号住居llL現 存整地面から掘 り込まれ,長

軸中心線方位は北84度西を指 し,当 該地の等高線走向とほぼ一致する。各掘 り込み壁面とも垂直に

近い角度で掘 り込まれ,底面もほぼ水平な面を保つ素掘 りの上壊である。比較的に整然とした形状

を呈 し, ほかに何の遺構や 遺物 も認められない。 第 1号住居址現存整地面を基準としての 計浜じ値

は,掘 り込み壁面上端長 246 cπ ,同幅 175 cπ ,底面長 229 cm, 同幅 144 cm, 平均の深さ36卸 であ

る。また丘陵斜面掘 り込み壁面と連続する北壁では,現存地 l島 生き土層で深さ 142 cπ ,東壁では同

122 cπ を測る。
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第157図 第 10支 群 第 1ビ ッ ト 実 測 図

4。 第 2ビ ット(図158,図版66)

第 1ピ ットの西方 140卸 に直列状に並ぶやや不整楕円形プランの素掘 リピットである。本支群宅

地造成面の丘陵斜面掘 り込み壁から南へ約30cπ ,第 2号住居址の東約60cmの ,第 1号住居址現存整

地面から掘り込まれている。東小日の掘り込み壁面は勾配65度の法面状を塁するが,他はほぼ80度

の角度で比較的に整然と掘 り込まれ,底面はほぼ水平な面を保ち,ほかに何の遺構や遺物は認めら

れない。現存部掘 り込み壁面上端長 221 cπ ,同幅 138釧,底面長 192 cπ ,同幅 l17 cπ ,平均の深さ

43cm,長軸中心線の方位北84度東を示す。
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5。 第2号住居址 (図159,図版66)

第 2ピ ットの西方約60cπ に近接 した造成面に,それと並列 して位置する隅丸方形の竪穴式住居址

である。掘 り込みの上端が確認できる現存宅地造成面で,最 もよく遺存する北壁は北85度東の方位

で深さ28印を測るが,地形の低い側の南半部は第 3号住居址により,床面比高約16cπ の段差で掘 り

込まれ,現状では約 2分の 1程度を遺存する。現存する壁面上端東西長4.64π ,同床面長4。 06れ ,

それと直交する南北床面現存幅1.58π を測るが,東壁の西方約 0.8πの床面に約10mの 段差が認め

られるところから,あ るいはほぼ同一立地に複合 したもう一棟の同規模の住居址が存在 していた可

能性もある。

現存部床面は先述の段差を除いてほぼ水平な面を保ち,図示 したように柱穴痕 5本分を発見 した

ほかは, 溝とか焼土面等の遺構は何 も認められなかった。 柱穴痕の配置も現状からでは判然とせ

ず, 4隅各 1本 の 4本柱で構成されたのではと推察できる程度である。

6。 第3号住居址 (図159,図版66)

第 2号住居llLの 南半部を比高約16卸の段差で掘 り込んだ,隅丸方形の竪穴式住居址である。北壁

の方位は北63度東を示 し,第 2号住居址にくらべて若千方位を異にして複合立地しているが,その

先後関係は明らかでない。本住居士は谷筋部近 くに位置しているため,床面の西および南半部は流

水によって大きく撹乱され,現状では北東隅床面を約 4分 の 1程度遺存するのみである。現存部床

面も地形の低い倶1の 南へかなりの下傾を示 し,柱穴痕 3本分を発見したほかには,溝 とか焼土面等

の遺構は何 も認められな くて,本住居址の規模や構造についての詳細は不明である。現存部の形状
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および第2号住居llLと の関連から,床面一辺の長さが約4π前後の,第 2号住居址とほぼ同巧同大

の住居址であったろうと推察できる程度である。

7.第 4・ 5号住居址 (図 160,図版65)

本支群宅地造成面の中央部付近から西半にかけての削平整地面は,丘陵斜面掘り込み壁の中間部

平坦面か ら,さ らに50度～60度の角度で深さ約60m程度掘 り降して肖J平整地されているが,造成面

中央部は谷筋にあたるため流水で大きく撹乱され,ま た地形の低い倶1の 南半部はすでにかなり風化

流失 しているなど,現状では掘 り込み壁面に沿 う東西長約10m,そ れに直交する南北最大遺存部幅

約 3.2π を遺存している。現存部整地面はほぼ水平な面を保つが,その形状から東西 2区画に分け

られる。東半の整地面の掘 り込み壁面は東西に直線状に掘 られ,壁帯溝は伴わず,周 辺部も含めて

柱穴痕 9本分を遺存する。また西半部は推定径約 6.5π程度の円弧状に掘 り込まれ,掘 り込み壁面

に沿 う壁帯溝 l条が綻 り,床面およびその周辺部を合せて柱穴痕21本分と,東端部に80卸 × 156 cm

大の楕円形プランを示す焼土面 1か所が検出され,床面推定径約 6π の円形竪穴式住居址の存在を

想起させる形状を呈している。いずれも現状からでは,柱穴の組み合せ関係や構造については明ら

かでな く,少 くともこの整地面を使用 して, 2棟以上の住居址が複合立地 していたことが推測され

るところから,と りあえず,東半部を第 4号住居llL,西 半部を第 5号住居tlLと して取 り扱 ったので

ある。

なお第 5号住居址とした整地面か らは,二次的堆積ではあるが,かなりの量の弥生式土器片が密

着出上して注目された。 器形の識別できる口縁部片による器種別破片数は, 壺形土器片 35(29.7

%),甕 形土器片69(58:5%),高琢形土器片12(10.1%),器台形土器片 2(1.7%)で あった。

8.第 6号住居址 (図 160,図版65)

第 5号住居址掘 り込み壁面より地形が一段高い西狽1の整地面に,丘陵斜面を切り込んだ壁面に接

して西壁を置 く,小規模な隅丸方形プランを想起させるコの字形の溝遺構が検出された6当該地は

本支群宅地造成面の二段掘 り方状を呈する掘 り込み壁面の棚状平坦部にあたり,丘陵斜面の掘 り込

みの深さは現存丘陵地山生き土層で約46cm,第 5号住居llL床 面との比高約60mを 測 り,現存部平坦

面幅は約 1.5πを遺存する。 したがって本遺構面の南半部は第 5号住居址等の掘り込み壁面によっ

て切断された形状を呈 し,南北の掘 り込み壁はすでに肖」平または風化流失によって消滅され,現状

では地形の高い倶1の 溝遺構約 2分 の 1と ,柱穴凛 2本分が遺存するだけである。現存する溝遺構を

基準とする本遺構床面の一辺の長さは約 2π と推定されるが,現状からでは屋根の構造等にっいて

は明らかでな く,貯蔵庫的なものかあるいは住居址であるのかの識lllも 困難な状態である。

9.第 708号住居l■ (図 161,図 版65)

本支群宅地造成面の南西端部は,丘陵斜面が小尾根支脈状に高まる側斜面にあたり,地形が高 く

それだけに丘陵斜面への掘 り込みや埋積被土も浅 くなり,造成面全体 もかなり風化流動が著しくて

地形の低い南東へ下傾している。したがって各遺構面も半」然としないが,現状で約 8π ×7π の広
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さの整地面痕跡が認められ,地形の高い北西部丘陵斜面掘り込み壁面に沿う長さ約 8πの溝状遺構

1本 と,柱穴痕20本分が検出されたほか,円形竪穴式住居llLの 存在を想起させる形状の掘り込みの

痕跡も僅かではあるがとどめている。

柱穴痕の配置状況も図示したように散在的で,柱穴の深さも10cπ 代と浅 くなっているものが多く

て,すでに流失しているものもかなりあると予想され,現状では住居址とか建て物としての配列を

確認できない。ただ柱穴の分布の広がりや,整地面の面積などから推察して,少 くとも2棟以上の

建て物が複合立地していた可能性が強く,その規模や構造は不明ながら,と りあえず地形が高く溝

遺構を伴う北西半部を第7号住居址,地形が低く円弧状掘り込み痕跡や柱穴痕が散見される南東半

部を第 8号住居址とした。

10.第 9号住居址 (図 162,図版65)

本住居址支群の下段宅地造成面西端部に位置する,径 5。 62π × 6.5π の薦円形プランを示す住居

llLで ある。上段の整地面を掘 り込んだ形状の西倶1の 掘 り込み壁面は,深さ 130cm～ 150 cπ ,勾配45

度～62度で円弧状に大きく掘 り込まれているが,削平整地面に面する北から東にかけては,本住居

址床面との段差や比高は全 く見受けられず,共通の整地面状を呈 し,柱穴痕の分布や土層の感触に

よって本住居ljLの 輸椰を識別 したにすぎない。

本住居址床面および周辺整地面部は,かなりの数の花蘭岩転石の露頭が見 られるもののほぼ水平

な面を保ち,図示したように柱穴痕16本分を検出した。住居l■ の床面が完存 している害1に は柱穴痕

の配置は不整然で,その組み合せ関係や構造を明らかにできなかった。また壁帯溝とか焼土面等の

遺構も伴ず,掘 り込み壁面も傾斜の緩い法面状を呈 し,いわゆる通常の竪穴式住居llLと しての形態

を整えていない。掘 り込み壁面は直接本遺構面に接 しているものの,単なる宅地造成面としての掘

り込みの可能性もあって,本遺構面が円形竪穴式住居址であるのか,そのほか掘立柱状の建て物で

あったのかも半」然としないのである。しかし造成面東半部が谷筋にあたり,すでに大きく撹乱され

て遺構が検出できないとはいえ,柱穴痕がこの円形遺構面に集中することから,当該地に径 6π程

度の規模の円形プランの住居址が営なまれたのは確実であり,柱穴痕の配置が乱れているのは,ほ

ぼ同一立地で数回にわたる建て替えが行われたためと思われる。

なお本支群の上段造成面に位置する第 5号住居址床面の南東部を切 った形の,本住居llL造 成掘 り

込み壁面の中間部に,図版66に 示 したように遊離埋没した状態ではあったが,珪質頁岩の板状原石

と同石材で製作したと思われる半磨製石庖丁 3点が一括出土 した。このことは,サ ヌカイ トを原材

料とする打製石器の生産が本集落tlL内 で行われているのに加えて,数量的には少ないがこうした珪

質頁岩の石材を素材とした,半磨製石庖丁の製作も行われていたことを物語 り注目された。

第12節 第11住居址支群

1.第 11住居l■支群の概要 (図163,図版o7)

第9010住居量支群の南西約30π,本用木山遺跡現存部の最南西端部に位L3_す る住居llL支群であ

―-30■ ―一
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る。そこは用木山丘

陵とさくら山丘陵の

間に形成された,石

井谷と呼ばれる小谷

水田の谷頭に面した

緩傾斜面で,用 木山

からさくら山へ連な

る丘陵尾根支脈と,

第 9010住 居址支

群の間に形成された

丘陵斜面の小隆起部

に挟まれた,小規模

な谷窪状となってい

て,第 10住居址支群

と類似した上下 2段

で構成されている。

本住居llL支 群はこ

の谷窪状傾斜面をほ

ぼ等高線走向に沿 っ

て,直径約34π と同

約18πの上下 2段の

同心円弧形状に掘り

込み,それぞれ地形

の低い倶1の南東部を

棚田状に削平整地 し

て, 2段が連続 した

階段状を呈する平坦

面を造成 して住居址

支群が構成されてい

る。現状では造成面

の上下段とも,その

後の整地替えを伴 う

建て直 しや風化流失

などにより,各遺構

面も判然としない部

分が多いうえ,東西
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の両端部がすでに消滅していてその全容を把握することができなかったが,造成面現存部の規模と

形状 |ま,上段部は等高線走向に沿 う長さ約35π ,それに直交する平均幅約 7π の棚田状円弧形,下

段部は直径約15π の半円形プランを呈している。そして上段部には互いに切 り合い複合立地する住

居址約 9棟分とピット3,下段部には径 9π級のやや規模の大きい円形住居址 1棟を発見したが ,

本造成面の広さや形状から推察 して,物理的には上段に 5～ 6棟,下段に 1～ 2棟の計 6～ 7棟が

同時併存可能であり,本来は 6～ 7棟の住居■で構成される住居llL支 群と考えられる。

本住居址支群の宅地造成時における丘陵斜面の掘 り込み状況を現存地山生き土上面でみると,上

段部は丘陵斜面の傾斜度を若千急にした程度の,勾配約35度～40度 の法面状に,最深部での深さ約

2.4π と大きく掘 りさげているが,壁面はあまり整然とはしていない。 それに較べて下段部造成面

への掘 り込みは,上段部造成面が地形の低い倶1の 南東へ下傾していたり,場所によっては壁面中間

部に棚状部を有する 2段掘 り込みとなっているなど一定でないが,平均して勾配50度～53度 と比較

的整然とした掘 り込み壁面となり,壁面高85cm～ 90cπ ,上段造成面との平均比高約 155∽を測る。

したがって本造成面は発掘調査の時点では,当丘陵表土層の風化上によって約200cm～ 220卸 の深さ

に二次埋没していたが,そ の埋積土は弥生式上器片等のほほ時期を限られた遺物類を多く遊離包含

する,灰黒色有機質土層で占められていた。

発見した遺物類の大部分は本住居址支群が,廃棄された後に,上方斜面の遺構面から土砂ととも

に流入埋積した形状を呈し,天地も混同していて層序的な究明もできない状態であり,ま た第 3～

5号住居址等では床面に密着した形でかなりの量の土器片が検出されたものの造成面の整地替え等

もあって伴出関係の確実性に乏しく, さらに各遺物間に さして時期差も認められないことなどか

ら,こ こでは遊離埋積遺物として一括して取り扱い,後章の出土遺物の項でまとめて概述すること

とした。参考までに出土遺物の量を記すと,土器片の総重量は約 390珍 に達し,そのうち器形の識

別できる口縁部片は壺形土器片357(22.3%),甕形土器片948(59.3%),高不形土器片294(18.4

%)の ほか,分銅形土製品 4,回転台状土器片 2と なり,石器類は石鏃168, 石庖丁21, 石斧21な

ど総数 233点 と,サ ヌカイ トの小砕片約 6.3珍である。その中でも石鏃等のサヌカイ ト製打製石器

およびサヌカイ トの小砕片は,下段の第10号住居llL床 面およびそれに近い埋積土付近から集中的に

検出され,当該地が最も流入埋積し易い地形的条件であることを考慮に入れても,本集落最内の他

支群との出土状況の対比のうえから第10号住居llLを 中心として,打製石器の生産と再製加工が行わ

れたものと推察され注目された。

本住居址支群の周辺部丘陵斜面は,北から北東部にかけてはほぼ原況を保ち,第 2号住居址の北

約 7π からさらに北方にかけては第 6住居址支群が連なり,北東約30π には先述の第 9010住居址

支群が位置するが,西方から南東方にかけてはすでに今次住宅団地造成工事によって,本遺構近く

まで丘陵斜面が削平され詳細を知ることができなかった。例えば西方の用木山からさくら山全連な

る丘陵尾根支脈は,稜線を境にその西方は断崖状に切断され,本造成面の掘り方までの約 oπγ o

πの間には,花商岩の自然転石の多い中に,竪穴式住居llLの 存在を思わせる掘 り込み壁面の一部や

約30本分におよぶ柱穴痕と,かなりの量の上器片などを検出したが,具体的な遺構面としての広が

りや形態を知ることができなかった。また石井谷の谷頭部に面した地形の低い側の南東部で昼■1鋒
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第164図 第 11支 群 第 1 2号 住 居 址 実 測 図

形的にはさらに遺構の広がる可能性をもっているものの,本住居址支群発掘調査区ぎりぎりまです

でに工事が進められていて,それ以上の発掘調査を実施することができなかった。 したがって西方

に所在する惣図遺跡,南のさくら山に所在するさくら山遺跡等の集落址とは,本来地続きで同一集

落遺跡となる可能性が強いものの,その関連性を明らかにできず,一応この地点で調査を打ち切 ら

ざるを得なかったのである。

なお 本住居址支群の発掘調査中に, 第 4号住居llL東 隅部外縁に接 して 上墳墓 1基が 発見された

が,供献遺物から古墳時代後期の所産であることが明らかのため,本発掘調査概報第 6集に「岩圏

土装墓群」として,類 rllと 合せてすでに報告 しているのでここでの記述は省略した。

2.第 1号住居l■ (図164,図版68)

本住居址支群上段部造成面の東端部に位置する隅丸方形の竪穴式住居址である。第 3号住居址整

蛍『
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地面の北東半部を比高約40cπ の段差で掘 り込んでいるが,地形の低い南東部床面は第 3号住居址 tこ

よる床面比高約20cmの 切り込みと,床面も含めての風化流失などのため現状では約 3分 の 2程度の

遺存である。

本住居址の掘 り込み壁面は,第 2号住居址現存部整地面でその上端部を知ることができ,最 もよ

く遺存する地形の高い側の北西部壁面では深さ約 60 cπ ,掘 り込み角度も80度 と急角度で,深 くシ

ャープであるが,地形の低い側の南東部になるにつれて漸次浅 くなり,掘 り込み角度も勾配約55度

～60度の法面状を呈する。また平面形は本住居址支群造成時の丘陵斜面掘 り込み壁面の///状 に影響

されたためか,やや歪みをもった隅丸方形を呈し,等高線走向に沿 う現存掘 り込み壁面上端の東西

幅3.65π ,同床面幅 3.2π ,そ れに直交する南北床面推定長4.04π ,推定床面積約16.5イ を測る。

現存部床面はほぼ水平な面を保ち,図示したように掘 り込み壁面に沿 って床面外周を続る壁帯溝

と柱穴痕15本分を検出した。住居llLの 規模や形状から床面の 4隅各 1本の計 4本柱で構成されるも

のと思われたが,対応すべき場所に柱穴が認められず,第 3号住居ljLと の複合もあって配置状況も

不整然で,そ の組み合せ関係や構造を明らかにできなからた。柱穴痕の配置状態からみて,さ らに

何国かの建て替えが複合 して行われているものと推察できる程度である。

3.第 2号住居址 (図164,図版68)

第 1号住居llL床 面の南西部を比高約20cπ の段差で掘 り込み,その南槙1を 削平整地 した長方形プラ

ンの整地面である。現状では整地面の風化流動による荒れが著 しく,全体が地形の低い倶1の 南へか

なり下傾しているうえに,南半部および東半部はすでに消滅しているらしく,現存整地面は東西約

6.3れ , 南北約 3πをやっと認め得る程度である。この整地面上には図示したように柱穴痕 9本分

が検出されるが,配置状況も不整然で組み合せ関係とか構造は明らかでない6本整地面と複合する

第 1号住居址の柱穴痕と合せても, 4～ 5本単位で直列状に連なる配列が幾つか見られるものの,

建て物としての配置を示さない。しかし整地面が長方形棚田状に整地され,壁帯溝も伴わず,柱穴

痕の広がりなどから推察して,本住居tlLは 竪穴式住居l■ とするよりも, 方形プランの平地式また

は高床式の建て物であったろうと想像できる程度の遺存である。

4.第 3号住居址 (図 165,図 版68)

本住居址支群上段部造成面の東半を占める長方形棚圏状の削平整地面である。この整地面は一度

宅地造成され建て物が営まれていた整地面を,さ らに掘りさげ整地替えしたらしく,地形の高い倶1

の北部と西端部に,本整地面に先行する整地面の痕跡を,部分的な棚状に遺存している。911え ば北

側に残る整地面を見ると,住居址支群造成時の二陵斜面掘り込み壁に平行する東西長 7.4π ,最大

遺存幅 0,8π の整地面に,壁帯溝と柱穴痕10本分を遺存しているが,その南部は整地面比高約40cπ

の段差で掘りおろし,本整地面が造成されている。

この整地面は東端部を第 1号住居址,西半部は第 4号住居tlLに よってそれぞれ大きく切り込まれ

ているうえに,地形の低い側の南半はすでに風化流失されていて,その全貌を知ることができない

が,現存部はほぼ水平な面を保ち,等高線走向に沿う東西長 9.6π ,それに直交する南北最大導存

一-305-一
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部幅2.55π を測る。整地面上には掘 り込み壁面に沿 う長さ約 6π の壁帯溝と,柱穴痕27本分が検出

された。整地面の南半を大きく失なっているためもあって,全容がわからないうえに柱穴痕の配置

状況からは,建て物としての規lll性 も認められない。ただ柱穴痕の大半が掘 り込み壁面に沿 って ,

ほぼ平行する直線状に集中していることから,ほぼ同巧同大の規模の長方形プランの建て物が,同

一立地で 2～ 3回にわたり継続 して建て替えられたものと推察される。

5.第 4号住居址 (図165,図 版68)

第 3号住居LL整地面の南西部を床面比高約25卸 の段差で掘 り込み,その南側に位置する隅丸方形

の竪穴式住居llLで ある。地形の低い側の南西 llFE部 を他の造成面によって一部切り込まれているうえ

に,南床面も含めてかなり流失されているが,幸にして南東隅部を遺存 しているため,ほぼその大

要を知ることができた。 現状では 第 3号住居址整地面において 掘 り込み壁面の上端を確認できる

が,その先後関係は明らかにできなかった。等高線走向および本住居址支群造成時壁面に平行する

北60度東に北西壁を向け,現存掘 り込み壁面上端東西幅4.61π ,同南北幅4.31π ,床面東西幅4.18

π,同南北幅3.99π ,床面積約18.4硝 ,壁面高は最 もよく遺存する北壁部で25cmを 測る。壁面の掘

り込み角度は各面とも勾配50度程度の法面状を呈 し,かなりの流動をみせているものの,床面現存

部はほぼ水平な面を保ち,比較的整然とした正方形に近いプランを示している。

床面には図示したように,掘 り込み壁面に沿 って方形に続る幅14cm～ 20印 ,深 さ 4 cπ ～ 6師の壁

帯溝と,床面中央部の59cm× 73cπ ,深さ40cmの 不定形なピット状遺構,それに柱穴痕18本分が発見

された。柱穴痕の配置状況は一見して不整然に見えるが,直接本住居tlLに 伴うものは,床面 4隅部

にそれぞれ複合 して切 り合 う形状を見せる 4本柱で構成されたものと考えられる。そしてその他の

柱穴痕については,第 3号住居址および本住居llLに 先行するその他の住居llLと の複合するものと推

察され,本住居llLも 柱の取 り替えあるいは同一立地で同巧同大規模の建て替えが,少 くとも 1回 は

実施されたものと考えられる。なお本住居址の東隅部外方に土墳墓 1基が発見されたが,先述もし

たとおり,古墳時代後期の上師器が供献されていて,明 らかに後世の所産であり,直接本遺構とは

関係がないのでZ5と して図示するにとどめ,その記述は省略した。

6.第 5号住居l」L(図 166,図版68)

本住居址支群上段の造成面のほぼ中央部に位置する円形の竪穴式住居tlLで ある。このあたりは造

成面のその後の風化流動が著 しく,造成時の丘陵斜面掘 り込み壁面も勾配約30度 の法面状を呈 し,

造成面も全体が地形の低い側の南東へ大きく下傾して,約 2.5π の間で比高約 0.5π,勾配約12～

14度 もくだるなど,住居址の掘 り込み壁面の痕跡を全 くとどめないほどである。したがって本住居

址 も地形の高い側の北西部造成面に残る半円形の壁帯溝と,それに囲まれる範囲に集中して検出さ

れる柱穴痕約30本分の存在によって,や っとそれと気づ く程度の遺存である。溝遺構の現存カーブ

か ら本住居llLの 床面径を推測すると約 5。 7π ,床面積約25.5硝となるが,床面も大きく乱れ,柱穴

痕の配置状況も不整然であるため,現状からはその組み合せ関係とか構造については不明である。

ただ柱穴痕の数や配置状況か ら推 して,本住居址および本住居址南西部外方にかけて,複合立地す

―-307-一
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る何回かの整地替えを伴う住居址が営まれたらしいことを指適できる程度である。

7.第 6号住居l■ (図 167,図 版68)

本住居llL支 群上段造成面の南西部,すなわち第 5号住居llL南 端部から南西にかけて,地形の高い

償1に あたる造成面の南西部を,北西方面に向けて約 9π の長さにわたって直線的に,前後 4回 にお

よぶ輻較した 掘 り込み壁面の痕跡と, その北東倶1に 長さ約嶽10π , 幅約 5π の削平整地面が存在す

る。この整地面の上層部はすでにその後の風化流動等によって,地形の低い倶1の 北東にかなりの下

傾を示し,そ の端部は本住居址支群下段造成の掘り込みによって切断された形状を呈 しているが,

北西半部に約50本分におよぶ柱穴痕と,南東部に互いに切り合い複合する長方形 ピット3が検出さ

れ,先述の造成面掘 り込みの痕跡と合せて,住居址等を含む生活面の可能性が強 く,一応第 6号住

居llLと して取 り扱 った。

柱穴痕が特に集中して分布するのは当該整地面北西半部の径 6π の範囲である。現状では竪穴式

住居址としての明確な掘 り込みや,壁帯溝などの付帯施設も認められないうえに柱穴痕の配置も不

整然で,柱穴の組み合せ関係とか構造は明らかでない。径約 4.3πで円形に続る柱穴痕の配aljが 認

められるなど,も と円形プランの竪穴式住居址が存在 した可能性が強いことと,柱穴痕の数等から

ほぼ同一立地で,何回かの建て替えが複合 して繰 り返されたらしいことを指適できる程度である6
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8.第 7号住居址 (図 167,図 版68)

本住居tlL文 群上段造成面の遺構群の南西端部に位置する,小規模な隅丸方形の竪穴式住居llLで あ

る。本住居址支群造成時の丘陵斜面掘 り込み壁面に沿 って,北 7度西に 1辺を置いて掘 り込まれて

いるが,地形の低い側の南東部は床面も含めて大きく流失して,現状では原形の約 4分 の 1程度を

遺存する。

現状では最 もよく遺存する地形の高い側の西掘 り込み壁面で深さ約30cπ ,掘 り込み上端のわかる

南北幅 3.4π ,同床面幅 3.1%,それに直交する床面東西最大遺存部幅約 1.2π を測る。床面現存

部はほぼ水平な面を保ち,図示したように柱穴痕を14本分発見 したが,壁帯溝とか焼土面などの付

帯施設は何も認められなかった。柱穴痕についても現存床面全域に不整然に密集する形状をみせ ,

本住居址に直接伴 う柱穴の組み合せとか構造を明らかにすることはできなかった。

なお 本住居址の南西部を 切り込む形で, 竪穴式住居址状の掘 り込み面の一部が 検出されたもの

の, 長さ約 4.2πの 1辺分のみであり, 床面にあたる整地面部分の風化流動により荒れも著 しく

―-309-



て,柱穴痕等の遺構 も判然とせず詳細は不明である。隣接する第 607号 住居址整地面などと合せ

て,当造成面を利用し整地替えを伴う住居l■ の建て替えが,検出した遺構のほかにも数棟分複合立

地 していたものと推察される程度である。

9.第 1～第 3ビ ット (図 168,図 版68)

第 6号住居llLと した整地面の南東端部に位置する。図示 したように十文字形に切 り合い複合する

3基のピット状遺構であるq北東に位置するものから順に第 1～第 3ピ ットとした。これらの各 ピ

ットは造成面の南西部に掘 り込まれた長さ約 6π ,深 さ約30cmと 10cmの 2段の直線状の掘 り込み壁

ん
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7

面に接して,それとほぼ平行あるいは直交 して,長方形箱形に据 り込まれた素掘 り上壊である。

各 ピットとも規模や形状から土装墓状の形態を示 し,本集落llL内 からも幾つか複合 して発見され

た,古墳時代後期の須恵器などを若干数供献 した上墳墓との関連も考えられるが,本遺構内からは

そうした古墳時代の遺物は伴出されず,埋積土中から若千数ではあるが弥生式土器片が検出される

など,ま たその立地的にみてもその時代や性格は判然としないまでも,一応集落l■ に伴 う関連遺構

として取 り扱 った。

各遺構とも第 6号住居址とした整地面から掘 り込まれ,底面は共通 した同一平面状を呈 し,第 2

ピットによって切 り合 うため,各遺構ごとの正確な計測値は求められないが,一部推定も含めての

計浜1値 は次のとおりである。第 1ビ ットの掘 り込み上端長210cm,同 幅 84 cm,底 面長 206 cπ ,同幅

73cπ ,平均の深さ47cπ ,長軸中心線方位北31度西を示す。第 2ピ ットは掘 り込み上端長 192 cπ ,同

幅 124 cm,底 面長 147 cπ ,同幅84cπ ,平均の深さ46卸 ,長軸中心線の方位北61度東を示す。第 3ピ

ットは掘 り込み上端長 214 cm,同 幅89ca,底面長 206 cπ ,同幅70cπ ,平均の深さ33cπ ,長軸中心線

の方位は北37度西を示す。

10。 第8号住居址 (図 169,図版67)

本住居llL支 群の 下段部造成面の ほぼ中央部に位置する, 床面径約 6π の 円形竪穴式住居址であ

る。下段部造成面は第 1～ 7号住居址等の立地する上段部造成面の,地形の低い狽1の南東部を,径
約18π の半同心円形状に掘 りおろして整地 しているが,本住居量はその造成面からさらに掘 り込ま

れ建築された形状を塁 し,本住居llL支 群全体からみても中央部のかなめ的な立地を占めている。

本住居l■ の掘り込み壁面の深さや角度は,造成面がその後の風化流動や整地替え等によってか安

定していないため一定でな く,ま た谷筋にあたる地形の低い倶1の 北東部では,床面の一部も含めて

すでに流失しているなど遺存状態はあまりよくないが,現存部床面はほぼ水平な面を保ち,そ の大

要を知ることができた。それによると本住居址の規模は,掘 り込み上端径約6.5π ,床面径約 6π ,

床面積約28.3グ ,掘 り込み壁面高は最もよく遺存する北壁部で約70cπ ,上段部に位置する第 4号住

居tlLと の床面比高約15cπ を測る。

床面上には図示 したように,床面中央部に径62cm× 87cm,深 さ42cmの 楕円形プランのピット状遺

構 1と ,床面全域から北東部外方の整地面へかけての,約 5.5%× 10.5π の範囲に広がる柱穴痕54

本分を検出したが,壁帯溝とか焼土面等のその他の施設物は何 も認められなかった。柱穴の配置状

況も不整然であり各柱穴の径や深さもまちまちのため,直接本住居址に伴 う柱穴の組み合せ関係や

構造は明らかにできなかったが,柱穴痕の大半は中央部のピット状遺構のまわりを円形に続る形で

分布 し,本住居l■ 円形部の北東外方に分布するものは約10本分である。このことか ら,本住居址は

床面径約 6π の円形住居址が,ほぼ同一立地において同巧同大の規模で数回にわたって建て替えが

繰 り返され,さ らにその北東部においても,そ の形式とか規模または先後関係等は不明ながら,本

住居址と位置をず らして複合立地する住居llLが存在 したと推定できる程度である。

第 13節 第 12住居址 支群

多
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1.第 12住居llL支群の概要 (図 170)

前節までに述べた第 1～第11住居量支群は,用 木山丘陵頂から南東面する急勾配の丘陵側斜面に

かけて,階段状の宅地造成面をつ くりだして,各造成面ごとに数棟単位のまとまりをもつ住居l■支

群を構成 していたが,こ れか ら述べる第12013住居llL支 群は,用 木山丘陵頂から東方へ緩やかに下

降する丘陵尾根支脈上に,住居llL l棟を建てられる程度の小規模な造成を施 し, 1棟単位で散在す

る住居址支群である。

この丘陵尾根支脈は標高92π の用木山丘陵頂から東方へ水平距離で約 150れ ,比高約35π降った

標高57π付近で鞍部を形成 しノ,再び緩やかな隆起を見せて東方の愛宕山丘陵頂へと連なっている。

今回の調査では用木山丘陵頂から鞍部に至るまでの丘陵尾根支脈上を用木山遺跡第 3地点として,

図示したように 5π × 5π の発掘調査区 176区画を設営 して全面発掘調査を実施 した結果,計 18棟

の住居llLと ,それと複合立地する横穴式石室を内部主体とする岩岡第11012号墳の 2基,古墳時代

後期の上壊墓 5基などを発見 した。

これらの住居量は地形が高 く,ま た下降傾斜度も比較的緩やかな丘陵尾根支脈西半部では,尾根

支脈の稜線上にほぼ直列状に住居l■ が立地 して一住居址支群を形成 し,地形が低 く傾斜度もやや急

となる尾根支脈東半部では,第 8住居llL支 群東端部に近い南倶1斜面か ら尾根支脈の鞍部にかけて一

住居IIL支 群を形成 しているようである。 したがって本稿では記述の便宣上もあって,地形が高 く尾

根稜線上に立地する西半部住居 ll「_支群を第12住居llL支 群,地形の低い側斜面から鞍部にかけて立地

する東半部住居llL支群を第13住居址支群として取 り扱 った。

この尾根支脈は傾斜が緩やかであるとはいえ,尾根幅が狭いうえに稜線の平均下降傾斜度は約14

度を測 り,ま た風化侵蝕され易い花同岩地質で形成されていることもあって,その後の丘陵表土層

の風化流失も著 しく,現地表面がそのまま本丘陵の地山生き土層の状況であった。 したがって各遺

構面も遺存度が低 く,直接丘陵地山生き土層に深 く掘 り込まれた,地形の高い側の西半部のみを辛

うじて遺存 しているものなどもあり,土器片とか石器類の出土数も少なかった。また中には住居址

等の遺構全体が,すでに風化流失されて,現在まで残 り得なかったものもかなりあるのではないか

と推測されるほどである。

第12住居址支群は先述 した第 4住居址支群の北造成面の東約15π の地点から,尾根稜線上を東方

へ約40π ,それに直交する南北幅約20π の範囲に立地する,約 8棟の住居llLお よび建て物で構成さ

れている。その中でも,第 4住居l■ 支群に近い地形の高い側の西半部稜線では,第 4住居l■支群造

成面との比高約 2.5π の段差で,東西長約15π ,南北幅約10π の削平整地面が造成され,llFR丸 方形

の竪穴式住居址 l棟 と, 2間 ×3間程度の長方形プランを有する建て物 l棟のほか,その周辺部に

多数の柱穴痕が検出され,弥生式上器片とともにかなりの量の平安時代と思われる土器片が発見さ

れ注目された。

なお この丘陵尾根支脈の鞍部から東方の愛宕山丘陵一帯にかけては, 愛宕山丘陵頂を中心に約

300基 の上墳墓で構成される, 本遺跡とほぼ同時代の愛宕山土壊墓遺跡が所在 し,愛宕山の南およ

び東斜面一帯には同時代集落址が存在するなど,本来用木山遺跡と連る同一集落遺跡の可能性も強

い。 しかし,愛宕山遺跡については,本書のスペースや編集の都合もあって,稿を改めて本調査概

―-313-―
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報第 5集に分轄 して収録せざるを得なかった。また本住居址支群等と複合 して発見調査 した,岩 田

第11012号墳と古墳時代土墳墓についても,すでに本発掘調査概報第 6集に「岩田古墳群」「岩田

土墳墓群」として,稿を改めて報告 しているので本書での記述は害1愛 した。了承のうえ第 506集

を参照していただきたい。

2.第 1号住居址 (図 171,図版69070)

第 4住居llL支 群造成面の東方約15π ,比高約 2.5π降った標高約79.5π の丘陵尾根支脈稜線を,

尾根走向に直交する南北方向に直線状に掘 り込み,地形の低い倶1の 東尾根上に南北幅約10π ,東西

長約15π の平坦面を削平整地 しているが,そのほぼ中央部に所在する隅丸方形の竪穴式住居llLで あ

る。

現状では平面形を完存するものの,掘 り込み壁面の深さは平均約10cmと 浅 く,ま たこの平坦面に

は一部で本住居llLと 複合 してその南東部にかけて, 2間 × 3間 あるいは 2間 × 4間 の長方形プラン

の建て物量と,かなりの量の平安時代と思われる土器片を遊離発見 した。さらに周辺部整地面の約

10π ×13π の範囲内に約30本分におよぶ柱穴痕が散在するなど,個 々の遺構の年代を明確にできな

いまでも,少 くともこの平坦面は弥生時代と平安時代の前後 2回 にわたって,同一立地が複合利用

されたことを物語 っている。

本住居址の現存掘 り込み壁面上端部は,現丘陵表土下約15cm～ 50cπ に埋没 している削平整地面で

はじめて検出されたが,掘 り込み内は図示 したように,一面炭化木材と灰層で覆われ,本住居址が

火災に遭 って焼け落ちたことを示 している。炭化木材等の材質か らみて本住居llLは アベマキを用材

として用い,カ ヤで屋根を葺いていたものと推察されるが,その構造については明確にできなかっ

た。本住居址の規模は,現存掘 り込み壁面上端の東西長4。 62π ,同南北幅4.13π ,床面東西長4.50

π,同南北幅3.80π ,長軸中心線方位は北85度西と尾根走向に沿って東西にやや長い隅丸長方形を

呈 し,現存壁面高は地形の高い倶1の 西壁では27鋼を測るものの,地形の低い債1の 東壁では僅か 2 cm

を遺存するのみである。

床面はほぼ水平な面を保 って完存 し,壁面に沿 って床面を続る壁帯溝 1条 と,床面中央部に炉跡

を思わせる楕円形遺構 1お よび柱穴痕10本分を検出した。壁帯溝は計測場所によって上端幅 3 cm～

9 cπ の差があるが,横断面が上向きの台形状を呈する比較的整然とした形態で続っている。炉跡状

遺構は中央部が凹レンズ状に約 6 cπ ばかり窪んだ楕円形の焼土面,灰層で埋 っているが,そのまわ

りを幅約20cm～ 30cπ ,高さ 4卸～ 5 cπ ,横断面がカーブの緩い円孤状の属平な土手状に囲まれ,外

縁径 143 cπ × 152 cm,内 縁径107× 145cπ を測る。柱穴痕は計10本分が検出されるが,直接本住居量

に伴 うものは 4隅各 l本の 4本柱で構成され,床面南半部にある大形の 2本は本住居址と複合する

長方形建て物,その他の柱穴は本住居llLに 先行する複合住居llLの ものと推察される。 4本柱の各柱

穴中心間の距離はAB間 245 cm,CD間 240 cπ ,AC間 215 cm,BD間 240印を測 り,Aお よびD

柱の根元部は焼け残って直立状を呈し注目された。

また本住居址床面上には前記諸遺構のほかに,南西隅部に台石状の属平な花岡岩板石が置かれ,

北東隅部に砥石,南東隅部と北西隅部を中心にそれぞれ弥生式土器片が密着出土 した。これらの各
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第171図 第12支群第 1号住居l■床面炭化本材出土状況実測図
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第172図 第12支群第 1号住居l■床面出上の土器片実測図

遺物は炭化木材等の出土状況と併せ考えて,本住居址と併存関係のものと推定される。

第 1号住居址床面出土の土器 (図 172)

約50片を発見採取 したがいずれも断片的な小破片である。図示したとおりほぼ単一の編年形式の

土器片で占められ,弥生時代中期後半に比定できる。

壷形土器 (1～ 4)は頸部から口縁部にかけて外反 して立ちあがり,国 縁端部は上下に大きく拡

張されて端面に 4～ 5条の回線文と,頸部外表に 3～ 4条 の凹線文が続る。甕形上器15)の 口縁は 1

片のみの発見であるが, くの字形に外反する口縁部の端部を上下に拡張して,端面に 2条の凹線を

続 らせたものである。壺形土器および甕形土器器底部片 (12～ 14)は 全部で 6片採取 したがいずれ

も平底である。

高不形土器 (6～ 11)は ,外部外表が鋭い稜をもって El縁部はやや内傾して立ちあがり,El縁部

外表に 3～ 4条の回線文が続るが,その凹線文は明瞭なものG)と ,施文後上からなで調整が施され

おぼろとなっているもの(8)と がある。杯部と脚部は同時に筒状に製作され,脚柱上端部を絞 り込ん

で整形 した後,粘土円板で塞いで仕あげられ,脚部は脚端部が拡張されたものllllと 拡張されないも

の住0の 2種がある。llllの 脚裾部に小円孔文が 1条続 らされているが,いずれも内壁部までは貫通 し

ていない。高不の整形仕あげ調整は外部内外面と器表全面はていねいなへら磨きおよびなで調整 ,

脚内部は横方向へ ら削り調整が施されている。
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3.第 2号住居址 (図 173,図 版69)

第 1号住居址床面の南半で一部複合 してその南東外方の整地面にかけて, 2間 ×3間 あるいは 2

FE5× 4間 の長方形に並ぶ柱穴痕の配列が認められ,長方形建て物が存在 したことを示している。こ

の柱穴痕の配列は地形の低い債1の東と南東部がすでに整地面もかなり風化流動していて,東端部の

配置が判然としないため,東西長が 3間 であるのかあるいは 4間 であるのかが明確でないが,長軸

方位を尾根支脈走向と同じく北85度西に置き,両端柱穴中心間距離で東西長 7.2π (4間 の場合は

9。 lπ ), 南北幅 5.6πを測る。

本建て物址の時期については,整地面周辺部に弥生式上器片と平安時代土師器片が混在 して遊離

発見され,そ のいずれと併存するか明確でない。 しかし,第 1号住居址が廃絶 した後に,掘 り込み

壁面上半部を含めて肖J平整地替えしていることや,第 1号住居址床面に位置する本建て物の 2本の

柱穴痕上に,炭化木材や灰層が検出されず,第 1号住居址焼失後に本建て物が建築されたことは確

実である。強いて本建て物の時期を推考すれば,柱穴の形状や配置状況からみて,平安時代の遺構

の可能性が強く,西方に比高約15現 の用木山丘陵頂を背負い,東方を中心とした眼下には比高約60

%の丘陵尾根高所から,肥沃な耕地を一望できる立地を占めているのである。

なお本建て物および第1号住居址周辺の整地面上には,こ のほかにも約30本 におよぶ柱穴痕が検

出されるが,各柱穴の径や深さもまちまちであるうえに配置状況も不整然で,その組み合せとか構
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第174図 第12支群第 2号住居址周辺部出上の土器片実測図(J
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造は明らかにできなかった。ほぼ同一立地の整地面上において,整地替えを伴 う2～ 3棟の住居址

が存在 したことを指摘できる程度の遺存である。また第 1号住居址の東約 2.5π には,土器棺埋葬

を想起させる形状の楕円形小 ピット1と ,柱穴痕の中にサヌカイ ト製打製石槍 1本が埋没している

のが検出され注目された。

第 2号住居llL周 辺の遊離土器片

いずれも破砕 した小断片の

遊離土器片であるが, 第 175

図に示した弥生式土器片と,

(図 1740175)

第 174図 に示 した平安時代土

師器片に大別できる。

弥生式上器片は基本的には

第 1号住居量1床面出上のもの

とほぼ同形式であるが,高外

の外部外表に緩やかな稜をも

ち,日 縁部が外傾して広がり

口縁部外表の凹線文はなでに

よって消され,端部がやや拡

張されて水平面となる上面に

2条の浅い凹線文をもつもの

と,脚部外表の沈線文が櫛状

施文具によって施され,やや

≠

第176図第 2号住居址周辺出上の土器棺実測
時期の降るものが若千見受けられる。

土師器片は土鍋を思わせる鉢形土器(1),は がま状の日縁部に折 り返 しのかえりをもつ深鉢形土器

(2～ 4),甕形土器 (5～ 6),椀形土器 (7～ 14)と 瓦質土器 (15～ 18)である。はがま状深鉢

および甕形土器はいずれも煮炊に用いられたためか,二次的な火力を受けて器表全体が黒 く煤けて

いる。椀形土器はいずれも底部片のみで詳細は不明であるが,焼成は軟質でなで調整されている。

底部に高台をもつものはすべて貼りつけ高台である。瓦器の (16017)は灰白色を呈し,任0底部は

糸切り底,慢0は焼成の軟かい須恵質で明青灰色を呈している。

ビット内出上の甕形土器 (図 176)

第 1号住居址の東約 2.5π の整地`面
の柱穴群中に位置する。土器棺埋葬を想起させるピット内出

上の甕形土器胴部片である。上半部をすでに欠失しているが,器胴最大径部をかなり上位にもつ ,

器壁の薄いつ くりで焼成は良好である。器底部は平底で外面なで調整,器胴現存部外表は縦方向へ

ら磨き,同内面は斜方向のやや荒いべら削 り調整が施されている。

4.第 3号住居址 (177,図版7■)

第 1号住居址の東方約 9。 5π ,比高約 1.5π降った標高約77.5π の尾根支脈稜線を,その走向に
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直交する南北に長さ約 9π にわたって直線状に掘 り込み,地形の低い東侵1を削平整地 した棚田状造

成面である。現存部の掘 り込み壁面の最深部52cm,整地面の南北長約 8.7π ,同東西幅約 4π を測

るが,丘陵表土層の風化流失が著 しく,整地面も全体が地形の低い債1の東方にかなり下傾している

ことから推察して,当 時は整地面規模ももっと広かったものと考えられる。

この整地面には丘陵尾根を切つた掘 り込み壁面に沿 う溝遺構や,いわゆる竪穴式住居址の掘 り込

みも認められず,図示 したように柱穴痕が整地面周辺部を含めて約30本分検出された。柱穴痕の配

置状況は尾根支脈を切った掘 り込み壁面に沿 って約 9π の間に, 9本の柱穴痕が直線状に配列され

るのを除いては,配置状況も不整然でその組み合せとか構造を知ることができなかった。整地面の
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形状や柱穴の配置などから,本住居llLは 竪穴式住居址ではな くて,長方形プランを有する長屋状の

建て物と推測されることと,ほ ぼ同一立地において前後数回にわたる整地替えを伴 う建て直 しが行

われているらしいことを指摘できる程度の遺存である。

なお本整地面上に密着 した状態で若千数の弥生式上器片が遊離発見されたが,実潰」図示できるの

は 7片 である。(Jの甕形土器片は口縁部を くの字形に外反 して,口 縁端部を上下に拡張 しているが ,

端面は横なで調整時の指頭圧によって浅い凹面状を呈している。橡)の壺形土器は頸部か ら口縁部に

かけてやや外反 して立ちあがり,口 縁端部は上下に少 し拡張されて端面に 3条の浅い凹線文と,口

縁部内面に 3個対で 1組となる竹管文が続 らされている。13)の 高杯脚部片は脚裾端部が若千拡張さ

れて外面に稜をもち,脚裾部に小円子L8子Lが ほぼ等間隔で 1列 に続 らされている。現存部外表はへ

ら磨き,脚部内面は横方向へら削り調整であるが,外部との接合部は粘土円板の貼 りつけで塞がれ ,

内面に絞 りめ痕を顕著に残 している。(4)～ (7)は 甕形土器または壷形土器器底部でいずれも平底であ

る。現存部器胴外表は縦方向へ ら磨き,同内面はへ ら削 り,底面外表はなで調整が施されている。

5.第 4号住居llL(図179,図版71)

第 3号住居址整地面の掘 り込み壁の東方約 8.5π ,比高約 2π 降った標高約75.5π の尾根支脈稜

線を,第 3号住居址整地面の場合と同様に尾根走向に直交 して,長 さ約 7π にわたって直線状に掘

り込み,その東側を肖J平 整地した棚圏状造成面である。現存部の掘 り込み壁面の最深部44cπ ,整地

面の南北長約 7π ,同東西幅2.5π を測るが,遺構の風化流動が著 しく遺存状況はあまりよくない。

整地面上には掘 り込み壁に沿 う溝遺構や,いわゆる竪穴式住居址の存在を想起させる掘 り込み痕

跡 も認められず,柱穴痕 5本分と整地面の南外方に長さ 1.9π ,平均幅25cm,深 さ15卸 の溝状遺構

1条を検出したのみである。柱穴痕は尾根走向に直交する長さ約 3.6π の間に 4本がほぼ直線状に

検出されるが,こ れだけでは建て物の構造は明らかにできず,ま た溝状遺構についてもその性格は

おろか直接本整地面に伴 うものかどうかも識別できなかった。整地面が造成され柱穴痕が存在する

ことから,建て物llLと 推察できる程度の遺存である。

6.第 5号住居llL(図180,図版71)

第 4号住居址とした整地面の南東部に接するようにして,一段降った尾根稜線部に位置する円形

の竪穴式住居llLで ある。現状では遺構の大部分はすでに流失していて,地形の高い西側にのみ僅か

にその痕跡をとどめる程度の遺存である。現存部の掘 り込み壁面の最大遺存部高約34cm,床面南北

長約3π ,同東西最大遺存幅lπを測るが,掘 り込み壁面のカーブから推測される床面径は約5π

～ 5。 2π程度である。壁面に沿う壁帯溝の一部と柱穴痕3本を遺存するが,本住居址の構造の詳細

については明らかにできなかった。

7.第 6号住居llL(図■81,図版72)

第 5号住居上の南南東約10π ,比高で約 2π 降った標高約73π の地点,すなわち尾根支脈稜線か

ら南へ約 6π 片寄った,側斜面に臨もうとする肩部に位置する円形の竪穴式住居址である。丘陵表

―-324-一
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土層の風化流失が著 しくて遺構面の大半をすでに消滅して,現状では地形の高い側の北西斜面の掘

り込み壁面と床面の一部を 僅かに遺存する程度である。 しかし掘 り込み壁面の痕跡が北西倶1か ら

1.7π と0.65π の間隔で 3段認められることから, ほぼ同一立地に複合 して若千位置をず らせなが

ら,整地替えを伴 う住居llLの 建て替えが少 くとも 2回以上実施されたことを物語っている。   '

最上段に遺存する北西部整地面は,現状では南北長 1.5π ,東西長 lπ ,深さ約12鋼の鍵形の掘

り込み面が遺存し,その下方を削平整地 しているが,整地面全体がすでに大きく斜傾していて範囲

は半」然としない。壁帯溝も認められず,一見して後述の竪穴式住居■を建てるための,単なる宅地

造成面かとも考えたが,掘 り込み壁に接する部分から北東に向けての約 5π の間に, 3本の柱穴痕

が直列状に検出されることから,規模や形態は明らかでないが,こ の整地面を利用した建て物が存

在した可能性も強いのである。

一方南東部に位置する2棟分の遺構は,幅約65cmで 平行して 2条の円弧形状の掘り込み壁面と壁

―-325-一
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帯溝を遺存し,複合立地するほぼ同巧同大の円形竪穴式住居址と推察される。上段部住居址の現存

掘り込み壁面長約3.5π ,床面最大遺存部幅0.57π ,最大遺存壁面高0.19π を浪せる。現存部床面は

ほぼ水平な面を保ち,壁面に沿う現存長3.3π の壁帯溝と柱本痕1本分を遺存する。また床面およ

び壁帯溝に密着する形状で弥生式土器片 4片 を発見採取 した。下段部住居llLは 先の上段部住居址の

床面を比高約 5 cmの 段差で切り込んでいるが,現存部掘 り込み壁面長約 2.5π ,床面の最大遺存部

幅約1.05π を測る。床面はすでにかなり流失されて全体が大きく斜傾しているが,壁面に沿 う長さ

約 2.3π の壁帯溝と柱穴痕 2本分を検出した。ともに遺存度が極めて悪 く住居tlLの 詳細は明らかで

ないが,現存する掘 り込み壁面のカーブから推測して,いずれも床面径 5π前後の規模のものであ

ったろうと考えられる。

3.第 7号住居址 (図 182,図 版72)

第 5号住居址の東方約13π ,比高にして約 4π 降った標高約71.5π の尾根支脈稜線上に,第 8号

住居址と並存する整地面である。この地域は現地表面か ら約15cm～ 20cπ で丘陵地山生き土上面に達

するが,丘陵表土層の風化流失が著 しくて遺構面の遺存度はきわめて悪 く,や っと掘 り込み壁面の

一部を検出できる程度である。

０

‐

第181図 第12支群第 6号居住址実測図
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丘陵地山生き土上面まで掘 りさげた段階で,尾根支脈走向に直交するほぼ南北に長さ約 5π ,深
さ12むπ

～
14cmの掘 り込み壁面の痕跡と,それに沿う幅約25cmの 浅い溝遺構が検出され,その東倶1に

南北長約 4.5π ,現存部最大幅 1.2π の整地面跡と柱穴痕 4本分が遺存 していた。この整地面は尾

根走向に直交する南北方 Fn」 ではほぼ平 らな面を保つものの,地形の低い東倶1で はすでに流失して大

きく下傾を示 し, 1.2π 幅で約 0。 2π の比高を測るほどである。柱穴痕 4本のうち 3本は南北方向

に長さ約 2.5π の間に直線状に並び,長方形プランの建て物の存在を想起させるものの,その実態

や詳細については不明である。

なおこの柱穴列の東約 2.5π ,比高約0.65π の斜面にも,こ れと同様に約 3π の間に 3本の柱穴

が南北に並び,その近 くにもう 1本 の計 4本分が検出されたが,前者との間には段差があり,ま た

長方形プランとして対応 しないため,そ の関連性とか住居llL構 造については不詳である:し たがっ

Fこ こでは柱穴痕の存在を指摘するにとどめたい。

9。 第8号住居址 (図 182,図版72)

第 7号住居址とした整地面のす ぐ北狽1に 隣接 して並ぶ,隅丸方形竪穴式住居量の一辺を想起させ

る掘 り込み壁面および溝状遺構の一部と,柱穴痕 2本 である。現状では掘 り込み壁面の高さはほと

んど認められず,長さ約 3.5π ,幅 25cπ ～40cm,深 さ16cm～ 18cmの 溝遺構の存在によって,や っと

それとわかる程度の遺存である。

溝遺構の両端部が隅丸方形状に東方に折れ曲り,その東方に現存南北長約 3.2π , 東西幅約 1.1

πの整地面と,溝遺構に平行する柱穴間中心距離 1.2πの 2本が認められるところか ら,床面の一

辺長約 3.5π程度の隅丸方形竪穴式住居llLで ある可能性が強いと推察される。

第 14節 第 13住居 t■支群

1.第 13住居llL支群の概要 (図 170)

第12住居llL支 群が東方に緩やかに下降する尾根支脈稜線上に立地 しているのに対 して,第13住居

llL文 群は第 8住居量支群宅地造成面の北方約12π ,比高約 4π登 った標高約71π の尾根支脈南倶1斜

面中腹部から,東北東の標高約58π の尾根支脈鞍部にかけて約65π の範囲に,ヽ 約■0棟分の竪穴式住

居址が各 々段差をもって帯状に連 らなって住居址支群を形成 している。当該地は丘陵表土層の風化

流失が著 しく,現存表土層も約15cm～ 20cmと 浅 くなっていて,各住居址遺構面も地形の低い倶1の南

東半部は,床面も含めてすでに大部分を流失していた。 したがって各遺構面の保存度はもとより伴

出遺物の量も極めて少量で,各住居llL個 々の営まれた年代も明確にできない程である。そうした中

で鞍部に立地する第 8号住居址は,床面に多量のサヌカイ ト砕片を遺存 し,打製石器の製作址を想

起させる形態を示 し注目された。

2。 第 1号住居址 (図 183,図 版72)

第12住居址支群第 6号住居 llLの 南東約 9π ,第 8住居址支群第 6号住居址 の北約12π の,丘陵尾

一-328-一
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第183図 第13支群第 1号住居llL・ 第 1～ 2ビ ット実測図

根支脈南倶1斜面中腹部に位置する円形の竪穴式住居址である。現状では遺構面の大半をすでに流失

していて,地形の高い倶1の 北斜面部に直接掘 り込まれた円弧状の浅い掘 り込み壁面の痕跡と,その

南側に床面の一部を遺存する程度である。

掘 り込み壁面は現存部の最 もよく遺存する部分で深さ約40cπ を測 り,約 3分の 1周 分を遺存して

いる。この現存掘 り込み壁面のカーブから本住居上の規模を推定すると,床面径約 6π程度であっ

たと考えられる。床面は等高線走向に沿う北東方向にはほぼ水平位を保つものの,地形の低 くなる

南東方向へは全体がかなり下傾を示し,現存部幅約 4.7πの間で比高約70caを 測る。

床面部には図示したように柱穴痕 7本分と,床面南東部にピット状遺構 2を検出したが,いわゆ

る壁帯溝とか焼土面等のその他の付帯施設は何 も認められなかった。柱穴痕の配置状況は,掘 り込

み壁面の現存部カーブか ら推 して,床面中央部と思われる部分に 1本と,それを中心として径約 4

πで半円形にほぼ等 FE5隔 で続る 4本が認められ,中心柱 1本 と,それを取 り囲む 6本程度の円形に

配された柱によって構築された円形住居址と推定される。                 ||



3.第 1・ 2ピ ットCtt183)

第 1号住居llLの 地形の低い倶1の 南東部外方斜面に位置する第 1ピ ットと,同床面東縁部で第 1号

住居llL掘 り込み壁面と切り合 う位置に所在する第 2ピ ットである。

第 1ピ ットは長軸中心線方位を北65度東に置く,現存部掘 り込み上端長径85cm,同短径47cη ,底

面長径75cm,同短径34cm,深 さ平均13cπ の長楕円形プランの小規模で浅いピットである。底面はほ

ぼ水平な面を保ち中央部に径21 cπ ×23cπ ,深さ44cmの 柱穴痕 1本が掘 り込まれている。

第 2ピ ットは長軸中心線方位を北60度東に置き,現存部掘 り込み上端長径 128 cm,同 短径94cm,

底面長径82cπ ,同短径63cm,現存平均深 140 cmの ,楕円形プランで掘 り込みの深い素掘 り上墳であ

る。掘 り込み壁面はほぼ垂直に近 く,部分的に袋穴状を呈 し,床面はほぼ水平である。両 ピット状

遺構の中心間距離は約 2.6π と近接しているものの,両者の形態とか構造は大きな差異をみせ,使

途および目的,あ るいは複合する第 1号住居址との関係などについては明らかでない。

4.第 2号住居址 (図 184,図 版73)

第 1号住居址の東約12π ,比高約 4π の標高約67π の丘陵尾根側斜面,第 8住居 l■群宅地造成面

の北東部に連なる形状で位置する隅丸方形の竪穴式住居l■ である。本住居址も遺構面の流失が著 し

く,現状では地形の高い側の北西半部約 2分の 1を遺存する。掘 り込み壁面は等高線走向に沿って

北東方向に向けて一辺を置き,その南東部に隅丸方形の床面をもつ形状に掘 り込まれているが,北

隅部に長さ 2。 7π ,幅 O.34π の段状部を呈する 2段掘り込み状があり,その性格とか本住居址との

直接的な関係は明らかでない。現存掘 り込み壁面上端の東西長7.75π ,同床面長 5.6π ,それに直

交する床面最大遺存部幅2.12π ,壁高は最大遺存部で0.36π を測る。

現存部床面はほぼ水平な面を保ち,IFEり 込み壁面に沿う壁帯溝 l条 と,29cm× 51cπ の楕円形プラ

ンを塁する焼土面 l面 ,それに柱穴痕10本分を検出した。柱穴の組み合せは中央柱 1本 または柱穴

中心間距離 1.3πで並ぶ中央 2本柱を, 4隅 各 1本 の 4本柱または 4隅各 l本 に長軸中軸線上に各

l本の計 6本柱で取 り囲む構造 と推察されたが, 詳細は不明である。 その他 4本 の柱は径 も小さ

く,ま た掘 り込みも浅いことか ら,本住居l■ 建築に伴 う補助的柱,ま たは本住居址に先行する住居

址などの遺構が複合するものと考えられる。

なお本住居llLの 遺構発掘に伴い,床面に遊離密着する 4片 の弥生式土器片を発見 したが,いずれ

も断片的な小破片であり,今まで述べてきた土器片と同様の弥生時代中期後半の時期のものである

ため,こ こでは指摘するにとどめ個々の上器片についての記述は省略する。

5.第 3号住居llL(図185,図版73)

第 2号住居llLの 東約 9π ,比高約1.7π ,標高約66π の尾根支脈狽1斜面に位置する整地面である。

丘陵側斜面の等高線走向に沿つて北東方向に約 7.2π の直線状に掘 り込み,その南東債1に 長さ約 7

π,それに直交する現存整地面幅約 2π の,長方形プランの棚田状削平面を造成している。現存部

整地面はほぼ水平な面を保ち,掘 り込み壁面高も最大遺存部では約52cπ を測るが,遺構面の規模や

流土の状況から推 して,原況は今少 し整地面幅が広かったと思われる。
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現存部整地面には図示したように柱穴痕10本分が検出されたのみで,掘 り込み壁面に沿 う壁帯溝

とか,焼上面などの付帯施設は何も認められなかった。柱穴痕は掘 り込み壁面の南東約75cπ にそれ

とほぼ平行 して直線状に,約 4.7π の間に 4本の柱穴がほぼ等間隔で直列する配夕Jと ,その周辺部

に不規則な配置を示す小形柱穴痕 7本である。本整地面に直接伴 う柱穴は直夕」状の 4本の柱と考え

られ,すでに流失して傾斜面となっている南東部に対応する柱穴があつて,長方形プランの 1間 ×

3間 ,あ るいは棟部のみ 1列 3間 の長方形プランをもった長屋状建て物であったと推察され,その

他の柱穴は本住居址の補助的な柱または複合立地する住居llLに 伴 うものと考えられる。ちなみに直

列 4本の柱の中心間距離は南西から1.45π ,1.60π ,1.65ηしである。

6.第 4号住居址 (図 186,図 版73)

第 3号住居址の北東約15π ,比高で約 2π 降った標高約64π の尾根支脈稜線に近い位置に,第 5

号住居址とその一部を切り合 って南北に並存するllF」丸方形の竪穴式住居址である。本住居IILは 第 5

号住居llLの 南端部床面の一部を,床面比高約12cmの 段差で切 りこみその南倶1に 位置するが,現状で

はその大半をすでに流失し,地形の高い倶1の 北西隅部にあたる掘 り込み壁面と,床面の一部を遺存

する程度である。
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現存部の掘 り込み壁面は,丘陵斜面の等高線走向にほぼ沿った北18度束の方向に約 4.3π と,そ
の北端部から隅丸方形状に東に折れ曲る約 Q.lπ を遺存 し,その掘 り込みの深さは最大遺存部で約

40cmを測る。床面は掘 り込み壁面に沿 う南北長約 4π ,それに直交する東西最大遺存部幅約 1。 9π

を遺存している。現存部床面はほぼ水平な面を保ち,掘 り込み壁面に沿 う壁帯溝 l条 と,柱穴痕 4

本分を検出するが,床面の遺存面積が少ないうえに,第 5号住居址との切り合い関係もあって,柱
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穴の配allと か構造等については不明である。現存部の形状から推察して,床面一辺長約 4π 前後の

比較的小形の隅丸方形の竪穴式住居址であつたろうと考えられる程度である。        一

7.第 5号住居址 (図 187,図版73)

第 4号住居址とその一部を切り合って北側1に 位置する円形の竪穴式住居llLで ある。現状では遺構

面の風化流失が著しく,地形の高い西倶l稜線部に,約 3分の 2周 程度の円弧状掘り込み壁の痕跡と,

その東債1に 南北約 4.5%,それに直交する最大遺存部幅約 1.8π の床面を遺存する程度である。

現存する掘 り込み壁面のカーブから本住居tlLの 規模を推定すると,床面径約 7π前後の比較的大

形の円形竪穴式住居l■_と なるが,現在確認できる壁面高は,最大遺存部で18caを 測る程度である。

床面部は等高線に沿う南北方向ではほぼ水平位を保つものの,それに直交する東西方向では大きく

地形の低い倶1の東に下傾を示 し,現存掘 り込み壁面に沿 う壁帯溝 l条と,床面と推定される範囲内

に計14本分の柱穴痕を検出した。しかし柱穴痕の配列および構造等については,現状か らは明確に

できなかつた。強いてその配置を推考するとすれば,径約 4.5π 程度で 6～ 7本の柱が円形に続つ

ていたのではと考えられる程度の遺存である。

なお本住居tlLの 床面部南端にあたる部分に, 尾根支脈稜線に直交する形で 長さ約 3π の溝遺構
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~ ‐
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と,その周辺を中心として約 6π ×7π の範囲に柱穴痕 8本 が不規 ll」 に散在 し,ま た本住居址の北

約 8π の尾根支脈稜線上にも,長さ約 4π の掘 り込み壁面を思わせる遺構が検出された。ともに遺

構面の風化流動が著 しくて,詳細は全 く不明であるが,こ のあたりは丘陵尾根支脈の鞍部に近 く,

傾斜が緩やかになっているうえに,尾根稜線幅も約18π と広いこともあって,現状ではその存在を

知ることができないが,すでに流失消滅した幾つかの住居址が複合立地 していた可能性が強い。さ

らに本住居l■床面部南東から東方にかけての約 5π × 8π の範囲にかけては,須恵器 2～ 4点を菖J

葬する古墳時代後期の上壌墓 4基 が発見されたが,こ れら土墳墓については,すでに本発掘調査概

報第 6集に「岩田土墳墓群」として,稿を改めて報告 しているので,こ こでの記述は省 lEEし た。

8.第 3ピ ット (図 188,図 版75)

第 5号住居址の掘 り込み壁面の北東約10π 標高約61.7π の尾根支脈稜線に単独で立地する円形プ

ランの素掘 リピット状遺構である。現存する掘 り込み壁面上端の南北径96cm,同東西径92釧 ,底面

南北径76cπ ,同東西径76cm,掘 り込みの深さは地形の高い償1の 西壁で52cm,地形の低い東壁で23cm

を浜じる。底面はほぼ平 らな面を保つものの,伴 出遺物が発見されないため,本集落llLと 直接関係を

もつ遺構であるのかどうかも明確ではない。

9。 第 6号住居l■ (図 189,図版74)

第 4・ 5号住居址 の現存掘 り込み壁面の東方約122,

稜線南肩部に立地す る隅丸方形の竪穴式住居址である。

比高で約 4π 降った標高約60π の尾根支脈

丘陵表土層の風化流失が著 しく,現状では
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地形の高い狽1の西半部を約 2分の 1程度遺存 している。丘陵斜面の等高線走向に沿って北25度東の

方向に一辺を置いて掘 り込み,そ の地形の低い倶1の 南東部に床面をもつが,現存部掘り込み壁面上

端長4.27π ,同床面長3.91π ,それに直交する南北床面最大遺存部幅2.02π ,壁面高は最もよく遺

存する西壁で36cmを 測る。

現存部床面はほぼ水平な面を保ち,掘 り込み壁面に沿 う壁帯溝を有するが,西壁部中央部から床

面中心部に向けて約 lπ 溝状遺構が施設されており注目された。柱穴痕は現存部床面に 3本 と,す

でに床面を消滅 して南東部斜面となっている部分に 2本の計 5本を検出した。この 5本 の柱穴はち

ょうど本住居址床面の 4隅各 1本 とその中央部 1本の配列となる。各柱穴中心距離は南北 2.3π
,

東西 2.2π の方形となり,中央部柱穴はその対角線交点に位置している。したがって本住居llLは ,

4隅各 1本 と中央柱で構成された,床面の一辺長約 3.9π のやや小形の隅丸方形竪穴式住居址とい

える。

10.第 7号住居址 (図 190)

第 6号住居址の北東約15π ,比高約 lπ 降った尾根支脈鞍部にあたる稜線上に第 8号住居址が立

地 しているが,こ の第 6号住居址 と第 8号住居址の中間部にすでに掘
‐
り込み壁面とか整地面を流失

して現状ではその痕跡を認められないものの,図示 したように約 5π 四方の範囲の緩傾斜面に,柱
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穴痕 6本 と焼土面 1面 が検出された。柱穴痕の配置状況も現状では不整然であるうえに散在的で,

その組み合せ関係とか配列は明らかでないが,焼土面は先述の第12住居址支群第 1号住居址床面中

央部炉跡と同巧の,ま わりに帯状の上手を続 らして,中央部がやや窪みをもつ楕円形プランの形態

を示 し注目された。焼土面の外縁径104cπ ×120cπ ,同 内縁径68cm× 80cm,深 さ 8 cπ を測る。以上の

ことから当該地においては,現状ではその規模や形式は一切不明であるが,一部で第 8号住居址と

切 り合い複合する住居址 1棟 が存在 していたものと推察されるのである。

11。 第8号住居址 (図 191,図版74)

標高約59.5π の丘陵尾根支脈鞍部にあたる稜線上に位置する円形の竪穴式住居址である。地形の

低い倶1の 南東部をすでに床面を含めて流失していて,現状では原形の約 3分の 2程度を遺存してい

るが,ほ ぼ平坦地となった尾根上に立地 しているためか,掘 り込み壁上層部はすでに流失して浅 く

なっているものの,床面現存部の保存状況は良好であった。現状で全径を計測できる北東方位の現

存掘 り込み壁面上端幅7.35π ,同床面径7.22π ,推定床面積約41グ,最 もよく遺存する西倶1壁面高

0.18π を測る。

現存部床面はほぼ水平な面を保ち,掘 り込み壁面に沿って床面外縁を円形に続る壁帯溝 l条 と,

床面中央部に楕円形プランのピット状遺構 1,そ れに床面上に柱穴痕11本の他本住居l■ 外周部に 7

本の柱穴痕を検出した。壁帯溝は上端幅14cm～ 20cπ ,深さ 6 cπ ～13cmと 計測地点でかなりの差があ

るものの,横断面形が逆台形を呈する比較的整然とした溝である。中央部 ピット状遺構は,住居址

床面での長径 140 cπ ,同短径95cm,底面長径87cm,同短径43π ,深さ38cm,長軸中心線方位北40度

東を指す楕円形プランの,縦横断面形とも逆台形を示す素掘 り土墳で,掘 り込み内は灰混りの有機

上で埋没していたが,焼土化などは認められなかった。

柱穴痕は配置が不規則なものもあるが,お よそ掘 り込み壁面か ら床面内方へ柱穴中心までの距離

で約 1.3π 入ったところに, 7～ 8本 で径約 4.7%程度の円形に続る配列と,中央 ピットを南北か

ら鋏む形状で柱穴中心間距離2.05π の 2本の柱穴が認められ,中心柱 2本 とそれを円形に続る 7～

8本の柱で構成されたものと推察される。そしてその他の床面の柱穴は,本住居tlL構 築に伴う補助

的な柱または,住居址外方に散見される柱穴痕と合せて,本住居址 と切り合い複合する住居址の痕

跡の可能性もある。ただ本住居址掘 り込み壁上端部の外縁から約 lπ 離れた地点に計 3本の柱穴が

散見され,あ るいは本住居址屋根端部かと注目されたが,表上層の風化流失が著しいうえに,その

o                15Cm

第13支群第 8号住居l■床面出上の土器実測図第192図
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7

他の関連する柱穴が検出できず明らかにすることができなかった。

なお本住居llL床 面か らは後述するような,かなりの量の弥生式上器片が遊離発見されたほか,中

央部 ピット状遺構の北側床面上に,径約95cπ ×80cmの 楕円形状の範囲内に,約 280夕 のサヌカイ ト

小砕片と石鏃 8,石錐 lが発見され,本住居址内において打製石器の製作または再製が行われたこ

とを物語 り注目された。

床面出土の土器 (図 192)

約20片の出上である。器形の識別できる国縁部片は壺形土器片 3,甕形止器片 1,高琢片 2,器

台片 1で あるが,そのうち実測図示できるものは器底部も含めて 6点である。甕形土器(Jは 口縁部

を くの字形に外反させ,端部を上下に拡張 して端面に 2条の凹線文を続 らせているが,後にその上
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からなで調整が施されて回線文は浅 くおぼろとなっている。壺形土器鬱)は頸部から口縁部にかけて

やや外反 して立ちあがり,日 縁端部を上下に拡張 しているものの,凹線文は認められず横なでにょ

る浅い凹面状を呈している。器底部 (5～ 6)はいずれも平底である。高不椰)は杯部外表に丸味を

もった浅い稜をもち,日 縁部は外傾して立ちあがり,日 縁部外表に 6条の回線文が続る椀状を呈 し

たものである。器台片(41は 脚裾部の断片で詳細は不明であるが,裾端部の拡張はさほどな く,端面

は指頭なでによる凹面を呈し,脚裾部に浅い 5条の凹線文が続る。現存部外表はなで,内面はやや

荒いへら肖Jり 調整である。

12.第 9010号住居址 (図 193,図版74)

第 8号住居llLの 北西約 7π の,尾根平坦面の北狽1斜面に臨もうとする肩部に第 9号住居址,その

東に隣接して第10号住居址が立地 している。

第 9号住居 l」Lは 隅丸方形竪穴式住居址状の 掘 り込み壁の一部と, その東債1に 整地面を遺存する

が,すでに遺構面の大半は流失して,現状では地形の高い倶1の 北西隅部を遺存するのみである。現

存部掘 り込み壁面は等高線走向に沿った北25度西の方向に直線状に約 4.2π ,その北端部から直角

に折れ曲って東方に約 2.lπ遺存 し,最 もよく遺存する西壁部で壁面高21cπ を測 り,整地面は南北

長約 4.177b,そ れに直交する東西長約 3.7π を遺存 している。

現存部整地面は等高線走向に沿 う南北ではほぼ水平位を保つものの,それに直交する東西では地

形の低い倶1の 東北東方向にやや下傾を示 し,掘 り込み壁面に沿つた鍵形の壁帯溝 1条 と,床面北西

隅部に54cπ ×75cmの 楕円形プランを呈する焼土面 l面 ,それに柱穴痕11本分を検出した。柱穴痕は

図示もしたように配置状況も不規則であり,掘 り込み壁面の西外方にもさらに 2本が検出されるな

ど,直接本整地面に伴 う柱穴の配rllと か構造を知ることはできなかった。したがって本遺構が隅丸

方形竪穴式住居址であるのか,長屋状の長方形建て物の整地面であるのかも明らかでない。柱穴痕

の数および配置状況から,本遺構面を中心にほぼ同一立地に複合 して, 1～ 2回 の整地替えを伴 う

住居の建て替えがが行われたらしいことを指摘できる程度である。

第10号住居址は掘 り込み壁面の痕跡とか,溝状遺構や整地面などの遺構は何も認められないが,

第 9号住居l■_の 東緩斜面の約 4.5π 、 6π程度の範囲に柱穴痕 7本分が検出された。先述の第 8号

住居llL北 東部外方の 5本の柱穴痕との関連や,当該地の地形的条件などから併せ考えて,現状では

すでに遺構面としての体は示さず,その規模や形状 も一切明らかでないものの,住居址の存在 した

可能性がきわめて強いため,と りあえず第10号住居llLと して取 り扱つた次第である。

章 出 土 遺 物第 5

第 1節 遺物の出土状況

本遺跡の発掘調査にともなう出土遺物は,先に稿を改めて報告 した本遺跡と複合立地する,岩 田

古墳群および岩日土墳墓群関係を除 くと,土器片約4,300珍 ,石器類1,846点 ,炭化した ドシグ リ|や
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桃の実などの植物遺物若千,それに火災に遭って焼け落ちた住居iLの 炭化木材少量である。これら

の出土遺物は,第 7住居l■ 支群鍛治炉周辺や第12住居址支群第 2号住居址周辺遊離出上の,平安時

代および鎌倉時代の若干の遺物を除いては,いずれも弥生時代中期後半を盛期とする,時期幅が比

較的限定されたほぼ同一時代の遺物で占められ,遺跡の保存度や発掘調査面積の割には,種類およ

び量ともきわめて豊富であった。

これらの遺物の大部分は,本遺跡が風化侵蝕されやすい花闇岩質の,それも尾根幅の狭い丘陵尾

根支脈稜線か ら,平均勾配が30度 に近い急傾斜の狽1斜面にかけて立地 しているうえに,大規模な宅

地造成や整地替えが繰 り返されていて,各遺構ともすでに大きく流失しているものが多 く,その後

の二次的堆積層内に遊離埋没していた。 したがって住居llL床 面などに密着 して,直接個々の遺構と

同時性を示す伴出例はきわめて少なく,た とえ床面から密着出上 しても流土とともに遊離埋積 した

ものか,整地替えなどに伴 う天地返しなどによるものか,その共伴関係を明らかにできない状態の

ものも多かった。各遺構と比較的に時期差のない遺物として指摘できるのは,第 4住居址支群第12

号住居址,第 5住居址支群第 2号住居址,第 7住居址支群第 1号住居j■ ,第 8住居址支群第 3号住

居llLな ど,計 7か所の住居llL床 面から掘 り込み壁内にかけて発見された,各住居l■廃絶後比較的短

期間のうちに埋没したと考えられる,一括土器溜り出土の上器片程度である。また完形あるいは完

形に近い形を保つ遺物も,一部の石器類を除 くほかには検出されず,ほ とんどのものが断片的な遊

離破片としての出上である。

さらに各発掘調査区単位または各住居址支群単位での出上遺物の量は,住居量などの遺構の分布

密度とか規模などよりも,その立地部の地形的条件によって大きく左右され,遺構の保存度や流上

の二次的堆積層の遺存度に比Fllす るようである。すなわ.ち 丘陵尾根上とかそれに近い俣1斜面に位置

する遺構部では,丘陵表土層の風化流失が著しいうえに上方斜面か|ら の流土堆積も少な く,肖じ平整

地面や住居llL床 面などの遺構面も大きく流失して原況を損なわれ,現存する遺構面も現地表か らき

わめて浅 くなり遺物の出土量も僅少である。それにくらべて倶1斜面部を大きく深 く掘 り込んで,段

状の大規模な宅地造成面を整地 した第 7住居llL支群や第 8住居址支群,ま た傾斜がやや緩 くなる谷

懐状部に位置する第 9住居量支群～第11住居址支群では,各遺構面とも風化や流失などによりかな

り損傷されてはいるものの,上方斜面からの流上が埋積しやすい地形を呈 し,二次的堆積土層も深

いところでは 3π を越えるなど,それだけに上器片や石器類などの出土遺物の量も豊富であった。

しかもこの堆積は比較的早い時期のそれもかなり短期間のうちになされたらしく,堆積層の下半

部は多量の遺物類を包合する灰黒色有機上層,その上半部は有機物をほとんど含まない当丘陵地山

の風化土層とに明確に分離され,当 該地における丘陵表土層の風化流動の大きさを示すとともに,

早い時期に流動埋積 した有機上層が,その後は比較的に安定 した状態を保っていることを示 してい

る。また現在では遺構とか灰黒色有機上層をほとんど見ることのできない,用 木山丘陵頂に立地す

る用木古墳群第 1号墳とか,そ こから分岐する丘陵尾根支脈稜線上に位置する岩田古墳群第 8号墳

は,いずれも墳丘下に弥生時代の竪穴式住居址 と複合 し,墳丘 も弥生式上器片等を多量に包含する

灰黒色有機上が 盛 りあげられているなど, かっては 用木山丘陵頂か らその尾根支脈稜線にかけて

も,弥生時代住居址を含む生活面が存在 していた可能性を示唆している。さらに遊離発見 した遺物
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のなかでも,た とえば水平距離で約20π ,比高約12π 離れた,第 5住居址支群および第 9住居址支

群か ら出土 した土器片が同一個体であつたり,ほ ぼ同じ高位に並存する第 9住居址支群と第11住居

址支群内で,約50%の 距離を離れて発見 した打製石庖丁が接合復元できるなども,当該丘陵におけ

る流上の大きさを物語る一端といえようo

本遺跡は用木山丘陵頂か ら東と南西に向けて延びる丘陵尾根支脈稜線と,その南面する側斜面一

帯に広がる集落址であることか ら,そ の遺跡範囲において発見された遺物類は,た とえ個々の遺構

との直接的な共伴関係は明確ではないにしても,すべて本遺跡にともなうものと考え られる。幸い

にして本遺跡出上の遺物は時期幅も比較的に狭 く,あ る一定の期FElを 限って営なまれた集落遺跡と

推察される。また住居址床面に密着出上の遺物とか土器溜 り出土の土器片など,直接個々の遺構と

共伴を示す遺物については,すでに各遺構の出土状況の項で極力併記 してきたので,こ こでは遊離

出上の遺物を中心に,出 土地点にはあまりこだわ らないで各器種ごとに一括 して取 りまとめ,その

概要を記すことにする。

なお本遺跡出土遺物のなかで分銅形土製品が33点 と多数発見され,さ らに当該事業地内所在の,

さくら山遺跡15点,愛宕山遺跡 2点,惣図遺跡 2点 ,門前池遺跡 3点をカロえると計55点 にもおよび

注目された。

この分銅形土製品についてはかねてより学友東潮君 (現在奈良県立考古博物館勤務)が研究され

ており,今回「東高月遺跡群出上の分銅形土製品」として,当 該事業地内出上の全分銅形土製品に

ついての集成を含めての成果を寄稿いただいたので,巻末に項を改めて掲載した。したがつて本遺

跡出上の分銅形土製品については,記述の重複を避けるためもあって本稿では害J愛 した。了承を乞

うとともlこ「東高月遺跡群出上の分銅形土製品」の項を参照願いたい。

第 2節 土 器 類

1.出土概況

本遺跡の発掘調査にともなう出土土器片の総重量は4267.8しである。各住居
‐
l■ 支群単位での出土

量は第29表 に表示したとおりである。住居址床面等各遺構面に密着出土するなど直接個々の遺構と

共伴関係を示すものは,総検出遺構住居tlL 124棟, ピット20穴 の中でも,第 1住居址支群第 102

号住居llL床面,第 2住居址支群第 1ピ ット内埋積,第 12住居址支群第 1号住居址床面など計24遺構

と少ない。しかも l遺構あたりの出土量も数片程度の断片出土と僅少であり,各遺構の遺存状況と

併せ考えて共伴の確実度も低い。また土器溜りにしても第 4住居址支群第 8～ 12号住居tlL,第 7住

居址支群第 1号住居址など7か所を検出したが,いずれも各遺構の本来の機能を消失した後に,意

識的投棄あるいは流入埋積した形状を呈し,厳密な意味での同時性を示さない。そのためか発見 し

た土器類の大部分は,本遺跡地内において流動埋積した二次的堆積土層内に遊離包含され,完形を

保つとか接合により完形近 くとに復元できるものはほとんど存在せず,断片的な小破片が圧ell的 多

数を占めている。

各発掘調査区単位での出土土器片の量も,遺構の分布密度等には直接的な関係はなく,地形的な
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表29

出土地区別 総 重 量

(り )

用木山遣跡各住居址支群別弥生式上器片出土状況

甕 形

1珀爾鷲計1薫
蘇』一襲 1司薗褒

□
替1露

第 ■支 群

第 2支 群

第 3支 群

第 4支 群

第 5支 群

第 6支 群

第 7支 群

第 8支 群

第 9支 群

第 10支 群

第 11支 群

第 12支 群

第 13支 群

そ の 他

条件によって大きく左右され,流上が自然埋積した二次的堆積土層の量にはぼ比Jllす る。すなわち ,

丘陵頂から丘陵尾根支脈稜線上にかけての,地形が高 くて上方斜面か らの流土堆積が不可能な立地

を占める,第 1・ 12・ 13住居址支群では,丘陵表土層の風化流失が著しく土器片の出土も少量であ

る。一方地形が低い谷斜面部に位置し,住居llL支 群を構成する宅地造成面の,丘陵斜面の掘 り込み

と整地の規模が大きい第 7～ 11住居址支群では,流上の堆積も深いところでは 3π を越え土器片の

量 も膨大であった。

したがって各遺構面と土器片の直接的な共伴関係が明確でないうえに,その後の遊離流動が著し

くて層序的にも天地が混同しているなどのため,本遺跡の個々の遺構についての年代を明らかにす

ることは困難であり,全体として本遺跡が集落として営なまれた期間を推察できる程度である。本

遺跡出土の土器片は,弥生時代中期後半を盛期とするものが圧倒的に多数を占め,なかに中期中葉

のもの若干と,後期初頭と比定される土器片を含んでいて,各住居llL支群間での形式的および編年

的な差異はあまり示さない。

参考までに各住居llL支 群ごとにおける,器形識別可能な口縁部片を抽出して,器形別破片数を調

べた結果は表29030に示 したように,各住居tlL支群によって多少の数値的差異はあるものの,甕形

善霊一動鋸
手づく
ね土器

(単位町,そ の他破片数)

-344-



募礎30 用木山遺跡各住居址支群出土土器口縁部片による器種Bll比 率

l■l土地区別
壺 形 土 器 甕 形 土 器 高 不 責 土 器 器 台 形 土 器 計

破 片 数 (%) 破 片 数 |(%) 破 片 数 (%) 破 片 数 (%) 破 片 数

第 1支 群 158 (28。 ③ (51.2) (18.2) (1.0 549

第 2支 群 (27.③ の (25.5) (の 192

第 3支 群 132 (19.3) 393 (20.5) (2.0

第 4支 群 (28.5) (51.6) 203 (19.1) (0.0 l,062

第 5支 群 275 (29.5) 487 (17.6) (0。 ③ 932

第 6支 群 (21.2) (63.4) (15.4) (① 7■3

第 7支 群 487 (23.9) 1,187 (58.2) 339 (16.6) (1.3) 2,039

第 8支 群 ■23 (41.1) (13.7) (2.0)

第 9支 群 589 (24.9) 1,363 ③ 389 (16.5) (1.0) 2,365

第 10支 群 297 (17.① 1,217 (69.③ (12.め (1.① 1,748

第 11支 群 357 (22.3) (18.4) 0 (0 1,599

第 12支 群 (35.0 (37.1) (22.2) (4.9)

第 13支 群 の l (16.7) (16.6) (16.6) 6

そ の 他 119 (28.4) 228 (54.0 (15.8) (1.4)

計 3,076 (24.2) 7,354 (38.の 2,132 (16.8) 126 (1.0) 12,688

土器が最 も多 くて約半数を占め,壺形土器,高不形土器,器台形土器の順となりほぼ同様の構成比

率を示している。 しかし本遺跡のように断片的な小破片で器形種別や破片数を調べる場合,識別の

基準とする部位の選び方によって,その個数に大きな差異を生 じる不合理を生むのである。本遺跡

では一応口縁部片を基準として処理 したが,器種によってその構造上よく遺存するものとそうでな

いものが生 じる。911え ば高杯の場合口縁部片では総数 2,132片であるのに対 し,脚部片は 3,252片

となり,ま た鉢形土器は口縁部ではあまり明確に識別できず甕形土器に含めざるを得なかった。し

たがってこの器種別構成比はあまり客観的な意味は有さず,本遺跡内各住居址支群間の比較として

のみ意義をもつものである。

本遺跡出上の土器片の量は膨大であり,紙面や時間的な制約もあって充分な検討や記載ができな

かった。住居址床面等に密着するとか土器溜り出上の土器片など,比較的各遺構とつながりの深い

ものについては,すでに遺構出土状況の項で極力併記 しているので,こ こでは土器溜りを伴わない

住居llL支群と,本遺跡内第 1住居量支群と複合立地する用木 l号墳,第 3住居llL支群と複合立地す

る岩田 8号墳盛 り土内出上の遊離土器片を中心に,代表的なものを実測図示するとともに,各器種

ごとに総括的な特徴を概述 してその責を果 したい。
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2.甕形土器

頸部か ら回縁部にかけて くの字形に外反,日 縁端部を_上下に大きく拡張 して端面に 3条～ 5条の

回線文を続 らせ,器胴の最大径部がかなり上位にあってやや肩が張り,器底部径の小さい平底の器

形と, 頸部から回縁部にかけてはくの字形に外反するが, 日縁端部の拡張 および 施文はあまりな

く,器胴部も丸味をもったつ くりの 2種 に大別できる。前者は口縁部径が30cπ を越える大形のもの

か ら,日縁部径が13cmと 小形のものまで大小多様であるが,後者は概 して口縁部径が12cm～ 18cmと

比較的小形のものが多い。

いずれも破片出上のうえ器表が風化磨耗 していて詳細については明確ではないが,総体的にみて

前者は胎土に砂粒をかなり多 く含み,器壁の薄い均整のとれたつ くりで,焼成も良 く黄褐色または

黄灰色の明るい色調を呈する。整形仕あげは,口 縁部および頸部は内外面とも横なで,器胴部外面

は原則として縦方向へ ら磨き,同内面は下半部は縦方向へ ら削り,上半部は不定方向べらbllり ある

いは指圧なで,器底部外面はなで調整が施されている。施文は先述もしたように口縁端面に 3～ 5

条の回線文を続 らせているが,回 線文が明瞭なものと,施文の後横なでによって消されておぼろと

なっているものもかなり見受けられる。また□縁端面の凹線文の上に円形浮文 ,棒状浮文 ,竹管文 ,

さらに頸 くびれ部外面に爪形文を施 した貼 りつけ突帯を 1条綻 らすものなどが見 られるが,数的に

は極めて少数である。               ′

IIl縁 部が拡張されない甕形土器は,焼成がやや軟質で黄灰色を呈するものが多 く,それだけに器

表の荒れや磨耗が著 しくて整形仕あげの手法も判然としないが,前者とほぼ同巧と思われる。器胴

部内外面に属1毛 目痕,同 内面上半に指頭圧痕を遺存するものがかなりある。器表に二次的火力を受

けて煤けたものが多 く,煮炊に使用されたものもかなりの比率を占めると推察される。頸 くびれ部

に近い器胴上端部に紐とおし穴状の小円子L数個を穿ったものが, 第196図-41な ど数例検出され注

目された。

壺形土器および甕形土器を合せて約 7,600個体分の底部片を検出したが,そのうち器底部中央部

に円孔を穿ったもの約 200個を発見 した。これらの円子Lはすべて焼成後に貫子Lさ れたものである。

また第 209図 -62・ 63, 第 67図 -14な どのように,径 10cπ ～15cπ の円板状の中央部に突起つまみ

を施した蓋状土器が約10個 体検出された。見かけどおりの蓋と推察されるが,全体の上器量か ら推

して絶対量が少なく, 果 して どのような器形に対 して どのような目的で 用いられたかは明らかで

ない。

3.壺形土器

形態的にもまた大小各種の壺形土器が検出されているが,頸部から口縁部にかけて大きく外反し

て広がり,口縁端部を上下に拡張して端面外表に数条の凹線文を続 らせ,器胴最大径がかなり上位

にある形式のものが圧倒的に多数を占める。胎土や整形仕あげの手法は前記甕形土器の場合とほぼ

同巧である。

この種の壺形土器のうち大形のものは日縁部径30cm～ 35cπ を測 り,赤味がかった黄褐色の長首壺

の形態を示すが数量的には少ない。基本的には同形同巧の形態を示すが,器壁がやや厚 くて,日 縁

彰
Ｚ

孝

形

多

″

′

-346-



ヽ
29

0                       20Cm
i  : :  : |

第194図 第 1住 居 IIL支 群 出土遊離 土器片実測 図

部から頸部にかけ での施文は多様かつ派手なものが多 く個体差を示す。口縁端面外表の凹線文の上

に斜傾沈線や刻文,円形浮文,棒状浮文,竹管文などを単独あるいは 2～ 3種を組み合せて配 した

もの,□ 縁部内面に櫛描き波状文や斜格子文とか,円形浮文や竹管文を施 したものもかなりある。

頸部外表は原員」としては指頭圧による緩い凹線文を続 らせているが,爪形文や刻文を配した貼りう

け突帯を有するものもかなりある。

小形の壺形土器は画縁径 1lcπ ～16cmの範囲でほぼ規格化されているが,前者にくらべて器壁は薄

く,焼成もやや軟質で黄灰色を呈するものが多い。頸部から口縁部にかけての外反の度合も,大き

く広がるものと緩やかなもの,あ るいは返 りをあまりもたず外傾して広がるもの,ま た口縁端
‐
あ拡
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第195図 第 2住居lllL支群出土遊離土器片実測図(1)

張も上下に大きく拡張して端面に明瞭な凹線文を有するものと,施文の認められないもの,端面の

拡張がさほどなされてな くて,指頭なでによって凹面状を呈するもの,拡張の全 く認められないも

のなど多様である。頸部外表は原則として指頭なでによる浅 く緩やかな数条の凹線文が続るものが

多いが,貼 りつけ突帯を施したものとか,無施文のものもある。また器胴肩部にへ ら先状工具によ

る刻文とか,櫛状施文具による刺突文などを配 したものも見受けるが数的には少ない。概 して施文

は□縁端面および頸部外表の回線文に限 られ単純簡素である。

‘
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第196図 第 2住居llL支群出土遊離土器片実測図9)
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第197図  第 2住居 l■支群出土遊離土器片実測図13)

も4

壺形土器のうちで次に多 く目につ くのが低脚付壺形土器である。器胴部中央が張った直口壺形土

器に脚を有するもの (図 96-11,図 98T51), 属平な甕形の器胴に脚を有するもの (図 140-32)

が代表的である。直口壺形は口縁部外面に数条の回線文を続 らせ,甕形のものは頸部からEi縁部に

かけてくの字形に外反 し,日縁端を上下に拡張して端面外表に数条の凹線文を施 しているが,共に

器胴肩部外表にへ ら先状工具による斜傾刻文とか,櫛状施文具による刺突文を続 らすものが多い。

脚部は後述の高杯脚部とはぼ同巧手法で,脚部に縦長三角形透 しまたは脚裾部に小円孔列を続 らす

が,な かには裏面まで貫通してないものもある。直口壺の一種と推察されるが図207-16,図 199-
31032の ように,回縁部と頸部の境に鍔状の張り出しをもつ夕1を 7個体検出したが,いずれも頸部

から上半の破片で全貌を知ることはできなかった。以上のほか手づ くね土器を含めて,小形品もか

なり検出したが個体差がある。図96-9・ 10,図98-45046,図140-35,図 144-28～34,図 145・一
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第 199図 第 3住居 llL支群出土遊離土器片実測図12)

45～48,図 195-10～ 12,図 207-15～ 19図208-33な どがそれである。

4.鉢形土器

鉢形土器と思われる破片はかなり発見されたものの,いずれも断片的な小破片が多く,識別の明

36
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第200図  第 3住居址支群出土遊離土器片実測図13)

確にできるものとか実測図示できるものは少なかったも第 6住居址支群第 8号住居址土器溜り出ニ

の,頸部や口縁部の区lllの 認められない丸味をもった深鉢形 (図 117-26), 第 1住居嚢支群内所‐

-353-一
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第201図  岩田第 8号墳封土内出土の土器片実測図(1)
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第202図  岩田第 8号境封土内出土の上器片実測図12)

54

｀ヽヨ

―-355-



7

予

、1   90

拠

o       97            20cm 98

第203図 岩田第 8号墳封土内出土の上器片実測図憾)

‐一-356-―

鴫

ζ



|ジ

t´ノtυ

第204図  第 6住居址支群出土遊離土器片実測図(J
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第206図  第 6住居IIL支群出土遊離土器片実測図(31
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第207図  第 9住居l■支群出土遊離土器片実測図(1)
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第208図  第 9住居llL支群出土遊離土器片実測図鬱)



第209図  第 9住居址支群出土遊離土器片実測図13)



第210図  第 9住居址支群出土遊離土器片実測図(4)

在の用木第 1号墳盛 り上中出上の, 日縁部がやや くの字形に外反する深鉢形 (図 194-10), 第 3

住居l■ 支群およびそこに複合立地する岩田第 8号墳盛 り上出上の,口 縁部が外反 した土鍋状のもの

(図 201-27～ 30)な どがある。

また検出例が少な くそれも断片的な口縁部のみの遊離出上で,器形の識別‐も定かでないが深鉢形

または甕形土器口縁部片の中に,日 縁端部を外方に折り返 してまるくおさめた,いわゆる朝鮮式無

文土器と呼ばれるものに類似 した製作手法をもつものを,約 20個 体ほど発見 し注目された。第 5住

居址支群土器溜り (図106-23024),第 6住居l■ 支群土器溜り (図 117-9), 第 2住居址支群

(図195-2),第 9住居址支群 (図208-32), 第10住居址支群 (図212-28), 第11住居址支群

(図 216-38)な どの遊離土器片がそれである。

いずれも断片的な小破片のため詳細は明らかでないが,胎土や焼成は本遺跡内出上のその他の一

般的な壺形土器や甕形土器とほぼ同質であり,お そらくこれらの土器とともに当該地で生産された

ものと推察される。一応典型的な第 9住居址支群内遊離出上の例 (図 208-32)で みると,器形は深

鉢形または甕形を呈し,日 縁部は外方にまるく折 り返 しておさめているが,その端部は器胴 くびれ

部まで密着 していない。器表外面は磨滅が著 しいうえに二次的火力を受けて黒 く煤け,整形仕あげ

の手法は判然としないがなで調整と推察され,全体に緩やかな起伏がみられる。内面は器胴部から

口縁部にかけては,下か ら上へ向けての指圧によるかきあげなで調整が施され,El縁部から2.3卸

～ 2.8 cmの 部分で,波形をした粘土の貼 りつけ痕が明瞭に見受けられる。

5.高 L不形土器

高不形土器を外部片でみると,外部外表に稜をもち口縁部が立ちあがるものと,杯部外表に稜を

もたず椀状に丸味をもつものの 2形式に大lllで きるが,両者とも細部についてはさらに幾つかに細

分される。すなわち,外部外表に稜をもつものは,El縁部が直立またはやや内傾して立ちあがり
,

66
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第214図  第 10住居址支群出土遊離土器片実測図13)
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第215図 第H住居ll■支群出土遊離土器片実測図(1)
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`     -369-



‖

ノ
〃

一

第217図  第 11住居llL支群出土遊離土器片実測図旧)

ミ

=

-370-



`卜

`´ 摯し._..贅″― `″

磯

・‥

　

　

　

‐̈
９

ｍ‐０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

Ｆ

＝

＝

眸

廿

＝

Ｌ

ヽ

　

　

「
』

１

F鑢ど彗

趙

ヽ
減
Ｒ
製
Ｗ
＝
日
‐

彎

第218図 用木 山遺 跡 出土 の上 器 文 様 拓 影 図 (1)

-37■ ―一



:ヽ

22

第219図 用木 山遺 跡 出上 の上 器 文 様 拓 影 図 12)

口縁部外表に 3条～ 5条の回線文を有するもの,日縁部がやや外反または外傾して立ちあがり,□

縁部外表の凹線文が浅 くおぼろなものと,なでによって消されているもの,□ 縁部が大きく外反し

て広がり無施文のものなどがある。丸味をもつものでも外部が浅い椀状に丸味をもって広がり,El

縁端部をやや拡張して平埋面を有するもの,国縁端部の拡張の小さいもの,外部が丸味をもって椀

状に深 くハイボールグラス状を呈 し,日 縁部外表に数条の凹線文を焼 らしているものなどである。

各住居址支群ともほとんど全形式にわたって検出されるが,最 も多いのは口縁部が直立またはやや

内傾して口縁部外表に凹線文をもつものである。

一方脚部片は低脚のものと高脚のものがあるが,共 に無施文のものは少ない。高脚のものは,脚

柱部に数条単位の沈線文を 1段ないし2段に施 し,脚裾部に縦長三角形透 しや小円孔,半裁竹管文

等を続 らすものが多い。沈線文はほとんどのものが鋭いへ ら先状工具による 1本描きであるが,中

には稀に櫛描きのものもある。また三角形透 じや小円子Lは 裏面まで貫通するものとしないものの比

率は半々程度で,中 には三角形透 しが退化して直線状の沈線となったり,底面にあたる下端部のみ

に三角形状を描いたものも見 られる。脚端部は拡張されて稜をもち,端面に明瞭な数条の凹線文を

もつものと,端面がなでにより凹面状を呈するもの,ま た脚端部に拡張の認められないものなどが

ある。概 して不□縁部が直立またはやや内傾して,□ 縁部外表に回線文を有するものは,脚端部も

拡張された高脚となり,脚部の施文も豊富であり,外部が浅い椀状を呈し,日 縁部の拡張の少ない

ものは脚端部の拡張もな く無施文の低脚となるものが多いようである。

高杯の整形手法はいずれも脚部か ら外部にかけて一連の製作を行ない,脚柱上端部を絞 り込んで

整形し,杯部下底に円板状の粘土板を貼付して仕あげたものである。整形仕あげは,不 口縁部およ

び脚端部は内外面ともなで,外部内面および器表は全面たんねんなへ ら磨き,脚部内面はやや荒い

へら削り調整が施され,脚柱部内面の上半部には絞 り目痕を顕著に残すものが多 く目についた。

また高杯口縁部片の中には個体数は少ないが,日 縁部径が40caを越える大形のものが,ほ とんど

―-372-



の住居址支群内から発見され注目された (図 196-25・ 26,図 203-63・ 64,図211-76な ど)。 なか

でも第 8住居址支群第 1土器溜 り出上のもの (図 140-35)は , 日縁部径54cmと 最大である。 第 4

住居址支群第 8～ 13号住居址上の上器溜り (図98)では,脚部高21cπ の高脚や器台片を思わせる脚

裾端部径 21.l cπ ,脚柱 くびれ部径10Cm,脚部高 17.3 cπ の脚部片が発見されており,前記大形外部

と対になるものと考えられる。これ らの大形高外は特に脚付壺形土器が多 く検出される第 4住居址

支群,第 8住居llL支群等の土器溜りを中心として発見されており,祭祀用として用いられたもので

はないかと推察される。

6.器台形土器

器台形土器片は出土例は少ないがほとんどの住居址支群から発見され,いずれも明るい黄褐色を

塁 したほぼ同巧同大の,細身で丈の高い感 じの均整のとれた良品である。脚裾部か ら緩やかに外反

して立ちあがり,器胴中央部に最小径をもち,脚端部径にくらべて口縁部径がやや大きい器壁の薄

いつ くりである。 第 7住居址支群第 1土器溜り (図122-28029), 第 4住居辻支群第 1土器溜り

(図99-65),第 5住居llL支群土器溜 り (図 108)な どが代表的である。

口縁部は甕形土器口縁部のつ くりと類似 して,日 縁端部を上下に大きく拡張 して 4条～ 6条の凹

線文を続 らせているが,回線文の上から竹管文や円形浮文とか棒状浮文を施したものが多い。器胴

部は幅 5 cm～ 8.5cπ の帯状に 8条～12条程度の浅い指頭なで 回線文帯を上中下 3段に続 らせ, その

間帯には小円孔,長方形透 し,ま たは三角形透 しなどを配 しているが,三角形透 しのなかには裏面

まで貫通 していない個体もかなり見受けられる。また間帯のなかには少例ではあるが,線描きによ

る鋸歯文を配 したものや無施文のものもある。脚端部はやや拡張され,外表に三角形状の稜をもち ,

端面に数条の回線文を有するものと,端面が接地面に水平となり凹線文をもつものとなでにより平

面的なものがある。

整形仕あげは□縁部および脚端部は内外面とも横なで,器胴外面は凹線文を施文後横なで調整さ

れているが,間帯には縦方向に届1毛 目調整がされ′ているものが多い。また器胴内面はへら肖Jり 調整

されているが,日 縁部に近い内面はへ ら削 りの後横なで調整が施されているようである。

7.回転台状の主器

いわゆる回転台状土器と呼ばれる土器片が第 9住居址支群 2個体 (図 209-64・ 65), 第10住居

llL支群 1個体 (図兌14-69), 第11住居llL支群 2個体 (図 216-56057)の計 5個分を発見した。

すべて二次的流土堆積上層内の遊離出土である。

いずれも肩部の破片のみで全形を知ることができないが,上面は径 16.5c鶴 ～ 22 cπ の平滑な円形

で,脚部はやや内彎しながらほぼ垂直を呈する器形と推察される。上面の調整は不詳なが ら平滑な

面を有 し,他の部分とくらべてもなめらかである。個体によつてはやや凹面状を塁するものもある

が,使用によって磨耗 したとか損傷痕があるなどの積極的な確証はない。台部外面はへ ら磨き,同

内面は上端部にへ ら状工具をあてた痕跡が認められるほかはなで調整のようである。当山陽団地内

遺跡では本遺跡の他にも,こ れと類似するものが惣図遺跡第 2地点とさくら山遺跡,門前池遺跡か
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ら各 1点発見され計 8個体分となり注目された。

8.土製紡錘車

第 5住居址支群 3,第 7住居址支群 4,第 9住居量支群 3,第 10住居址支群 5,第 11住居址支群

2の計17点を発見 した。いずれも他の多 くの土器片とともに各遺構面上の,二次的流土堆積層内か

らの遊離出土である。

第ll住居址支群内出上の 1点 (図220-1)だ けが, はじめか ら土製紡錘車として製作されたも

のである。直径5.8cm,中 心部最大器厚l.5cπ , 縁端部器厚0。 6cmを測 り, 縁端部は丸味をもって漸

移的に中心方 E「3に器厚を増す均整のとれた円板状を呈 し,中 心部門子Lは 径 0.4 cπ でほぼ垂直に穿た

れている。そのほかの16点はすべて甕形土器等の破砕片を再生 rll用 したものである。 したがってへ

ら描き刻文や押形文などの, もとの上器に施された文様をそのまま器表にとどめていたり,土器の

曲面を残して凹面状を塁するものや,二次的火力を受けて黒 く煤けたものもあるなど,使用中に破

損 した土器片を手軽に利用して再生使用したものと考えられる。径 3 cπ ～ 6.2c第 を測るが,方形に

近いものとか不定多角形状を呈するものなど,粗雑なつ くりのものが多 く,中心部貫子Lも 当然のこ

となが ら焼成後の穿ち穴であるも

9.土 玉

第 3住居址支群および第 4住居llL支群第10号住居址か ら遊離出土 した各 1点である。

第 3住居址支群出上の土玉 (図220-18)は 直径1.85cmの 球形につ くられ, 上下両端か ら貫孔さ

れた径 ○.3 cmの 円孔が穿たれている。 第 4住居址支群出上の土玉 (図 220-19)は , 径2.lcπ ×2.4

卸の扁球形につ くられているが,紐とおし円子Lも 穿たれてな く器表 も荒れていて詳細については不

明である。

10.土 錘

第 7住居llL支群第 1号住居llL土 器溜り中より遊離発見された 1点 のみである。器表の荒れと磨耗

が著しくて詳細は明らかでないが,器高 2.8 cm,上下両端部径 0.6 cπ ,器胴中央部の最大径 0。 9 cπ

を測り,債1面長楕円形,横断面円形を呈する細長の小形土錘である。両小 El部か ら縦方向に貫通さ

れた紐とおし孔が穿たれているが,漁労用等の錘であるのかあるいは装飾用上玉としてつ くられた

ものかの識別はできなかった。

11.分銅形土製品

本遺跡の発掘調査にともない分銅形土製品が33点 と多量に発見され注目された。第10住居址支群

第 1号住居址柱穴内出上の 1点を除 くほかは,すべて二次的流土堆積土層内とか土器溜 り上器片な

どと共に遊離検出したもので, 住居址床面などに 意識的に置かれた状態を示すものは 皆無であっ

た。また第10住居址支群出上の 1点を除いてはいずれも破砕 した小破片としての発見である。

これ らの分銅形土製品については先にも述べたとおり,東潮君が当山陽団地内所在の集落遺跡出
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上の全分銅形土製品55点を総括 して,その成果

を「東高月遺跡群出上の分銅形土製品」として

執筆いただいた。本書巻末に稿を改めて掲載 し

たのでここでの記述は省略する。そちらを参照

願いたい。

12。 その他の土器について

本遺跡出上の上器片はそのほとんどが今まで

述べてきたように,弥生時代中期後半を盛期と

して,後期初頭までの土器片で占められている

が,第 221図 に示 したように 2片 だけ弥生時代

前期の所産と考え られる土器片を検出した。(1)

第221図  用本山遺跡出土の前期土器片実測図

は第 3住居llL支群が所在する南へ緩やかに下降する尾根支脈稜線部,(2)は 第 4住居llL支群第 2～ 3

号住居lll_土 器溜り内出土で,共に断片的な遊離破片である。

(Jは El縁部径16cmの鉢形土器片で,日 縁部が緩やかに外反 したものである。胎上に微砂粒を多 く

含み,な かには 2爾大の粗砂粒を若千見受けられる。焼成はほぼ良好で明るい赤褐色を呈する。日

縁端部の拡張はな く端面に斜傾方向の刻文と,日 縁部に近い器胴部上方の幅約 2 cπ の間に 6条のヘ

ら描き沈線文が続 らされている。整形仕あげは内外面ともなで調整により器表を平滑に整えている

が,砂粒がかなり器表に浮いている。器表内面ではかすかではあるが現存下半部はややかきあげる

ような感 じの整形痕,口縁直下は指でおさえで整形した痕跡が認められる。(2)は 5 cm角 大の小断片

のため詳細は不明である。現存部内の約 3.2 cm幅 のFElに 7条のへ ら描き沈線が認められ,前者とほ

ぼ同巧のつ くりと推察できる程度である。

また土器に施された文様について,器 Eln‐l部 中間部などの断片の中に,弥生時代中期中葉を思わせ

o      5Cm
!                :                :                :                l                l

用本山遺跡出上の小形特殊土器実測図

ｍ５

　

　

　

　

　

０

Ｆ
Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｌ

-376-―



る,斜行格子文や櫛描き波状文を施 した土器片がかなり見受けられた。 しかし全土器片出土量力ゞ ら

みれば,こ うした施文を有するものの比率は低 く,高不形土器片や口縁部があまりかえりをもたな

いで外傾し,数条の貼りつけ突帯を有する壺形土器片などに若千見ることのできる,いわゆる菰池

式上器の場合と同様である。各土器片の遊離流動が著 しく,こ うした中趣中葉の土器片に伴 う遺構

の状態とか立地を知ることはできなかった。第 218図の上器文様拓影図中に幾つかを記載したので

参照願いたい。

さらに本遺跡出土土器片の中に,数はきわめて僅かではあるが,いわゆる手づ くねの小形土器の

ほかに通常の土器類と同巧手法をもつ ミニチュア的な 月ヽ形土器片を い くつか発見 して 興味をひい

た。これ らの上器がどのような目的と使途でつ くられたかは知る由もないが,第 9住居量支群出土

の甕形土器および第11住居址支群出上の高鉢形土器はその一Jllで ある。

第 3節 石器 類

1.石器類の出土状況

本遺跡の発掘調査にともなう石器類の出土総数は 1,864点で,石器種類別出土個体数および各住

居址支群別の出土数は表31に示したとおりである。遺跡の年代および規模の割には石器の種類およ

び量ともに豊富である。なかでも石鏃が 1,328点 と全出土石器の71.2%,石庖丁は磨製26点に対し

打製 155点 と,打製石庖丁の比率が86.2%を 占め注目された。また磨製蛤匁石斧は72点を発見 した

が折損品が多 く,そのうち完形を保つものは 6点のみであり,折損品を持ち帰って叩き石などに再

禾1用 した痕跡をもつもの26点を認められる。さらに打製石器のほとんどがサヌカイ ト製であるのに

対 して, 磨製石器は 砂岩とか 粘板岩などを素材としているものの, こまか くその組成を観察する

と,産出地を異にする多種多様の石材が用いられ個体差が認められ,石錘,叩 き石,橘石などは川

原石のそれも手ごろな自然石を選んで採取 し,若千の加工を施すか,ほ とんど加工を加えないで利

用していることが印象的であった。

これ らの各石器類は先述の上器片の場合と同様に,住居l■_床面など直接各遺構と伴出関係を示す

ものは少なく,ほ とんどが二次的流土の堆積層内か らの遊離出上である。したがって出土石器類の

分布状況も,埋積被上の深い第 7～ 11住居址支群の位置する谷斜面部に集中していた。

なお本遺跡の発掘調査により前述の石器類のほか,表32に 示したごとくサヌカイ ト原石や打製石

器の半製品とか折損品,それに小断片となったサヌカイ ト泉J離片が,住居量床面上に集中して検出

されるJllが かなり認められた。第 4住居址支群第13号住居址床面のサヌカイ ト原石 3個 と打製石庖

丁 1点 の一括出土,第 10住居址支群第 9号住居址壁面部から,珪質頁岩の原石 1個 と同石材を原料

とした打製石庖丁 4点 の一括出土や′第 1住居址支群第 1号住居l■ ,第 3住居址支群第 8号住居趾 :

第 7住居址支群第 1号住居量,第 13住居址支群第 8号住居址など,約 15棟の住居址床面からこうし

たサヌカイ ト小剥離片が一括検 lTlさ れている。このことは本用木山遺跡の居住者たちが打製若黛
‐

`製作について,そのすべてといえないまでも,サ ヌカイ トなどの原石を直接入手 して,本造詠処|^

において打製石器の製作と,使用中などに折損したものを持ち帰 り,再生加工が行なわれた・こあ|=
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表31 用木山遺跡地区別石器類出土数一覧

石庖丁 打

製

石

槍

一
打

製

石

庖

丁

２

一

　

一

５

一

６

撃

状

匁

器

石 す

り

石

去
口
石

等

叩

石

・
槌

石

等

種 類

出土地点

第 1住居jlL

支   群

第 4住居llL

支   群

第 5住居址
支   群

第 6住居址
支   群

l

l

2

61 9

2

2

2

16 1 19

環

状

石

斧

扁
平
片
双
石
斧

柱

状

石

斧

蛤

双

石

斧

墳
内

号１
丘

木用
墳

4

4

14 2 1

8

78

85

19

129

62

381

295

23

333

222

232

104

1,455

１
　

地

　

点

4

3 2

10

■1

4

25

2

17

2

124

109

6

227

156

168

77

1,029

計 )

第 7住居llL

支   群

第
３
地
点

計  |"|■ |"
16 1 26

考え られる。

2.蛤双石斧 (図 223～231,図 版108)

計72個体分を発見 したがすべて磨製品である。出土地点別の個体数は表31,実測または計測可能

な67個体についての,各個体別の材質とか計測値などの概要は表33に示 したとおりである。

第 8住居l■

支   群

第 9住居址
支   群

第10住居址

(小 計)

第12住居llL

支   群

第13住居址
支   群

(小 計)

採
他の

表
そ

6

■2

■

■4

8

5

4

57

2

2

3

ll

4

5

13

12

17

6

「 llい 16

l

l 7

2

■l

7

4

３

一

１

一

４

一

１

一

２ 8

14

50

W IL"815
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,こ 32 用木山遺跡サヌカイ ト原石・小破片等出土量一覧 ′

出 土 地 区 分 石原

(イ固)

未 製 。折 損 品 サ ヌ カ イ ト 小 破 砕 片

石 鏃 状

・，９７８一租
一３，８．４

丁
状

Ｄ

庖
槍

＜

石
石

イ固

総 重 量

(7)

住居址床面一括片重量 (7)

第 1住居l■ 360多 ,第 2住居址 927

第 4住居l■ 1037

第 8住居址 5207

一一

第

１

地

点

第 2住居址支群

第 1住居址支群

第 3住居址支群

第 4住居址支群

第 5住居址支群

第 6住居l■支群

第 7住居址支群

第 8住居址支群

地
第 9住居址支群

第10住居址支群

第11住居l■支群

表 採・そ の 他

5

8

第 2住居址 122′ ,第 6住居 l■ 2487

2,638 第 2住居址 1127,第 8住居量 48多

514

6,676 第 1住居 l」L3667,第 2住居址 182多

251 第 3住居址 1287

9,642 第 9住居址 256多

3,968 第 9住居址 160多

6,311 第 3住居址 397,第 7住居址 238多

３．

一

１６

一

５８

第
３
地
点

第12住居l■支群

|―|―トー
第 ■住居址 287

第13住居址支群 第 8住居llL 231 7

41∞ 81B31卸 71

完形 または ほぼ完形に近い形態をとどめるものは 6個体のみで, そのほかは すべて折損品であ

る。折損部位のわかる61個体について個数を分類すると,頭部片33,中 間部片 9,,天部片16,縦方

向に半裁 した形状を呈するもの 3と なり,横方向に割れ口を残すものが圧Ell的 多数を示す。このこ

とは蛤匁石斧のもつ機能的な狽1面 と,使用による力の衝撃の受け方の一端を暗示しているようで興

味深い。また頭部片や中間部片のなかには,割れ Elに 磨耗痕や敲打痕などを顕著に残すものが26個

と多 く注目された。使用中に折損 した石斧を持ち帰 り,石槌や石杵などとして再不J用 したものと考

えられ,それだけに匁部片にくらべて頭部や体部片が数多 く遺存 しているものと思われる。

蛤匁石斧に用いられた石材は砂岩が最 も多 くて46点を占め,次いで砂礫岩が15点,緑泥片岩が 4

点, 花商岩が 2点である。 砂礫岩についても構成物の中に 2御～ 4爾大の 小礫が認められる程度

で,本質的には砂岩に近いものである。しかし個々の蛤匁石斧について観察すると,同 じ砂岩製で

はあっても個体によつて石材内の構成物や色調などに,それぞれ明瞭な差異が認められるものが多

く,全 く同石材で製作されたと考えられる例はほんの 2～ 3 Jllし か認められない。 したがってそれ

ぞれが原産地を異にする石材で製作されたものと考えられるのである。
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l

2

3

4

5

8

9

10

り疑33 用本山遣跡出上の磨製太形蛤兄石斧一覧

番号 1 出土地点 現  状 石  材 現存部長 存 部
大 幅

R9 遊離 頭 部 片 砂  岩 13.60 7.40

(単位 cm)

体側に擦痕

4.05 体側に擦痕,plJ石に転用

4.70

4.42 体狽1に擦痕

4:63 体倶1に擦痕,叩石に転用

4.19

5.32 研磨良好光沢をもつ

体側に擦痕,叩石に転用

4.36 体平に擦痕

3.60 頭部に打痕,叩石に転用か

4.85 体側に擦痕,叩石に転用

4.04 叩石に転用

4.90 体平に擦痕,「F石に転用

4.35 体平に敲打痕

4.43

4.61

3.90 体側平に擦痕,叩石に転用

5.03

4.89 体平に快り,叩石に転用

4.79 体倶1に擦痕,体平に扶り

4.15

4.34

4.96

4.79

4.62

6.12

5.25

3.95

4.69

3.90 体側に擦痕

4.61

4.38 叩石に転用

R7-― H14 頭 部 片 砂 礫 岩 12.20

R6-H7 頭 部 片 砂  岩 8.25

R7-Hl 砂  岩 7.25

R7-H2 砂  岩 ll.18

6 R9 遊離 砂  岩 6.75

7 R4 遊離 砂  岩 12.87

6.41

岩

一
岩

岩

一
岩

砂

一
砂

砂

一
砂

R9 遊離

R9 遊離

R10 地室Lit

R10 遊離

R6-H6

R10-一 Pl

R10-一 Hl

R ll 遊離

R7-Hl

R9 遊離

R10 遊離

R9 遊離

R7 遊離

R7 遊離

R4 遊離

表 面 採 集

R9 遊離

砂  岩 12.35

緑泥片岩 10.52

8.62

9.35

砂  岩 6.69

11.57

12.00

緑泥片岩 5。 98

花 蘭 岩 4.62

砂  岩 9.■8

砂 礫 岩 5.60

砂 礫 岩 14.10

砂  岩 9.80

砂 礫 岩 4.50

砂  岩 6.18

砂 ‐礫 岩

砂  岩

2.81

5.95

32

33

R ll 遊離 砂  岩 5,00

Rl■ 遊離 砂 礫 岩 4.35

R10 謎室1推 砂  岩 9.35

R9 遊離 砂  岩

R7 遊離 砂  岩 7.75

R8-H3 緑泥片岩 12.00

R6 遊離 砂 礫 岩 7.92 6.46

Y82 遊離 砂  岩 5。 90

10.55

頭 部 片

頭 部 片

頭 部 片

完  形

頭 部 片

頭 部 片

頭 部 片

頭 部 片

頭 部 片

頭 部 片

ほぼ完形

頭 部 片

頭 部 片

ll

12

13

14

15

16

17

18

■9

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

ほぼ完形

頭 部 片

頭 部 片

頭 部 片

頭 部 片

頭 部 片

頭 部 片

頭 部 片

中間部片

中間部片

中間部片

縦 半 裁

匁 部 片

匁 部 片

叩石に転用

に扶り,体平に擦痕,叩石

体側に決り,日「石に転用

叩石に転用

R9 遊離 双 部 片 砂  岩
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番号

34

３９

一

４０

R?_雛
1頭

部打1砂
 岩1 3401 4151_‐|―

R9螂
J頭

部 片
1砂 |12001躙 13751-

６６

一

６７

現 存 部
最 大 幅



第223図 用木 山遺 跡 出 上 の蛤 刃 石 斧 実 測 図 (1)



l    i    l

用木 山遺 跡 出 上 の蛤 刃 石 斧 実 測 図 12)
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沃

第225図 用 木 山遺 跡 出上 の蛤 冤 石 斧 実 測 図侶)





一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

′′

一

ｍ
‐０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

Ｆ

＝

＝

＝

」

Ｆ

Ｉ

廿

廿

Ｌ

跡 出上 の蛤 理 石 斧 実 測 図 15)
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第227図 用本 山遺



第228図 用木 山遺 跡 出 上 の蛤 刃 石 斧 実 測 図 (61
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第229図 用木 山遺 跡 出 土 の蛤 刃 石 斧 実 測 図 (7)

完形品が少ないうえにその後の風化による磨滅や再/11用 痕が加わって,出土例が多い割には詳細

が明確にできないが,少数の小形品を除いては,器幅約 6 cm以上,器厚約 4 cπ 以上の大形蛤双石斧

である。(7)の 完形品についていえば,現存長 12.87 cπ ,体部最大幅6。 21c2,同大器厚5.32cπ の砂岩

製である。横断面は丸味をもった楕円形,匁部は外彎,頂部は水平位に整形され,平面形は縦長の

-388-
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第230図 用木 山遺 跡 出土 の蛤 刃 石 斧 実 測 図 18)
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第231図 用本 山遺 跡 出上 の蛤 刃 石 斧実 測 図 9)

台形状を呈するつ くりである。匁部を含めての全面よく研磨され現在でも光沢を放っているが,頂

端部は使用による打痕と,両償1面 および平面の頂部か ら1卸 ～ 4 cπ ほどの間に,敲打による擦痕が

認められる。 この擦痕は着柄の際の滑 り上めと思われるが, 着柄による擦痕か どうかは 不詳であ

る。また小形完形の1581は 砂礫岩製で,全長 7.4 cm,体部最大幅4.55cπ ,同最大器厚 2.9 cπ を測 り,

o            l     10cm
l   l ■  l

一-390-T
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横断面はやや扁平な楕円形を呈するが,他は前記仔)と ほぼ同巧のつ くりである。その後の器表の風

化による荒れが著 しくて,砂粒がかなり器表に浮いているなどのため,敲打痕等の整形時の加工や

使用痕等の詳細は不明である。

概 して頂部は水平位,匁部は外彎した横断面形が楕円形を呈するつ くりのものが多 く,全面よく

研磨して仕あげられているが,(7011020)の ように器厚が厚いものと,(1° 40047)′ のよう

にやや薦平なものとがある。頂部が細 くつ くられたものは (6012017)な ど若千認められるが,

平面形が長楕円状を呈するように頂部も丸 くつ くつたものは見当らなかった。体債1お よび体平部に

着柄に際 しての加工と思われる敲打痕とか 擦痕が施されているものが多いが, 中には (20・ 27・

28)の ように数的には少ないが,体側に扶りを有するものも幾つか認められた。

3.柱状石斧

計ll個体分を発見 したが,表34に 示したように完形を保つものは遺存せず,すべてが破損した磨

製品である。そのため詳細については明らかでないが,横断面が正方形あるいはそれに近い長方形

を塁し,角 部に明瞭な稜線をもつ角柱形の体部に,対面する両平部から双部を砥ぎだしたつくりで

ある。砂岩製のもの(Jl点を含むが,その他は粘板岩あるいは泥板岩が熱変成を受けた堆積岩で製

作され,発見例それぞれが産出地を異にする。現存する匁部は 2点のみであるが,刃部の角度は70

度～80度 と広角につくられている。

頂部片が現存しないため具体的な使用状況は明確ではないが,近在する惣図遺跡第 1地点および

門前池遺跡からの出土例と対比してみると,頂部を強く敲打してくさびとして使用されたものらし

く,縦方向に強い衝撃によつて剥離破損した形状を示すものが多く目についた。このことは先述の

蛤匁石斧の破損状況とくらべて興味深いものである。

事こ34 用 木 山 遺 跡 出 土 の 柱 状 石 斧 一 覧

(単位 m)

番号 出土地点 現  状 石  材 現存部長 榔螂一

現
最
．

現
最

備 考

R7 遊離 中間部片 砂  岩 4.35 3.61 2.60

R9 遊離 頭 部 片 粘 板 岩 2.95 3.78 砥石に転用

R2 遊離 ほぼ完形 粘 板 岩 ll.66 3.15 4.20 体側に擦痕,研磨良好

R10 遊離 体側断片 粘 板 岩 5。 55 1.15 薄板状剥離片

R9 遊離 栞部断片 泥 板 岩 5,12 3.00 l。 50 匁部磨耗痕

R9 遊離 縦に半裁 粘 板 岩 2.05 2.32

R7-Hl 体平断片 緑泥片岩 8.00 3.38 0。 65

8 R10 遊離 体側断片 粘 板 岩 6.95 0.55

R5 遊離 中間部片 粘 板 岩 8.35

R5 遊離 中間部片 粘 板 岩 3.76 2.62

R10 遊主

'難

体平断片 緑泥片岩 8.21 2.99 l.18

―…391-―
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ヨ疑35 用 本 山 遺 跡 出 上 の 扁 平 片 兎 石 斧 一 覧

(単位 鍬)

番号 1 出土地点 現  状 石  材 現存部長1嚢 実護1嚢 更警 備 考

1 1R7-Hl 形 珪質頁岩 10.76 6.37

8.22 5151

3.82 3.61

5.89

6.50

5.86 5.35

7.25 3.65

6.70

6.30

4.60

6.05

3.61

4.71

4.55

3.75

2.65

２．．６‐一・・６０‐一０・８８‐一」一０。９５一・・・５一・・２〇一０・８．一・・０５一２．０３一・・３〇一・・■５

匁部外彎,長方形

2 1R9 遊離 ほぼ完形 緑泥片岩 研磨良好,匁部やや外彎

3 1R7-Hl 完  形 緑泥片岩 小形良品

4 1R9 遊離 ほぼ完形 砂 岩 質

3 1R9 遊離 ほぼ完形 珪質頁岩 石庖丁から転用か?

6 1R10 遊離 双 部 片 緑泥片岩

7 1R10 遊離 双部断片 緑泥片岩

8 1R9 遊離 ほぼ完形 粘 板 岩 石庖丁から転用か?

9 1 R10 遊離 頭 部 片 緑泥片岩

１〇

一

１１

R3 遊離

R3 遊離

双 部 片 砂  岩

形 流 紋 岩 小形研磨良好

12 1R12 遊離 完  形 緑泥片岩 小形研磨良好

4.扁平片史石斧 (図 233,図 版109)

属平な板状を呈する片匁の磨製小形石斧である。計12点を発見 したが出土地点とか石材および計

測値等については,表35に示 したとおりである。いずれも変成された硬質の堆積岩でつ くられ,大

半は破損していて完形を保つものは少ない。

完形を保つもののうちで,(掛は本遺跡出土例中最大である。平面形はほぼ長方形に整形され,長

さ 10。 76 cπ ,最大幅 6.37 cπ ,最大厚 2.16c露 を測る。 各稜線とも明瞭で頂部に敲打整形痕を残すほ

かは,各面ともょく研磨 され,頂部に近い両側面に敲打による浅い凹面状の快りが施されている。

刃部は片面から頂角約55度 の角度で 砥ぎだされ, やや外彎 している。 12)は 頂部を一部欠損 してい

るが,各辺ともやや外彎 した丸味のある長方形を呈し,倶1面形も長楕円形を呈する。緑泥片岩製で

全面よく研磨され,匁部頂角は約43度 を計る。

(3・ ll e 12)は 小形晶である。llllは 流紋岩製で全面よく研磨され,今も光沢を放つ。頂部を欠

損 しているが,全体として丸味の強い形態を示す。

(3・ 12)は 共に緑泥片岩製で,(31の全長3.82cπ ,住場の全長3.61cmを 測る。13)は 台形状を呈 し匁

部の砥ぎだしを繰 り返す うちに短か くなった感が強い。l121は 長方形を呈し,双部の裏砥ぎはほとん

ど見 られない。

そのほか,格)は 磨製石庖丁の折損したものを再生利用したものらしく,側面の一方に石庖丁状の

理部痕を残 し, 器厚も 0。 81 cmと 薄い。.そ れにくらべて紅0は匁部のみの破片で詳細は明らかでない

が,器幅4.55cπ に対 して器厚2.03cπ と部厚い長方形の横断面を塁 し,匁部頂角も約70度 と広角であ

る。平面の一方に凹面状の磨耗痕が顕著に見 られ,柱状石斧の折損品を砥石として転用,さ らに属

平片匁石斧として再利用した可能性が強い。
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